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第一章　俺おれ以外はみんな魔女だったり





　世間では新学期。

　ハラハラとたくさんの花びらを舞い散らせる桜並木の坂道を登る。

　今年で十七歳になる俺は、無事に二年生へ進級――というわけではなく、この御み津つ門かど学がく園えんへ転入することになった。

「なんか女子ばっかりだな」

　この学園は街を見下ろす丘の上にあって、通学路は一本道。

　そこを歩く生徒たちなんだけど……なぜか、さっきから女子しか見かけない。

　黒の上着に、赤いスカート。襟えりと裾には白いラインが入っており、上品ながら現代的なデザインの制服。

　スカートはやや短め。膝ひざの上まである長めのソックスは学園指定のものなんだろう。

　正直、ファッションなどに興味のない俺が見ても、この制服は可愛かわいいと思う。

　それに身を包んでいる女子たちも……やはり可愛い。

「けど、みんな魔女なんだよな」

　俺おれは小さく呟つぶやく。



　そう――この街は、日本で唯一、魔法の使用が法的に許可された魔法特区。

　日本中から、魔女の集まる街。

　可愛かわいい制服に身を包み通学路を登校する女子生徒たちは、おそらく全員が魔女。

　いや、それどころか街に暮らす男以外は、ほぼすべてが魔女。

　それがこの街、セイラムタウンなのだ。



　そんな特殊な街のため、当然、女性住人の比率は極端に高い。

　具体的には８：‥２の割合で女性が多いそうだが……いくら多いといっても、これまでひとりも男子を見かけないというのは妙である。

　この御み津つ門かど学がく園えんは女子校ではなく、共学のはず。

　俺が転入できたのがその証拠だ。ちょっと裏技は使ったけどな。

　女子たちも俺のことは気になるらしく、さっきからチラチラと見ては、なにやら友達同士でひそひそ話をしている。

　制服は――ちゃんと学校指定のものを着ているはずだ。

　もしかして、俺が左手に黒い手袋をはめているのが目立っているのだろうか？

「いや、それにしても、ちょっとおかしいな……」

　女子ばかりの中、居心地悪い思いをしながら通学路を登りきると、ようやくこれから通うことになる学園が見えてきた。

　ヨーロッパの古風な建物を彷ほう彿ふつとさせる、とんがり屋根と二本の塔が印象的な、赤せき褐かつ色しよくの石造りの校舎。

　芝しば生ふと噴水のある広い前庭。

　ブドウの蔓つるを模した装飾の施ほどこされた鉄門。

　煉れん瓦がを敷き詰めた道。

「学校にしちゃあ、ずいぶん雰囲気のある建物だな」

　――と、俺が感心していると、校門のところにかなり場違いなものが立っていた。

「なんだこりゃ……？」

　仁に王おう立ちで俺の前に立ちはだかる巨人。

「なんでこんなものが？」

　俺は一歩後あとずさりをして、そいつを見上げる。

　光を通す透明な身体からだの素材は、なんとペットボトル。

　無数のペットボトルがつなぎ合わされ、巨人の身体を形作っている。

　首のないゴリラのような体形で、胸のあたりにバレーボールぐらいの球が一つ埋め込まれているが、どうやらあれが目玉らしい。

　案外、愛あい嬌きようのある顔のような気もするが、俺が圧倒されたのはそのサイズ。

　その身長は学園の塀へいよりも高い。

　たぶん、象が立ち上がったらこのぐらいの大きさだろう。

　しかも、それがギシギシと音をたてながら生徒たちに手を振ったりしているのだから、これを見て驚かないほうがおかしい。

　俺おれはさらに一歩下がって、この一つ目巨人を分析する。

　動きの鈍にぶさからして、使し役えき型がたの召喚獣ではない。

　遠隔操作型の魔具でもないだろう。

　となれば、自動魔法人形。

「ゴーレムか……」

　俺もこれだけ巨大なゴーレムをこの目で見るのは初めてだ。

　外に現れたら、ニュース沙ざ汰ただろうな。

「ねえ、どうかしたの？」

　ゴーレムを見上げてぽかんとしていると、校門に入ろうとしていた女子が俺に声をかけてきた。

「いや、あれが……」

「ああ、ボトリンのこと。去年の文化祭の出し物だったんだけど、今日きようは新入生歓迎用に門番をさせているの。すごいっしょ？」

「はあ？」

「中に水が入っているから、猫避よけにもなるんだよ」

　いや、そんな主婦の豆知識みたいに、軽いノリでいわれても……

　ていうか、文化祭の出し物？

　これが？

　素材がペットボトルという手作り感は、確かに文化祭っぽいけど。

「ボトリン、おはよう！」

『おはようございます』

　ゴーレムはその女子に手を振って答える。

「うわっ、喋しやべった!?」

　いったいこいつのどこに発声器官があるのやら？

「ちなみに、造ったのは我が『錬金術部』なのです。誉ほめて、誉めて」

「……すごいな。ホントに」

「でしょう。私も手伝ったんだから」

　胸を張って、自分を親指で指しながら、誇ほこらしげな顔をしている。やや気が強そうな顔立ちで、いまどきの女子高生という感じだが、そうやって自慢げにしているときの顔つきは無邪気で可愛かわいかった。

「あなたは新入生？」

「い、いや、二年生。新学期から転入したんだ……」

「そうか、そうか、だったら私と同じ学年だね。来てっ、学園を案内してあげる！」

「えっ、えっ？」

　いきなりその錬金術部の子は俺おれの手を握ってきた。

　その子の手の小ささと柔らかさばかりが気になってなにもいえず、引っ張られるままに校門を通り抜けたとき――

『不審物を発見しました。不審物を発見しました』

　いままで女子生徒たちに礼儀正しく挨あい拶さつをしていたゴーレムが、不吉なことをいい始めた。

「ちょっと……なんかやばくない？　俺、転入生だからって、不審者に見られているんじゃないの？」

「大丈夫よ。ボトリンは制服さえ着ていればみんな素通しだから」

「そ、そうなのか。ど、ど～も、失礼します」

　俺はゴーレムに、自分の無実を証明するかのように愛あい想そ笑いを浮かべた。

　ところが、そんな友好的な俺に対して、ゴーレムはいきなり拳こぶしを振り上げてきた。

『排除を開始します。危険ですので、まわりのかたは離れてください』

　警告と同時に、ペットボトルで組み上げられた巨大な拳を振り下ろす。

「全然、素通しじゃね～っ！」

　とっさに俺は錬金術部の子の手をひっぱった。

　すぐ鼻先をペットボトルの塊かたまりがぶぅんと音をたてて通り過ぎる。

　なんとかかわせた。この子の身体からだが軽くて助かった。

「どうしたの、ボトリン。コレはウチの生徒よ!?」

　錬金術部の子が俺の横で叫ぶ。

『コレ』呼ばわれされているのが微妙に気になるが、とにかくこいつをなんとかしてもらうのか先決だ。

　その声が届いたのか、ゴーレムは動作をやめて、身体に埋め込まれた無表情な一つの目玉でじっと俺を観察する。

　頭から……足あし下もとまで見下ろしたところで。

『不審物を発見しました』

「あっ、そういえば、ボトリンに男子の制服は認識させてなかったんだっけ」

　錬金術部の子はいま気づいたと、ポンと手を叩たたく。

「こらあっ、男女差別反対っ！」

　俺は涙目で抗議する。

『排除を続行します。危険ですので、まわりのかたは離れてください』

　再び、ゴーレムはその手を振り上げる。

「だって、男子の制服なんて手に入らなかったんだもん！」

　錬金術部の子の弁解する声が聞こえるが、いまはそれどころではない。

　このアホゴーレム、動きはのろいが破壊力は半端ではない。こいつの拳こぶしが空振りするたびに感じられる風圧は、俺おれの肝きもを嫌というほど冷ひやしてくれる。

「くそっ、こうなったら……！」

　俺は右手で左手の手袋に触れる。

　ざらりとした革の手触り。

　この左手には、魔法に対抗する手段が隠されている。

【ジギタリス】――「不誠実」「華麗」の花言葉を持つ毒草の名を冠する、魔女狩りウイツチハンターの武器。



◆◇◆



　約六百年ほど昔から、魔女たちは様々な理由で弾圧されてきた。

　宗教、政治、差別、恐怖……

　あらゆる理由をつけて、人は魔女を根絶やしにしようとしてきた。

　しかし、相手は人知を越えた力を使う魔女。

　普通の人間では、とても対抗できない。

　そこで魔女を狩るための特殊な才能を持つ人間たちが集められた。

　純粋に人類の極限まで戦闘能力を鍛きたえ上げた者。

　生まれついて魔法への耐性を持つ者。

　策略に長け、魔女の心に入り込む者。

　魔女から奪った秘術を使いこなす者。

　そんな人間たちの総称が魔女狩りウイツチハンターである。

　十四世紀から十七世紀まで、魔女狩りウイツチハンターは歴史の表となり裏となり、多くの魔女を狩ってきた。いまになって歴史書を紐ひも解とけば、それは胸の悪くなるような残ざん虐ぎやくな所業。

　だが、魔女たちの人権保護を目的として設立された国際組織、マクダフ機関が誕生してからはすべてが変わった。

　世界各地にセイラムタウンという魔法特区が生まれ、その街にいる限りは、魔女たちは自由に魔法を使ってよいこととした。

　しかし、セイラムに囲われることを嫌い、外で違法に魔法を使う魔女たちは絶えない。

　おかげで、二十一世紀になっても、魔女狩りウイツチハンターの仕事もなくなることはない。

　もちろん、いまの魔女狩りウイツチハンターは、昔のように魔女を処刑するようなことはしない。すべての魔女狩りウイツチハンターはマクダフ機関に所属しており、その権限は違法魔法を使う魔女の逮捕に限られている。警察と似たようなものだ。

　ところが、いまだに魔女狩りウイツチハンターの名は過去の忌いまわしき魔女弾圧の象徴であり、魔女と人間側の両方から嫌われる存在のままである。魔女たちを弾圧してきた、国のお偉いさんや、敬けい虔けんな司祭様の代わりにスケープゴートにされた、惨めな仕事というわけだ。



　そして、魔女への対抗手段であるジギタリスを左手に埋め込まれた、朝あさ倉くら優ゆう人と――まあ、これは偽ぎ名めいなんだが――この俺おれもまた魔女狩りウイツチハンターである。

　素そ行こう不良、やる気ゼロで、いつもマクダフ機関の連中には小言をいわれている。

　だいたい、俺は魔女狩りウイツチハンターなんてなりたいと思ったことは一度もない。

　たまたま小さい頃ころに魔女狩りウイツチハンターの素そ養ようを認められて、勝手にジギタリスなんてモノを埋め込まれた。

　一度埋め込まれたら、二度と外せない呪のろいのアイテムのような代しろ物もの。

　なにが貴重な魔具だ。

　装着したものは魔女狩りウイツチハンターになる義務がある、だ。

　勝手なことをいうんじゃない。



◆◇◆



　――と、その前にこの状況をどうにかしないとな。

　魔女狩りウイツチハンターってやつは、当然、魔女たちには毛虫のように嫌われている。

　こんなところで正しよう体たいがばれたら、裏技を使ってまでマクダフ機関に内緒でセイラムにやってきた苦労がパァである。

　いや、それどころか、下へ手たをすればこの場でリンチにされるかも。

「ここじゃあ、まずい。外に出るか」

　ジギタリスを使うのならば、人目がない場所がいい。

　俺がゴーレムに背を向けて校門の外へと駆け出そうと振り向いたとき――

「うわっ!?」

　こちらにやってくる女子とばったり鉢はち合あわせてしまった。

　背丈は俺のあごの高さぐらいしかない、ほっそりとした小柄の女の子。

　ゴーレムが暴れているのが見えなかったのか!?

　俺が心で舌打ちをしながら、その子にぶつからないよう身体からだをのけぞらせた瞬間、背後にゴーレムの気配を感じた。

　案あんの定じよう、あの声が聞こえてくる。

『排除を続行します。危険ですので、まわりのかたは離れてください』

　ここで避よければ、この女子が危険だ。

　あんな不良品のゴーレムに寸止めなど期待はできまい。

「くそっ！」

　こうなったら人目を気にしている場合じゃない。

　左手の手袋に手をかけて、もう一度、ゴーレムのほうを振り向くと――すでにペットボトルでできた巨大な拳こぶしが高々と振り上げられていた。

　とても間に合わない！

　俺おれは瞬時に作戦を変更。

　両手をクロスさせて頭をガード。その拳こぶしを身体からだで受け止めようとする。

　俺の身体が煉れん瓦がより頑丈であることに賭かけた、作戦とも呼べない代しろ物ものだが……これしか、後ろの子を守る術すべはない。

「――っ！」

　歯を食いしばり、衝撃に備える。



　ところが――



「きみ、動かないでね」

　背中にふにゃりとほのかに温かくて柔らかいものが当たる。

　と、同時に俺の背後から肩越しに伸ばされた腕。

　白くしなやかな手。

　天を指す、細い指先。

　艶つややかなピンク色の爪つめ。

　その先端には螺ら旋せんを描く、小さな炎の竜巻。



『吹き飛ばせ――大地を砕く火山のごとく』



　耳元で囁ささやかれた言葉。

　それは魔女の呪じゆ文もんだった。

　呪文とは言葉自体に意味はなく、魔女が自身の魔法へのイメージの方向性を決定するために唱える、一種の自己暗示とされる。魔法の強度と精度を高める高等技術である。

　そして、それがハッタリではない証拠に、俺の肩越しに伸びた腕から強力な魔力があふれ出した。

　小さな炎の竜巻は、その魔力を飲み込んで膨れあがると、いまにも俺を叩たたき潰つぶそうとしているゴーレムの拳に絡みつく。



　シュババババッ！



　見えない導火線に火が点ついたかのように、ゴーレムの全身に魔法の炎が走り回った。

　その直後、轟ごう音おんと共に、ゴーレムの背中から白い煙が一気に噴き上がる。

　ペットボトルの中の水が、瞬時に沸騰、蒸発したのだろう。さきほどの呪文のとおり、まるで火山の噴火のごとくもうもうと水蒸気が空に伸びていく。

　俺は驚きのあまり、放心しながらよろよろとゴーレムに近づいた。

「す、すげぇ……」

　ゴーレムを構成していたペットボトルのすべてが内側から破裂しており、もはやピクリとも動かない。

　火力、精度、即効性、どれを取っても一級品の魔法だった。

「あの子は【衝動の紅炎インパルス・ルージユ】……やばい、やばい！」

　校門の向こうに立っていた錬金術部の子が、俺おれの背後を見て焦った顔をする。

「衝動の紅炎――？」

　俺はその子が見ている先に立つ者の姿を確認するため、背中を振り向いた。

　さきほど鉢はち合あわせたときには気づけなかったが、大量の水蒸気が朝日を受けて虹にじを生み出す中、そこに立っていたのは奇跡のような少女だった。

　さきほど背丈がやや低いと思ったが、体つきに弱々しさはない。むしろ、野を駆ける鹿しかを彷ほう彿ふつとさせるような、そんな躍動感を秘めている。

　長い髪は深い漆しつ黒こくでありながらも、虹の七色よりも美しく感じられる。

　そんな印象深い黒髪に負けることなく、強い輝きを放つ瞳ひとみは、こちらをじっと見つめていた。

　他の子たちにはもうしわけないが、いままで登校中に見かけたどの女子生徒よりも、頭ふたつ抜け出した美少女だった。

　俺も思わず息を飲む。

　すると、その少女は厳しい表情でツカツカとこちらに歩み寄ってきた。

「きみきみっ、男よね？」

「あ、ああ……見ての通りだけど」

「だったら、私と一緒に世界を変えてみない？」

「えっ、なんだって？」

　なにか妙なことをいわなかったか？

　だったら、私と――世界をどうするって？

　言葉の意味のつながりがさっぱりわからないことをいっていたような。

「きみ、魔法に興味ある？」

　戸惑っている俺のことなどお構いなしで、さらにその子は問いかけてきた。

「魔法……魔法に興味は……」

　俺はその子の問いかけに、内心どきりとさせられた。

　実のところ、俺がこのセイラムにやってきたのは、ある魔法を探しに来たからである。

　一ヶ月ほど前、マクダフ機関の資料を盗み読みしていて面白い報告書を発見した。

　この御み津つ門かど学がく園えんに、俺のジギタリスさえ無効化してしまう【ワルプルギスの夜】という魔法があるらしいというのだ。

　マクダフ機関はその魔法のことを警戒しているようだったが、魔女狩りウイツチハンターなんてむくわれない仕事にうんざりしていた俺にとってはありがたい魔法である。マクダフ機関の大切なジギタリスをガラクタに変えて、連中の鼻を明かしてやるのは想像するだけでワクワクさせられる。

　まさか、その目的がこの子にバレているはずはないのだが……

　なんと答えたらいいのかわからずもごもごしていると、その子はしびれを切らしたのか、むすっとした顔で俺おれの胸を指で強く突いた。

「あるのねっ!?」

「うっ、うん……」

　そのはずみで、つい俺は頷うなずいてしまった。

「よし」

　すると、その子は表情を一転させた。

　厳しい表情は消え失うせ、もの凄すごく嬉うれしそうに、に～んまりと笑っている。

　いままでの凜りんとした姿もよかったが、この笑顔はなんだか小さな子供みたいでまた可愛かわいかった。

　けど、なにがそんなに嬉しいのだろうか？

「きみきみっ、素敵だねっ！」

「えっ？　ど、どうも」

　なんか知らないが、いきなり誉ほめられた。

　いままでの会話の中に、この子を喜ばすような要素があったとは思えないんだが。



    

  
    
      



    

  
    
      「私は阿あ瀬せ夏なつ花か。夏花って呼んで。みんなそう呼んでいるから」

　さっき衝動の紅炎インパルス・ルージユとか、妙な名前で呼ばれていた気がするが、それは口にしないほうがよさそうだ。

「俺おれは……朝あさ倉くら優ゆう人と」

　いまさら自己紹介という空気に上う手まく乗れなくて、俺は頭を掻かきながら歯切れ悪く答える。いままでは勢いで会話していたが、こうして改まると、なにか照れくさいものがある。

「優人……優人くんね。うん、憶おぼえた。また会いましょう！」

　そういい残し、彼女は軽やかに踊るようにターン。

　俺に背を向けて、校舎へ向けて歩いて行った。

　まるでリズムを刻むような軽い足取り。

　揺れる髪とスカート。

　思わず見とれてしまうほど、絵になる後ろ姿だった。

「また会いましょう……か」

　不思議と心高鳴る言葉を反芻しながら、俺はぽけっとしばらくその場に立ち尽くした。

　魔女狩りウイツチハンターであることを隠して、学園に潜入しようとしていたのに、いきなり目立ちまくっている気もするが――

「まあ、いいか」

　そんな気持ちにさせてくれる、朝の出会いであった。



　――と思ったのは、単なる気の迷い。

　いつのまにか、女子生徒たちが俺を取り囲んでいた。

　いきなり完全包囲の逃げ場なし。無駄な抵抗すらさせてくれない状況。

　さっきの気持ちなどすっかり忘れて、俺は冷ひや汗をたらした。

「ボトリンがごめんねぇ。お詫わびをしたいから、ウチの部室に寄ってってぇ」

　そんな俺の腕に錬金術部の子が抱きついてくる。

　ぴったりと胸を腕にくっつけて、絶対に逃がさないという姿勢。

「えっ、いや……なにこれ？」

　どうやら、俺を吊つるし上げるとか、そういうわけではないようだ……けど、だったらこのどんどん迫ってくる女子たちはなんのつもりなんだ？

「こら、錬金術部！　なに抜け駆けしてるのよ？」

　今度は、別の女子が空あいているほうのいきなり腕をつかんできた。

　不意に両方からひっぱられて、俺の肩が外れそうになる。

「なによ、綾あや音ね。私が先に見つけたのよ！」

　綾音と呼ばれた女子は、高校生とは思えない大人おとなびた外見。プロポーションも抜群だ。

「あんな資源ゴミで、貴重な男子を挽ひき肉にくにしそうになったくせに！」

「ひ、挽肉って」

　もうちょっと柔らかい表現はないものか。

「そんなの些さ細さいなミスでしょ！　多少、バラけてもどうせ素材に使うんだから問題ないでしょ」

　いや、バラけて……なにかバラバラになるっていうの？

「放しなさいよ！」

「そっちこそ！」

「いや、その……二人とも……」

　二人の女子に取り合いにされて、どうすればよいのかわからず俺おれは石のように固まってしまう。

「壊してもいいけど、原形は無くすなよ……死霊魔術部がピチピチのゾンビにするんだから……うふふ、男をいじるのは初めて……」

　俺を取り合う二人の間に、背の低いおかっぱ頭の女子がヌッと割り込んできた。

　なにやらひどく眠そうな顔をしているが、低血圧なんだろうか？

　春だというのに、なぜか制服の上に黒いコートのようなものを羽織っている――というか、これってマント？　なんという怪あやしい姿。

　いや、そんなことよりも、いまなんか不穏なことをいっていたぞ。

　ピチピチ……ゾンビ……なんのことだ？

「馬ば鹿か、生なまの男じゃなきゃ、魔法薬の生体実験ができないでしょっ！」

　生って、マグロじゃないんだから。

「ジャンキー魔女は黙ってろ……おはよう、男。私は刻とき代よ、死を超える者」

　小さな手を差し出して握手を求めてきたが、人のことを『男』って呼ぶのはどうなんだ？

　もう少し、俺のパーソナリティを大事にしても罰ばちは当たらないと思うぞ!?

「死体愛好変態部は引っ込んでなさい！」

「だから、コレは錬金術部が最初に拾ったんだっていってるでしょ！」

　俺を取り囲んで三人の女子が言い争いを始める。

　はたから見たらうらやましいシチュエーションのように思えるかもしれないが、当の本人は生きた心地がしない。

　ようやく気づいた。

　ここにいる連中は誰だれ一人、俺のことを人間だとは思っていない。ただの実験材料としか見ていないのだ。

　すなわち――



『数少ない男子＝貴重な実験材料』



「冗談じゃない……」

　女子たちが喧けん嘩かをしている隙すきに、こっそりと逃げ出そうとした俺おれだったが……なぜか足が動かない。

「うわっ、なんだよこれっ!?」

　足あし下もとを見ると、ぼんやりと人の姿をした黒い影が、俺の片足にがっしりと抱きついている。

「うぉおお～ん」

　足をあげて振り払おうとすると、その影はすっごく嫌な気分になる陰いん鬱うつなうめき声をあげた。

「逃げられないよ、男……【闇の縛鎖デイープ・バインド】で金縛りをかけてあるから……うふふ」

　さっきピチピチのゾンビというおぞましいことをいっていた刻とき代よが、にやりと不気味な笑えみを浮かべる。子供のような顔して、やることはしっかりやっているタイプだった。

「念のため、眠らせておく？　試作品の睡眠魔法薬ロンリー・スリーピング・ビユーテイーがあるけど」

　俺を魔法薬の実験体にするつもりの綾あや音ねは、懐ふところからゴポゴポと泡立つ紫色の液体の入った薬くすり瓶びんを取り出す。

　うわっ、見るからに身体からだに悪そう。いまどきトイレの消臭剤だって、もっとさわやかな色をしている。

「はい、あーん……しなくても、この薬は煙を吸うだけで効き目があるんだけどね。魔法医術部の薬は、速攻で昏こん倒とうがモットー。信頼の効き目よ」

　薬瓶の蓋ふたをあけた綾音は、明るい口調で危ないキャッチフレーズを口にしながら、邪じや悪あくな笑みを浮かべた。

　まさか校舎にすら入ることなく、こんなところでデッドエンドとは……



　などと、俺が一瞬、覚悟を完了してしまった直後。

　いつのまにか俺の目の前に、小さな女の子がぽつねんと立って、こちらを見上げていた。

　刻代よりもさらに小柄――というより、小学生ぐらいの子に見える。

　この修羅場に相応ふさわしくない、ぽにゃっとした丸顔。

　髪なんかは綿毛みたいにふわふわしていて、おてんばお姫様といったような女の子だった。

　そんな子が両手をあげて、大きな声でいった。

「男の子をいじめるのはやめなさ～い」

　見た目通りの鼻にかかった甘い声。

　なんかこんな子に助けられるのは、ちょっとばかり気恥ずかしい。

　それに、ここの女子たちは、そんな可愛かわいい声で叱しかられたところで聞く耳持たないだろう――と思ったら大間違い。

「うわっ、ちさ先生!?」

「こ、これは……別にそういうわけでは……」

「学校の案内をしてあげようとしていただけですから」

　ビシッと気をつけの姿勢を取ると、口々にいいわけを始めた。

　なんだ、なんだ、この反応は。

　というか、なんかいま『先生』っていわなかったか？

　まさか……？

　ぷすーっと鼻息荒く、女子たちをにらみつけている少女を見下ろす。

「ええっ、これが先生？」

「これとはなんですか～」

　気の抜けるような声で文句をいいながら、その子は俺おれの足を踏んだ。

「いてっ！」

　俺の足に小さな足が乗っかると、いままでしつこく俺に絡んでいた黒い影は悲鳴をあげてあっさりと消えていった。

「あなたが転校してきた朝あさ倉くらくんですね。校長先生から話は聞いてます」

　その少女は腰に手をあてて、怒ったように頬ほおを膨らませながら俺を見上げる。

　俺の名前を知っているとは――

「本当に先生なんですか？」

「当たり前でしょう」

　もう一度、足を踏まれた。

「痛い、痛いっ！」

　あんなに小さな足なのに、なぜか異様に痛い。

　スパイクでも履いているのか？

　片足を抱かかえてぴょんぴょん飛び跳ねる俺を無視して、ちさ先生は女子たちに向き直る。

「もうっ、なにを騒いでいたの？」

　さっきの三人の女子も、まわりのギャラリーも、しーんと静まりかえる。

　もしかして、この学園って校則がすごく厳しいのだろうか？

　それとも、このちさ先生は見た目とは異なり、恐ろしい魔女であるとか？

「朝倉くん、あなたが答えなさい」

　なにも答えない女子たちをにらんだまま、唐突にちさ先生がいった。

「あっ、えーと」

　いくら実験材料にされかけていたとはいえ、女子のことを教師にチクるのは抵抗がある。

「いや……別にたいしたことじゃないんですけど」

　俺はその場を誤ご魔ま化かそうとしたのだが、ちさ先生はすべてお見通しのようだ。口をとがらせて、さっき喧けん嘩かしていた女子たちを「うみゅみゅ～っ」とにらむ。

「……まあ、しょうがないか」

　しばらくにらみを利かせていたちさ先生は、ため息交じりにこちらにむき直すと、指で俺の胸を突きながらいった。

「この学園じゃあ、男子は貴重な素材――ごほんごほん――人材だから、みんな自分の部活に欲しがるの」

　いま素材っていった。

　素材っていったよね？

「こんなところをちんたら歩いていたら、骨も残らないわよ」

　すみません、先生に質問です。

　どこの世界に、貴重な人材を骨まで消費する部活があるのでしょうか？

「そんなわけで、こんなところを無防備に歩かれると困るの。なにかあってからじゃあ、遅いのよ？」

「いや、こんなところって……確かここは学校ですよね。なんでそんな政情不安の国へ向かう旅行者みたいなことをいわれなきゃあならないんですか？」

「えーと、そんなわけで、騒ぎが大きくならないように部活を決めてくれる？　ここで、いますぐに、即断即決で」

「俺おれの質問はスルーですかっ!?」

　とはいえ、これも俺の身を心配してくれての言葉なのだろう。

　そう信じよう。

　でないと、生きるのが辛つらくなるから。

「でも、部活っていっても……どんなのがあるんですか？」

「えーと、確かリストがあったはず」

　ちさ先生はカバンをひっくり返して豪快に中身をぶちまけると、そこからプリントを一枚拾い上げる。そこには御み津つ門かど学がく園えんに存在する部活動の一覧が記しるされていた。



『錬金術部』、『死霊魔術部』、『魔法医術部』、『召喚魔術部』、『魔道読書部』、『占星術部』ｅｔｃ、ｅｔｃ……



「あのぉ、サッカー部とかバスケ部とか、定番の部活が見あたらないんですが」

「ああ、魔女は公式試合に出られないから、うちの子たちもやりたがらないみたいなのよね」

「あ……そうですか」

　いまのは失言だった。

　魔法を使う魔女は、普通の人間たちと厳密に区別される。スポーツ界ではそれは特に顕著であった。

「けど、俺が入れそうな部活は……」

　正直、心の底からどの部活にも入りたくない。

　さっきの騒動を見たら、なおさらのことである。

「だったら、私のペットになれば部活は免除してあげてもいいよ。他の子たちにも手を出さないように話もつけてあげる」

　にぱぁっと無邪気な笑えみを浮かべる、ちさ先生。

「ペット……？」

「日本語でいうと下げ僕ぼく」

「いやいやいや、違いますから。その翻訳はっ！」

　俺おれはブンブンと首を左右に振った。

　見た目に騙だまされてはいけない。

　このちさ先生にも計り知れない暗黒面ダークサイドがありそうだ。

　俺はもう一度、部活リストに目をこらした。

　どれか無難そうな部活はないか？

　解剖手術をされなくて……

　人体実験にされなくて……

　せめて、俺を人間扱いしてくれそうな部活は……

　あれ、なんか目から汗が出てきた。

　なんでこんなに追い詰められているんだろう、俺？

　ちさ先生が、カバンからトゲトゲのついた首輪を取り出しているんだけど、あれはなにに使うつもりなのかな？

　いや、怖いから、答えは聞きたくないけど。



    

  
    
      



    

  
    
      　そんな心の汗でぼやけた俺おれの目が、ひとつの部活名を見つけ出した。

　リストの一番下にこっそりとあった、天てん啓けいとも思えるその部活。

「男子魔法部、これだっ！」

　どんな部活だかわからないが、ここなら男子もいるはず。女子たちに実験材料扱いされることもないだろう。

　そして、学園での身の安全を確保したら――ワルプルギスの夜を探し出して、忌いま々いましいジギタリスからも、気の滅め入いる魔女狩りウイツチハンターの任務からもおさらばである。



    

  
    
      




第二章　特訓以上デート未満





　新学期の初日ということで、今日きようは授業はなかった。

　ただ、始業式からホームルームまでの時間でわかったことがひとつある。

　この学園の生徒のほとんどが女子であるこということだ。

　セイラムの男女比率からいっても、五人に一人は男子がいるはずと思っていたのだが……

「考えが甘かった」

　この街に暮らす男のほとんどがガス水道などのライフラインを維持するための技術者であり、俺と同世代の男子は皆無だったのだ。

　また、魔法による社会混乱を引き起こさないため、未熟な未成年の魔女は、この街での生活が義務づけられている。そのせいで街に住むのは若い魔女――つまり俺ぐらいの年齢の子が多い。

　よって、クラスの男子が俺一人だけというのも、そう不思議ではないことなのだ。

　ここに来る前に、セイラムの資料はざっと目を通してきたつもりだったが、やはり数字だけでは読み取れないこともあるということか。いままで真面目まじめにマクダフ機関から提供される資料を読んでこなかった自分が恨めしい。

　いまさらながら自分の計画が行き当たりばったりだったことを思い知らされる。

「せめて一人でも男子がいてくれれば、だいぶ気も楽なのに……」

　女子がたくさんと、女子しかいないでは、精神的にかなり違う。

　クラス全員の視線にさらされながら、教室の一番前の中央というすばらしい特等席にぽつりと座っていると、まるで知らない国に迷い込んでしまったかのような気分にさせられる。

　教室に入ってから、俺おれは一言も喋しやべることもなく、じわ～っと脂汗をにじませるだけであった。

「じゃあ、こんなところで、今日きようはおしまいね～」

　偶然にも俺の担任となったちさ先生が連絡事項を伝え終わると、クラスの女子たちは互いに誘い合って、賑にぎやかに教室を出て行く。

　中には、獲物を狙ねらうような目で俺を見つめている女子もいたが、ちさ先生が「こほん」と咳せき払ばらいをするとそそくさと逃げ出していった。どうやら朝の騒動は、すでに生徒たちに広まっているらしい。

　さっきからちさ先生が教きよう壇だんを降りないのも、俺を実験材料としてさらおうとする女子が現れないように見張っていてくれるのだろう。なんだかんだいっても、いい人なのかも。

　俺は、そんなちさ先生に待っていろといわれたので、だんだんと生徒のいなくなる教室で、席についたままでいた。

　やがて教室からほとんど生徒はいなくなる。

　ぐるりと見回すと、残っているのは、すぐ後ろの席の女子だけ。

　なんの偶然か、俺の後ろの席は朝に出会ったあの美少女、阿あ瀬せ夏なつ花かであった。

　振り向いた俺を、夏花はじぃぃっと難しい顔をして見つめている。

　な、なんだ？

　もしかして、ホームルームの間、ずっと俺のことを見ていたのだろうか。

　そんなに俺の後頭部が興味深いのか？

　気まずく思いながら俺が前を向くと、ちさ先生が教壇を降りようとしているところだった。

「じゃあ、あとはよろしくね」

　ぱたぱたと手をふる、ちさ先生。

「え……ちょっ……待ってくださいよ？」

　置き去りにされた俺は、あわてて声をかける。

「なぁに、やっぱり私のペットになる気になったの？」

「いやいや、それは絶対にありえませんから。ていうか、なんでさっさと帰ろうとしているんですか！」

「む、朝あさ倉くらくんは男子魔法部に入るんでしょ～？」

　ちさ先生は部屋の片付けを命じられた子供のような、すごく面倒くさそうな顔をする。

「だから、部室に案内とかしてくれるんじゃないんですか？」

「だって、私、部室の場所なんか知らないもん。あとは好きにやってぶー」

　なにが「ぶー」だと突っ込む暇ひますら与えず、ちさ先生はさっさと廊下へと出て行ってしまった。もしかすると、俺おれがペットにならなかったことを根に持っているのだろうか。

「なんて教師だ。さっき見直して損した」

　結果、教室には俺と夏なつ花かの二人きり。

　恐る恐るもう一度振り向いてみると、いつのまにか夏花は立ち上がって、俺のすぐ背後に立っていた。

　不意を打たれ、俺は飛び上がるように席を立つ。

「な、なにか？」

「うんっ、きみなら、うちの部活を選んでくれるって信じてた」

「えっ、どういうこと？」

「ようこそ、我が男子魔法部へ。歓迎するわ、朝倉優ゆう人とくん！」

　いままで厳しい顔つきをしていた夏花は、にぱっと例の子供のような笑えみを浮かべると、両手を開いて大きな声でいった。

　彼女が男子魔法部？

　女子なのに？　なんで？

　……ああ、そうか、なるほど。

　女子マネージャーってことか。

　うん、きっとそうだよな。



◆◇◆



「だから、ぐわーっと力をこめて、ぐいんぐいんするのよ……」

　夏花は真剣な面おも持もちで、全身を使って熱心にレクチャーを続けている。

　ぐわーっと両手を挙げて、頭の上でぐいんぐいんと回転させると、その動きに合わせて俺のまわりでチョークやら黒板消しやらが舞い踊る。

　ちなみに、いま夏花がやっているのは物体を遠隔操作する魔法。

　魔女にとっては、比較的初歩の魔法だ。

　とはいえ、魔女以外の者にとっては、初歩の魔法も、高難度の魔法も似たようなもの。

　すなわち、どんなに努力したところで魔法が使えないことに変わりはない。



『先天的に魔女の素そ養ようを持つ者以外、魔法は使えない』



　これが先人たちの四百年に渡る魔法研究が導き出した結論である。

「だから、それってどこに力を込めるんだよ」

　夏なつ花かにつきあわされて、一緒になってぐいんぐいんしていた俺おれだったが、いい加減うんざりしてきていた。

「どこって……このへん？」

　熱心に魔法の実演をしていた夏花は、自分の腹のあたりをさすってから首を傾かしげる。

「あれっ、もっと上かな……んんっ、下……右……左？」

　財さい布ふをなくしたときのように、夏花は自分の身体からだをあちこち触りまくる。

「自分でもわかってないんじゃないか」

　俺は机の上に腰をかけてため息をつく。

　いったい俺は、こんなところでなにをやっているのやら。

　俺の入部した、男子魔法部。

　てっきり男子たちによる魔法研究の部活かと思っていたのだが、さにあらず。

　なんと、男子に魔法を教える部活なのだという。

　まあ、真面目まじめにＵＦＯを呼び出そうとしている連中だっている世の中だ。それに比べれば、まだマシな活動といえるかもしれない。

　いかに魔法研究家たちが否定しようとも、可能性を模索するのは自由だと思う。

　ただ、俺にとっての問題は、その部員が夏花一人だけだったということだ。

　男子はゼロ。

　なんてこった。この部活ならば男子の仲間が見つかると思ったのに、すっかりその名前に騙だまされてしまった。

「もうっ、これぐらいすぐにこなしてくれないと、ちっとも先に進めないじゃない」

　夏花は『男子魔法部・魔法のススメ』と書かれた分厚いファイルをパンパン叩たたく。

　どうやら俺はそのスケジュールの一ページ目さえクリアーできていないらしい。

　それにしても、物体の遠隔操作が最初のページだとしたら、そのファイルの最後のページにはいったいどんな高レベル魔法が書いてあるのやら。

　俺に落らく雷らい招しよう来らいの魔法でもさせる気か？

「これじゃあ、免めん許きよ皆かい伝でんの隕いん石せき招来まではほど遠いわね」

　どうやら男子魔法部の修行は、俺の予想をさらに超えた険しさらしい。

　というか、夏花は隕石を招来できるってのか？

　どこの戦略兵器だよ。

「ほら、きみきみっ、さぼらないで。私と一緒にやるのよ。ぐわーっと！　ぐわーっと！」

　そんなわけで、いま夏花が両手を振り回して騒いでいるのは、俺に魔法を教えてようとしているわけだ。

　この短い時間で、夏花についての俺の評価はだいぶ変化していた。

「だから、おまえの教えかたは抽象的すぎるんだってば」

「なによぉ」

「せめて効果音以外で表現できないのか？」

「効果音じゃないわよ。これは気持ちの持ちかたを表現しているの！」

　朝、俺おれが思わず見とれてしまった、絶大な魔力を誇ほこる謎なぞの美少女は――

「マイルド、マイルドよっ！　オーケー？」

「それをいうならマインドだろ」

　実のところ、ちょっとだけ頭の中身が残念な人だったらしい。

　うーん、天は二物までは授けてくれたようだが、さすがにそれ以上のサービスは不公平と思ったのかも。

　まあ、おかげで、初対面のときよりもずいぶん気安く話ができるようになっていたけどな。

「あのさぁ、おまえ魔法が起きる原理は知っているか？」

　夏なつ花かの抽象的な魔法特訓では埒らちがあかないので、俺はおせっかいとは思いながらも、ちょっとだけアドバイスをしてやることにした。

「ぐわーっと……とととっ。いきなりなによ？」

　両手を上げてバンザイの姿勢のまま、夏花は目をぱちくりさせた。

　制服の下からちらりと顔を出しているヘソがとても気になるが、俺は咳せき払ばらいをして言葉を続ける。

「魔法ってのは【ゲヘナ】からあふれ出す魔力を変成させて引き起こす現象なのは知っているよな？」

「う、うん……もちろん知ってるよ。テレビで見たことある」

　嘘うそつけ、そんなことテレビでやっているものか。

　これは魔法の取り扱いに関する教育課程の初歩。セイラムの魔女ならば、必ず習っているはずのこと。

　どうやら、あまり真面目まじめに授業を受けてはいないらしいな。

　まあ、俺も人のことはいえない不良魔女狩りウイツチハンターだけど。

「ゲヘナってのは魔力のるつぼのような世界だっていわれているけど、魔女だけがそこへとつながる門を開くことができる。そして、ゲヘナからあふれ出す魔力を自由に操作できるのも魔女だけだ」

「へえ、そうなんだ？」

　夏花はパタンと手を下ろすと、ぽけっとした顔で俺に近づいてきた。

「きみきみ、物知りなんだね」

「ま、まあ……魔法には興味があったから」

「ふーん」

　珍しいものを見るかのように、夏花はまじまじと俺を観察する。

　いや、顔近づけすぎ。

　そんなに寄らないでくれ。

　こちらを上目遣いに見つめる夏なつ花かの瞳ひとみは深く複雑な色彩をしていて、思わず見とれてしまいそうになってしまう。

　そんな美少女の夏花であるが、間違いなくゲヘナへ通じる門を大きく開くことのできる、先天的な才能に恵まれた魔女であった。

　ただし、その引き出した魔力を効率よく変成させることによって魔法の強さは変化するので、魔力の強さが魔女の実力と直結するわけではないのだが。

「とにかく、ゲヘナから魔力が得られないうえに、魔力に触れることもできない普通の人間には、魔法を使うことなど夢のまた夢ってことなんだよ」

「むーっ」

　なにやら夏花が不満そうな顔をしているが、俺おれは構わず言葉を続ける。

「これは生まれついての素そ養ようだから、努力とか特訓でどうにかなるものじゃない。魔女じゃない奴やつに魔法を使わせようというのは、翼がない奴に飛べといっているようなもので――」



「どすこーい！」



　いきなり顔面に突っ張りをされた。



    

  
    
      



    

  
    
      「この軟弱者っ！」

　夏なつ花かはキッと眉まゆを上げて、怒りを露あらわにした表情で怒ど鳴なった。

「いてて……」

　俺おれはツーンと痛む鼻をさする。

　なぜ突っ張り……普通、こういうときはビンタじゃないのか？

「翼がなければ、飛行機を使えばいいじゃない――と、マリー・アントワネットもいってるわ！」

「いや、いってないから」

「あれ、ライト兄弟だったっけ？」

「いや……たぶんその二人もいっていないと思う。よく知らないけど」

「とにかく、誰だれがいったかしらないけど、そんなヘリクツ、この私には通用しないんだから！」

「ヘリクツ……って、おまえなぁ。そりゃあ、ゲヘナの門のことは、一般にはあまり知られていないかもしれないけど、これはマクダフ機関の研究で証明――っと！」

　俺は慌てて口を閉ざす。

　うっかり喋しやべりすぎて、俺が魔女狩りウイツチハンターであることがばれるところだった。

「なに、ごちゃごちゃいってるのよ」

「いや、なんでもない、なんでもない！」

　幸い、さっきの言葉は夏花の耳に届いてなかったようだ。

「さっきからきみには気合いが足りない。『やるぞ～っ！』って気持ちが感じられないのよ」

　夏花の怒りはなかなか鎮しずまらない。

　どうやら男が魔法を使えないという話は、彼女の地雷だったらしい。

　しかも、だんだん話が精神論になっているところをみると、俺の説明はあまり効果がなかったようだ。

「そんなきみには、実践はまだ早い。まずは精神修養からしてもらいます！」

「まだ続けるのかよ……」

「カーッ！」

　うんざりした声をあげた俺の頭に、夏花のハリセンがパーンと炸さく裂れつした。

「いてて……そんなものどこから出した？」

　そんな俺の言葉を無視して、夏花は仁に王おう立ちの姿勢で宣言した。

「これから座禅で精神を鍛きたえます」

「また、ベタなことを……」

「なによ、それとも滝に打たれたいの？」

　今度は俺の首に飛びついて、ヘッドロックをかけてきた。

「む、む……っ！」

「なに、なにか文句あるっての？」

　いや、その……胸が……

　胸が当たってるから。

　なんという攻撃的な無防備。

　痛いというよりも照れくさい。

「わかった！　わかったから！　喜んで座禅をさせてもらいます」

「よーし、素直でよろしい」

　ようやく俺おれを解放してくれた夏なつ花かは、腕を組んでコクコクとうなずいた。

　なんだか、すっかり夏花のペースに乗せられている気もするが、俺なりに考えるところもあった。

　まったく正しよう体たい不明なワルプルギスの夜とやらを探すにも、その魔法を実際に使うにも、魔女の協力者が必要不可欠だ。

　他の女子とは違って俺のことを実験材料と考えていないうえに、優れた魔法の使い手である夏花ならば、それに適任。やや言動には難があるが、ここはしばらく彼女に従って、仲良くなっておいたほうがお得だろう――というのが俺の魂こん胆たん。

　まるで利用するようで、少しばかり心は痛むけれどな。



「……それで座禅ってのは、ただ座っていればいいのか？」

　夏花の指示で教きよう壇だんの脇わきに座らされた俺は、自分自身を指差しながら尋ねた。

「座っているだけなら、招き猫でもできるわよ。精神を集中させて、己の心を鍛きたえるのよ。もしも気を散らしたら、喝かつが飛ぶからね～！」

　そういって、夏花はひゅんひゅんとハリセンを素す振ぶりしている。

「一度、これやりたかったのよねぇ～」

　こいつめ……楽しそうな顔をしやがって。

「じゃあ、始めるぞ」

　俺は足を組み直して、目を閉じる。

「ふーっ」

　俺は軽く息を吐きながら、肩の力を抜いて、最後に心のスイッチをいれる。

　それは身体からだと心を分離するための合図。

　俺の座禅は、心を無にすることではない。

　ただ、外の環境に左右されない、落ち着いた心を維持するのが目的である。

　すうっと自分の意識がどこか遠くにいったような感覚。

　それなのに、まわりの状況は事細かに感じられるようになる。

　五感以外のなにかが研とぎ澄まされるようだ。

「う～ふふふ、気を散らしたら駄だ目めだからね～」

　俺のまわりを夏花が歩いている気配がする。

　軽くパンパンと聞こえてくるのは、ハリセンを素す振ぶりする音だろう。

　かなり気が散るが、それでも表に出すほどではない。

「雑念とは煩ぼん悩のうから生まれるのです。心清く、居住まいを正せば、おのずと精神は研とぎ澄まされて――」

　偉そうなことをいいながら、夏なつ花かは俺おれのまわりを回っている。

「――なんか、すでに研ぎ澄まされているわね？」

　移動していた声がぴたりと止まった。

「もしもーし？」

　座禅をしている人間に「もしもし」と声をかけるやつがいるだろうか？

　だが、俺を甘くみるな。精神修養なら魔女狩りウイツチハンターの訓練で慣れている。

　特に俺が扱う魔具ジギタリスは精神集中が必要な魔具だから、座禅ならば嫌というほどやらされてきた。

「きみきみ、起きてるの？」

　居眠りしていると思われては心しん外がいなので、俺は返事代わりに片方の眉まゆだけぴくりとあげる。

「ふーん、起きてるんだ」

　そんな呟つぶやきと同時に、ふわふわとした風が鼻を柔らかくくすぐった。

　夏花の呼吸する音が聞こえる。

　たぶんいまもの凄すごい近くに夏花はいるはずだ。

　それこそ鼻がくっつくぐらいの距離に――やばい、なんだか雑念が生まれそう。

「うっ、暇ひまねぇ」

　ふっと夏花の気配が遠のいたかと思うと、またあのハリセンの素振りの音が聞こえてきた。

　俺が表情に出さず、内心でホッとしていると、夏花が妙なことを始めた。

「あっ、ピンクの象だっ！」

　ドタバタと足音を鳴らして、俺の近くで大騒ぎ。

「すごい全身ピンク。けれど、鼻だけはグリーン！」

　なんて色彩センスだ。こいつ……頭は大丈夫なのか？

「うわっ、鼻から練り歯磨きを出した。にゅるにゅるにゅる～！」

　いや、もう駄だ目めかも。

　頭のどこのボタンを押したら、そんな素すっ頓とん狂きような発想が出てくるのだろう。

「出たっ、鼻からシャボン玉。でかっ、でかっ！　シャボン玉にのみこまれりゅ！」

　うーん、脳科学の先生とかがサンプルで欲しがるかも。

　医学の進歩のためにも紹介してやろうかな？

「すごいよ……これすごいって。見なきゃ、損！　絶対に損なんだから……」

　ひとりで騒ぐのに疲れてきたのか、夏花の声に元気がなくなっているのがわかる。

　さっきまで、俺おれを煽あおるようにバタバタさせていた足音も弱々しい。

　そろそろ限界だろう……と思っていたら。

「やっ、やるわね……鋼はがねの魂たましいってわけだ。なかなかにクールだね」

　やっぱり夏なつ花かのほうが先に降参した。

　ハアハアと息が荒い。

　俺が目をつぶっている間、夏花がどれだけ愉快な動きをしていたのか――それを見られなかったのは、ちょっと残念だったかも。

「……でも、これだけ集中力があれば、魔法ぐらい簡単に使えそうなのになぁ」

　夏花はぶつぶつと独り言を呟つぶやいている。

　だから、それとこれとは話が別だというのに。

　やっぱり、俺の説明を聞いていなかったな、こいつは。

　そんな落胆がつい表情に出てしまいそうになったとき、誰だれかが教室に入ってくる気配がした。

　その途端、バラのような香りが漂う。

　香水の匂においだろうか？

　だが、精神集中で研とぎ澄まされた俺の嗅きゆう覚かくは、その華やかな香りに隠されたかすかな苦い臭においも同時に感じ取った。これは薬草などの生しよう薬やくを使用する、魔法薬独特の臭い。

「ちょっと、彼を床になんか座らせて、なにやってるの？」

「なによ、いま忙しいんだから邪じや魔ましないでよね」

「それって、調教？　ちさ先生の真ま似ね？」

「ちが～う！　これは座禅よ、座禅。英語でいえばＴｈｅ・ＺＥＮ」

　なぜわざわざ英語でいい直す？

　それにその英語は微妙に違ってるし。

　と、ツッコミはさておき、やってきた人物の声には聞き覚えがあった。

　校門で俺の争奪戦をしていたうちの一人。魔法医術部の薬やく師し綾あや音ね。魔法薬の匂いをさせているから、間違いないだろう。

　俺は綾音の外見を思い出す。

　夏花とはまた違った意味での美少女――というより、美女のカテゴリーにいれたほうがいいだろう。とても大人おとなっぽく、可愛かわいいというよりは妖よう艶えんという感じ。

　朝に会ったときは、てっきり上級生かと思っていたので、同じクラスだと聞かされたときはびっくりした。見た目は幼女のちさ先生に紹介されたものだから、なおさら年上に見えたのもあるだろう。

　やや赤みかがった、ゆるいウェーブのかかった髪。

　シャープで外人モデルのような顔立ち。

　切れ長で、長いまつげの挑発的な目つき。

　リップグロスのせいか、濡ぬれたように艶つややかな色っぽい唇くちびる。

　なにより印象的だったのは、そのスタイルだ。

　もうしわけないが、夏なつ花かと比べても、子供と大人おとな。

　目を閉じていても、あの強烈なボディは頭に浮かぶ――などと、雑念を思い浮かべていたら。

「ウチの新入部員はすごいのよ。いくら邪じや魔ましてもピクリともしないの。これは達人レベル。ガンジー並みのすごさよ」

　いや、ごめん。

　こんな俺おれをガンジーと比べるのはやめてくれ。すごく失礼だから。

　というか、おまえはどれだけガンジーのことを知っているのかと。

　すると、俺の顔を綾あや音ねがのぞいている気配を感じた。

「ふ～ん、そうなの……」

　ううっ……たったいま雑念に満たされていたのを見透かされていないか、ちょっと心配だ。

　きっとガンジーならこんな心配はしたりしないだろう。

　夏花の代わりに、俺が謝ります。ガンジーさん、ごめんなさい。

「なるほどねぇ」

　しばらくバラと魔法薬の混ざった香りがすぐそばに感じられていたが、やがてスッと遠のいた。

「まあ、いいや。ちょっと着替えさせてもらうね」

「ちょっ!?　なんで、ここで着替えるのよ!?」

「別にいいでしょ。制服に薬の匂においが移っちゃって嫌なのよ」

　さらさらと衣きぬ擦ずれの音。

　思わず聴覚に全神経が集中してしまう。

「最近、合う下着がなくて困るのよ。安物つけると体形が崩れちゃうでしょ？」

　いきなり生なま々なましいことをいい出した。

　一方的に下着に対する不満を赤裸々に告白する綾音に、夏花はさっさと出て行けと抗議するばかり。

「胸が大きくなるのはいいんだけど、くびれを維持するのは大変よね。あんまり筋肉とかつけたくないし。お腹なか触ってみる？」

　くびれ！

　くびれですって、奥さん！

「セイラムはランジェリーショップが少ないから嫌ね。下着はネットで買いたくないし……」

　ピシッピシッとなにかを弾はじくような小さな音がする。

　なにを弾いているんだ？

　位置からして腰のあたり。

「このショーツ、ちょっときついかも」

　また、ピシピシという音。

　もしかして、それは下着をひっぱっている音？

　なんとはしたない。

　ここに男がいるのを忘れていないか。

　忘れてるだろう？

　だったら、ちょっとだけ目を開あけても……大丈夫か？

　うん、大丈夫。

　脳内会議を一瞬で終了させると、俺おれは身体からだを微動だにさせず、目だけを薄く、本当にうす～く開いた。

　しばらく目を閉じていたので、うまく焦点が合わない。

　視界には、ぼんやり肌色っぽいものが見えるだけ。

　高鳴る動機を押さえつつ、俺はもうちょっとだけ目を開いた。

　すると……



　ぱちくり。



　目と目が合った。

　しかも、綾あや音ねと夏なつ花かの二人と。

「これのどこがガンジーなのかな？」

　かがみ込んでこちらを見つめていた綾音は、腰に手を当てて身体を起こすと、見下すような目をして「ふん」と鼻を鳴らした。

　いや、「ような」じゃなくて、間違いなく見下された。

　軽けい蔑べつされた。

　呆あきれられた。

　しかも、綾音はまったく着替えていない。

　なんてこった。

　すっかり騙だまされ――



　スパーン！



　突とつ如じよ、俺の後頭部に夏花のハリセンが横殴なぐりに炸さく裂れつした。

　不意を打たれて、目玉がこぼれ落ちそうになった。



　スパーン！

　スパパーン！

　スパパパ、パ―――――ン！



　十六ビートの軽快なリズムでハリセンが振り下ろされる。

　音は景気がよいが、殴なぐられているほうはたまらない。

「いてえな、こらっ！」

　俺おれはハリセンを白しら刃は取りして立ち上がる。

「このエロ親父オヤジ三倍速！　それでも男かっ！」

　まったく意味のわからん悪口だが、普通のエロ親父よりも三倍ぐらいすごいのだろう。

「だって、しょうがないだろ。目の前であんな話されたら、誰だれだって目を開あけるって！」

「私が気を散らそうとしたときは無視していたくせに……」

「ピンクの象なんか見たくないからな」

「じゃあ、私の下着は見たかったんだぁ？」

　俺と夏なつ花かの間に、綾あや音ねが割って入ってきた。

　こうして目の前に立つと、綾音の背は俺とほぼ同じぐらい。

　女子にしてはやや高めで、夏花よりは頭一つ大きい。

　そして、なにより胸が大きい。

　それだけでも、俺を動揺させるに十分な破壊力だ。

「そ、そういうわけじゃないけど、すぐそばでそんな話をされたら気が散って当たり前だろ！」

「だったら、なんでピンクの象に反応しないのよっ！」

　夏花が怒ど鳴なる。

「なぜそんなにピンクの象を推おすんだ!?」

「鼻だけグリーンなのよっ!?」

「そこはセールスポイントなのか？」

　すると俺たちの低レベルな言い争いにうんざりしたのか、綾音が呆あきれた口調で呟つぶやいた。

「だいたい、夏花ねぇ……男に魔法を教えるなんて無駄なことやめなさいよ」

「なにが無駄なのよ！」

　その綾音の言葉に、夏花は敏感に反応した。

「わからないの？　魔法は魔女だけの特権なのよ。それをわざわざ男に教えてあげるなんて、どうかしてるわ」

　ちょっと言葉はきついが、綾音のいうこともごもっともだ。

　それだけに、夏花がなぜ男に魔法を教えるなんて面倒なことをしているのかは、俺もちょっと興味がある。

「そうだな……おまえ、なんでそんなに男に魔法を使わせたいんだ？」

　すると、夏花は両手に腰をあてて、高らかに宣言した。



「だって、みんなが魔法を使えたら楽しいでしょ！」



　一点の曇りもない、キラキラと光り輝くような表情。

　どんなにひねくれた人間であろうと、その言葉にだけは疑いの持ちようもない、どこまでもまっすぐな瞳ひとみ。

　澄み切った青空のような、さわやかな声。

　不覚にも、俺おれは一瞬以上の時間、そんな夏なつ花かに見とれてしまった。

「なにデレっとしてるのよ」

　そんな俺の脇わき腹ばらを綾あや音ねが肘ひじ打ちする。

　的確にレバーを狙ねらった、シブい攻撃だ。これはあとになってから効くぞ……

「別にデレっとなんか……」

「あんた、ああいうお子様体形が好きなの？」

　綾音は意識してか、無意識か――いや、やっぱり意識してだろうな――髪を両手で掻かき上げて、自身の胸を強調させながらいった。

　俺はそんな綾音の胸から無理矢理に目をそらして答える。

「そんなことじゃなくて、ちょっと珍しいことをいうな……って」

　これは本心からの言葉だ。

　いまの世の中、魔法に対する姿勢はだいたい決まっている。

　綾音のように魔法を魔女の特権と考え、前向きに活用しようとする者は、セイラムの住人に多いタイプ。

　それ以外の圧倒的大多数の人間は、魔法を嫌っている。魔女当人でさえ、自分の魔法を嫌い、それを隠して社会に溶け込もうとする者が多数派なぐらいだ。

　すなわち極端にいえば、魔法については独占するか、嫌悪するかの二種類しかいないということ。

　魔法を広めようとする人間などいやしない。

「馬ば鹿かでしょ、夏なつ花かって」

「うん、馬鹿かもな」

　それはさっきから何度も思っていることだったが、それはなぜか嫌いになれない種類の馬鹿だった。

　夏花の真しん摯しさとか、明るさがそうさせるのか。

　いやいや、そんなのはどうでもいいことだ。

　俺おれの目的はジギタリスを無効化させる魔法を探すことなのだから。深入りはすべきじゃない。

「あんたも夏花なんかにつきあってないで、魔法医術部に来なさいよ」

「魔法……医術部？」

　朝から何度も聞かされたが、具体的にはどんな活動をしている部なのやら。

　魔法薬を作っていることは間違いないようだが。

「魔法医ウイツチドクターを目指す部活よ。歴代の先輩が研究した魔法薬の中には、外で販売されているものだってあるんだから」

　中世、医学が未発達だった頃ころ、魔女の魔法薬は最先端の治療手段であった。

　村々には魔法医と呼ばれる魔女がいて、多くの人間を治療してきたという。

　そんな長い歴史を持つ魔法医が作り出す魔法薬は、現在でも細ほそ々ぼそと流通を続けており、魔女と一般人を結ぶ数少ないつながりとなっている。

「へえ、思ったより真面目まじめな部活なんだな」

「まっ、まあね！　ウチは由緒正しい学校公認の部活なのよ。部員一人の未公認の部活とは違うんだからっ！」

　いきなり綾あや音ねは偉そうに胸を張った。

　やや頬ほおが赤く、声もうわずっている。

　もしかして、俺おれが誉ほめたから照れているのか？

　大人おとなっぽい見た目の割に、意外と素直なところがあるんだな。

「じゃあ、魔法の資料なんかも揃そろってるのか？」

「そりゃあそうよ。ドイツ、イギリス、アイルランド、ニューイングランド……本場の魔女に伝わっていた魔道書だってたくさんあるわよ」

「ほおおお～っ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　俺おれは演技でなく素直に驚いた。

　なにしろ魔道書というやつは、基本的に手書きの一点物である。

　機械的にコピーしようとしても、魔道書自体に魔力で情報が刻まれているため、不完全なものとなってしまう。わかりやすく例えると、フルカラーの写真集を白黒コピー機で複写するようなもので、肝かん心じんなところがわからない。

　写本術に優れた魔女ならば魔力ごと複写することも可能だが、膨大な時間がかかるし、たとえそれだけの手間をかけても、多少は情報が劣化するという欠点もある。

　そのためマクダフ機関であっても、希少な魔道書をすべて保管・把握することはとてもできていない。

　綾あや音ねがあげたような本場の魔道書となれば、マクダフ機関で得られなかったワルプルギスの夜に関する情報が記しるされているかも――

「なぁに、あんたって本当に魔法に興味あるんだ。男のくせに変わってるわね」

「えっ、ああ、そうなんだ。うんうん」

　俺が魔道書に興味津しん々しんなところを見透かされてしまったらしい。

「あらそお」

　すると、綾音はにんまりと笑って、目を細める。

　色っぽい表情だが、背せ筋すじがぞくっとするのは……なぜ？

「だったら見学するだけでもいいから、ウチの部室に来なさいよ。いまだったら、新作の媚び薬やく――じゃなくて、栄養ドリンクをあ・げ・る」

　そういって、綾音は俺についっと顔を寄せると、指先であごをなでる。

　いやいやいやいや、そのドリンクって怪あやしさ大爆発だから。

　というか、絶対に間違ってはいけないところで、いい間違ってるから！

「こらぁ～っ！　ウチの部員に手を出すなぁ～っ！」

　そう叫んだ夏なつ花かのハリセンは、なぜか俺の頭に炸さく裂れつ。

　この流れなら綾音を叩たたくのが普通じゃないのか？

　それとも、そんなに俺の頭を叩くのが気に入ったのか？

「資源の独占はいけないと思うんだけど。戦争の原因になるわよ？」

「人のモノを横取りしようとして、なにをいってんのよ！」

「あら、やるわけ？　衝動の紅炎インパルス・ルージユ？」

「その名で私を呼ぶなっていってるでしょ……」

　夏花の目が赤く輝いたかと思うと、手にしていたハリセンが一瞬で燃え上がった。

　灰すら残さない超高熱の炎。

　呪じゆ文もんも使わずにこの精度と威力とは――やはり半端な魔女じゃない。

　ところが、綾音もひるまない。

　上着のボタンを外して前を広げると、その内側には革のベルトに納められた薬品のアンプルがライフルの弾丸のように並んでいた。

「ひさしぶりに、やるっていうの？」

　不敵な笑えみを浮かべながら、綾あや音ねはそこから二本のアンプルを指で挟はさんで抜き取る。

　まったく無駄のない、慣れた動作だ。

「おいおい……マジかよ」

　夏なつ花かのように瞬時で魔力を変成して力とする魔法を即ア興ド魔リ法ブという。

　一方、魔法医ウイツチドクターのような魔力をモノに込めるのは付与魔法エンチヤント。

　どちらの魔法にも一長一短はあるが、こうした喧けん嘩かに役立つのは即興魔法である。

　なにしろ前準備の必要な付与魔法に比べて、即興魔法は応用性が違う。

　しかし、綾音はあのように大量の魔法薬を常備することで、その弱点を覆そうとしているのだろう。ずいぶんと喧嘩慣れしているようだ。

「あんたの連敗記録を更新させてあげる」

　なにも魔法を使った素そ振ぶりもないのに、夏花の周囲には土星のリングのような炎が浮かび上がる。

　おそらくは、夏花が開いたゲヘナの門からの魔力が膨大すぎて、この世の理ことわりがゆがみ出しているのだろう。俺おれの見込み以上の強大な魔力だ。

「ふん、過去の記録にすがっていると、足あし下もとすくわれるわよ」

　そんな夏花の迫力に一筋の汗を流しながらも、綾音はアンプルに指をかけて、いつでも魔法薬を使える体勢。引くつもりはさらさらないらしい。

　やばい。

　これはやばい。

　セイラムではどうだかしらないが、魔女同士の私闘など御ご法はつ度ともいいところだ。

　仕事に嫌気のさした不良魔女狩りウイツチハンターの俺だったが、このまま二人の喧嘩を見過ごすほど腐くさってはいない。

　しかし、この二人を止められるのか？

　俺がこれまで取り締まってきた魔女の中にも、これほどのクラスはそういなかった。

　それが二人も――闘志むき出しでにらみ合っているなんて、まるで悪夢だ。

　二人の間に高まる緊張感に気圧されながら、俺は左手のジギタリスに手をかける。

　しかし、こんなところでコレを使えば、正しよう体たいがバレてしまうかも……

　どうする。

　どうする、俺？

「こうなりゃ、一いちか八ばちか……」

　ジリジリと身体からだを焼くような焦しよう燥そう感の中、俺は賭かけに出ることにした。

「おい、夏花！　そんなことしてないで、もっと特訓しようぜっ。俺は一刻も早く、魔法が使えるようになりたいんだぁ～ぁ～ぁ～！」

　出だしまでは熱血風ふうの演技をしていたのだが、途中で心が折れて、語尾を一人エコーでお茶を濁にごしてしまう自分が情けない。

　やっぱりこんな誘いに乗る馬ば鹿かはいないよな。

　いくらなんでも、そらぞらしすぎるっての。

　俺おれが「はははっ」と乾いた笑いを浮かべていると、なぜか夏なつ花かはまぶしいほどの笑顔をこちらに向けていた。

「……あれ？」

「んっ、ナイスガッツよ！　感動したっ！　さすがは男ねっ！」

　両手の親指をびしっと立てて、これ以上ないほど嬉うれしそうな顔をしている。

　ああ、こいつって、こういうノリが好きなんだ。

　勉強になった。

　一方、綾あや音ねのほうは……うわっ、やっぱり通じてないみたい。

　虫けらを見るような目で、こっちを見てる。

　やめてくれ、そんな目で俺を見ないでくれ。

「う、うわぁっ！」

　綾音の視線にいたたまれなくなった俺は、夏花の手を取って教室を逃げ出した。

「ちょ、どこ行くのよ!?」

「精神修養のあとは、体力増強だろっ!?」

「えっ、ええ……そうね」

「だったら、ランニングだ。あの夕日に向けて走るんだぁ～ぁ～ぁ～！」

「おっ、おおーっ！」

　そんなアホなことを叫びながら、俺たちはドタバタと廊下を駆けていく。

　まあ、事実、綾音にはアホだと思われただろうけど、ここは二人の喧けん嘩かを阻止することができただけヨシとしよう。

　でないと、涙が出てきちゃうから……
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「ほら、もっと腕を振って。スピード落ちてるよっ！」

「へぇへぇ……」

「そんなだから、綾音の色仕掛けなんかに心を乱されるのよっ！」

「へぇへぇ……」

　ひーこら走っている俺の背後から、夏花の叱しつ咤たが聞こえてくる。

　嘘うそから出た誠。

　いま俺は制服の姿のまま、セイラムの街まち中じゆうをランニング中。

　そこそこ体力に自信はあるほうだが、目的地もなく無む闇やみに走り続け、しかも後ろから追い立てられるとなると、その疲労感は倍増だ。

「男のくせにだらしないぞっ！」

「わーってるよっ！」

　おまえ、なんか男に過剰な幻想を抱いてないか？

　だいたい、そっちはレンタホウキなんていう嘘うそみたいな本当の空飛ぶホウキに乗って楽しやがって。ちくしょう。

　けど、そんなサービスがあるとは、さすがはセイラムだ。

　俺おれはよたよたした足取りでランニングを続けながら、街並みを見回してみる。

　マクダフ機関に秘密で学園の転入手続きをするには、思いの外ほか時間がかかってしまい、俺がセイラムにやってきたのは昨日きのうの夜。

　まだ、ほとんど街を見物していなかったので、いろいろと物珍しいものばかりだった。

　空飛ぶホウキのレンタル店もそのひとつだが、他にも魔法関連を扱う店をちらほらと見かけた。

　魔法の使用が厳重に制限されている外では考えられないことである。

　だいたい魔法には負のイメージがつきものだ。

　暗黒時代の歴史が影響しているのだろうが、マクダフ機関による大衆の意識操作も大きな要因である。

『魔法は悪いモノ』

　そういうイメージをあらゆるメディアで流し続けて、一般社会への魔法の拡散と浸透を妨げてきたのだ。

　魔女は保護しても、魔法は保護しない。

　それがマクダフ機関の揺るぎない基本姿勢である。

　にもかかわらず……この街には魔法が溢あふれていた。

　しかも、そこから感じられるのは負のイメージではなく、魔法が街の景色に溶け込んだ不思議な一体感。

　共存という言葉が相応ふさわしいだろうか。

　そうだ、ここには魔法が当然のモノとしてそばにある。

　誰だれも特別なモノだと思っていない。

　だから、とても自然なのだ。

　むしろ、魔法を過度に規制する外のほうが不自然に感じられるほどに――

「なあ、あれってなんだ？」

　走るのをやめると夏なつ花かがうるさいので、俺はその場で足踏みをしながら指差した。

　白いセントバーナードのような生き物が、屋台に何匹もつながれている。

　とても散歩をしているようには見えないし、そもそもその生き物は地球上の生き物ではなかった。

「荷物運び用のレンタル召喚獣よ。あれは、いま人気のある犬型ね。あのぼへ～っとした間抜け顔は、ちょっと可愛かわいいかも」

　夏花は俺の腰の高さぐらいでホウキをホバリングさせて答えた。

　見ていると、買い物途中らしい客が一匹借りていった。

　店員が召喚獣に馬の鞍くらみたいなものをつけて、客はその左右のカゴに荷物を入れている。

「あれで、夜まで借りられるの。用が済んだら、勝手に屋台にまで戻ってくるのよ」

「なるほどねぇ」

　召喚獣とは召喚魔法サモンによって、魔力のるつぼであるゲヘナから呼び出された生き物のことである。

　俺おれたちの知っている普通の動物とは生態も肉体構造もまったく異なる存在であるが、見た目はなぜか地球の動物に似ており、それは魔法研究家を悩ます、大きな謎なぞの一つなのだそうな。

　当然、外では御ご法はつ度との魔法。所持がバレたら、飼い主のほうが檻おりの中だ。

　それでも珍獣マニアの間では、非合法の召喚獣が家が買えるほどの高値で取り引きされているそうだが、屋台の立て看板に書かれてあるレンタル代金は、なんと俺の昼飯代と同じぐらい。さすがは魔法特区のセイラムである。

「召喚魔法が得意な子がバイト代わりにやってるのよ。呼び出す召喚獣のタイプで、結構、売れ行きが変わるんだって」

「犬型以外もいるんだ」

「うん、この前までは熊くま型が流は行やってたみたいね。荷物だけでなく、背中に乗れるのが受けたのかも」

「おおっ、なんか乗ってみたいな」

　それはちょっと楽しそうだ。

「なに子供みたいなこといってるのよ」

　夏なつ花かに呆あきれ顔でいわれた。

　むう、子供っぽかったろうか。

　確かに子供っぽいかも。

　けれど、なんだかこの街の様子を見ていると、まるで遊園地に来たみたいに、テンションが上がってくるんだよな。

「――しかたないわね。ちょっとこのあたりを散歩する？」

「えっ、いいのか」

「きみ、セイラムのことなにも知らないみたいだし。私が案内……してあげてもいいのよ？」

　ホウキから降りた夏花は、なぜかそっぽを向きながらいった。

「やった、よし行こう。すぐ行こう！」

「けっ、けど、そのあとすぐに特訓再開だからね！」

「わかってる、わかってるって」

　俺は夏花の手を取って、さっきから気になっていた、奇妙な動きを見せるオブジェを売っている店へと駆け出した。

「ちょっと、さっきまでヘロヘロだったくせに、急に元気にならないでよっ！」

「それとこれとは別腹なんだって！」
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　セイラムには鉄道は通っておらず、外へは一本の道路があるのみだ。

　したがって街の中心部は鉄道の駅ではなく、バスターミナルだったりする。

　セイラム市外への長距離バスと、市内バスの両方が集まる大きなターミナルで、住人たちが利用する大型店舗もこのあたりに集中していた。

「ここだけ見てると、普通の街と変わりないよな。知ってる店ばかりだし」

　いくらセイラムといっても、食料や衣料品などの普通の商品は、大型店舗で馴な染じみのブランドが売られている。超有名なファーストフード店だってあるし、コンビニには今日きよう発売の雑誌だって並んでいた。

「当たり前でしょ。魔女だって、食べるものや着るものは、外の人と同じなのよ」

「そりゃそうだな」

　俺おれがうなずくと、夏なつ花かはにっこりと笑う。

「わかってるなら、よろしい。きみが面白いと思うものなら、裏の商店街のほうにあるよ」

　イギリス風ふうの赤くて背の高いバスが集まるターミナルを避けて、俺たちはぐるりと遠回りをして、裏手のほうへとまわる。

「すぐ目の前なのに……妙に入り組んだ道になってるんだな」

「セイラムの道はみんなこんな感じよ、ほら」

　夏花はターミナルにあるセイラム全体の地図を指差した。

　セイラムの外周を円を描くように幹線道路があり、内側に向けて無数の細い道路が走っている。直線の道が少なく、折れ曲がった路地のような道が多い。

　そして、外へと向かう道路がたった一本しかないのが最大の特徴だ。道路だけ見ると、柄えの細いテニスラケットのよう。

「外から閉ざされた街だから、こんな道路になったんだって」

　なるほど、普通は多くの土地とつながるために道を作るものだが、ここではまったく発想が違うというわけだ。

「それにしても……やたらと道路が入り組んでて、わかりづらい地図だな」

「細い路地が多いのよね。もともと車が少ないから、それほど気にならないけど」

　セイラムの都市設計はマクダフ機関の管かん轄かつのはずだが、それにしてはずいぶん無計画に街並みを作ったものだ。常にそつのないマクダフ機関にしては珍しい。

「ふーん……」

　なんだろうか。

　この地図を見ていると、心になにかひっかかるものがある。

「ねえ、もう行こうよ。こんなの見てても面白くないでしょ？」

　そんな俺おれの袖そでを夏なつ花かがひっぱった。

　俺としてはもうちょっと見ていたかったが、夏花の誘いかたがやや強引だったので、引きずられるようにして後あとを着いていった。

　そういえば、あの地図を見ていた夏花の表情はどこか暗かったような気がしたが……あれはなんだったのだろう。



　――と、そんなことを考えているうちに、俺たちはターミナルを迂う回かいして、裏通りの商店街へ到着した。

　こちらは、見慣れた看板の多い表通りとはだいぶ様子が違っている。

　まるで外国の路上市場のような雑然とした雰囲気。

　ひと坪ほどの小さな店舗や、出店に屋台、ワゴン車で店を開いている人もいる。

　その店のひとつひとつが個性的であった。

　生活を便利にするアイデア魔具の店。

　夏花いわく、本気でよくあたるという占星術の小屋。

　空飛ぶ金魚が踊るペットショップ。

　外の相場の、百分の一の価格で魔法薬を取り扱うドラッグストア。

　そこはまさに魔法の国。

　車も通れないような狭い道に、たくさんの魔女が集まって、楽しげにショッピングをしている。

　歩いているのが若い女性ばかりのせいか、とにかく華やかで賑にぎやか。魔法の暗いイメージなど、この街では無縁に思える。

「なあ、あの店はなんだ？」

「もう、あんたさっきからそればっかりね」

「しょうがないだろ。セイラムに来たばっかりなんだから」

　見るものすべてが目新しくて、俺は商店街をあっちへウロウロ、こっちへウロウロ。

　さっきまでひっぱられていた夏花を、今度は逆にひっぱりまわしていた。



「あら、みかけない顔ね。寄ってってよ、サービスするから」

「ちょっとちょっと、そこのあなた。女じよ難なんの相が出ていますよ。いまなら無料で人生相談に乗ってあげますけど、いかが？」

「いいからこっち来て、お姉さんの相手をしなさい。年上のいうことは聞くものよっ！」



　高校生の男子が珍しいのか、店のお姉さんたちからやたらと声をかけられる。

「あっ、ども。また今度……はい、是非……」

　俺はその都度、ペコペコと挨あい拶さつをして、次の店へ。

　また、そこで声をかけられての繰り返し。

　なかなか先へと進めない。

「……なによ、デレデレしちゃって。もっと、ガンジーを見習いなさい」

　あんまりひっぱりまわしたせいか、夏なつ花かはやや不機嫌の様子で、さっきから俺おれの背中を指でツンツンと突いてくる。

　これがやけに痛い。

　妙なツボを心得ているのか、それこそ飛び上がるほど痛いのだ。

「いたっ、いたっ！　頼むから、それやめてくれ。地味に痛い。ハリセンのほうがまだマシ！」

「ねえ、きみきみ……ホントはモテたいからって、このセイラムに来たんじゃないでしょうね？」

　夏花はジトッとした目で俺をにらんでいる。

「そ、そんな馬ば鹿かな理由で来る奴やつがいるはずないだろっ！」

　俺は大声で否定する。

「そうか……そうだよね」

「えっ……あれっ？」

　急に夏花が沈んだ顔をする。どうしたのだろうか。

「やっぱ、普通の人はセイラムなんか来たくないよね」

　ああ、なるほど……そういうことか。

　いま夏花のいったことは、本当のことだ。

　普通の人間で、セイラムに来たがる物好きはいない。

　マクダフ機関の巧妙な情報統制の結果、セイラムとは恐ろしい場所というイメージが植え付けられている。

　魔法が取り締まられていない魔法特区。それは外の人間にとって、無法地帯と同義。

　実際、魔女の知識はそれなりにあるはずの俺でさえ、ここに来るまではそう思っていた。

「だよな、正直なところ、普通のやつは来ないな」

「…………」

　俺の言葉に、夏花は無言だった。

　だから、もうひとつ正直なところってやつを付け加えた。

「でもさぁ、一度来たら……みんな好きになると思うぞ」

　俺みたいな魔女狩りウイツチハンターがいう台詞セリフじゃないのはわかっている。

　けどいいじゃないか。

「……えっ、そうかな。ホントにそうかな!?」

　だって、夏花があんなに嬉うれしそうに笑ってくれたんだからな。



「会ったその日から、好きとか嫌いとか、最近の高校生は進んでいるぶー」



　俺おれたちの間に、絶妙に最悪なタイミングで、ちさ先生が顔を突き出してきた。

　ちっこいので、この距離に近づかれるまで、まったく気づけなかった。

「いいわねぇ、若い子たちはぶー」

　買い物の荷物をたくさん抱かかえたちさ先生は、口をとがらせて「ぶーぶー」いってる。

「いや、俺は街を案内してもらっているだけで……」

「そ、そうよ。なにいっちゃってるんですか、先生!?」

　夏なつ花かは壊れたおもちゃみたいにぶんぶんと首を左右に振って、やたら激しく否定している。

　うわー、そんな全身全霊で否定しなくてもいいのに。

　そんなに俺と妙な関係だと疑われるのが嫌なのか？

「にゅにゅにゅ～？」

　疑いの眼まなこで、夏花に顔をぐいぐいと近づける、ちさ先生。

「こっ、こんなのと、なにかあるわけないじゃないですか。なにもないったら、なにもないんですから！」

　ひでえ、こんなの呼ばわりだ。

　別になにも期待はしてなかったけど、それでもちょっとへこむよな。

「本当かなぁ～。なんかさっきの二人は目と目で通じ合ってたように見えたけど～」



    

  
    
      



    

  
    
      「ないない、そんなことない！」

「あー、夏なつ花かのいうとおりです。フランス人に日本語で北京ペキンダックの美お味いしさについて説明するぐらい通じていませんでした」

　俺おれも夏花のフォローをしてやる。

　やる気の感じられない棒読み口調なのは勘弁してくれ。これでも落ち込んでいるんだから。

「そ、そんなに通じてなかった!?」

　そんな俺に、夏花はびっくりしたようにツッコミをいれる。

　いや、そこは同調するところだってば。

　俺はあえて夏花のツッコミを無視して、ツーンとそっぽを向いた。

「むーっ!?」

　なんか夏花の視線が痛い。

　なぜフォローしたのににらまれる。さっぱりわからないぞ、俺には。

「じゃあ、そういうことみたいなんで、私はこれで」

　しばらく俺のことをにらんでいた夏花は、突然、ぷいっと顔をそむけると、そのままこの場を去ろうとする。

「えっ……おい、まだ特訓の途中じゃあ……」

　いきなり帰ろうとする夏花に、俺は反射的に声をかける。

「もういい。今日きようはこれでおしまいっ！」

　なんだか声がやけにトゲトゲしい。

　結局、夏花はそのまま振り向きもせずに去って行ってしまった。

「……なんだ、あいつ？」

「にゅふふふ～、青春ですにゃあ」

　ちさ先生はねっとりした笑いを浮かべながら、俺の横で夏花を見送っている。

「えーと、ところで……なんで先生は、さっきから俺の手に勝手に荷物を持たせようとしているのでしょうか？」

　気づくと俺の両手は、ちさ先生の買い物荷物で一いつ杯ぱいだった。

「んー、女性の荷物を持つのは、当たり前のことでしょ？」

「そりゃあ、持てといわれれば持ちますけどね」

　性格に大きな難があるとはいえ、幼女体形のちさ先生の手伝いを拒否するほど冷たい人間ではない。

「つーか、なんですかこの荷物は。ゲームとか漫画ばっかりじゃないですか。しかも、十八禁とか書かれた、キラキラ輝く怪あやしいシールが貼はってありますけど!?」

「うっさいなー、女ばかりのセイラムにも、こういうニーズはあるってことなんだぶー」

「こんなもん教師が生徒に持たせていいんですか……だいたい、荷物運びの召喚獣だっているでしょう？」

「わかってないなー、男の子に荷物を運ばせるのがステータスなんだってば――まるでペットのようにね」

　身軽になったちさ先生は、上機嫌で両手を大きく振りながら、俺おれの前をさっさと歩いて行く。

「はあ、そうですか」

　最後にぽつりと付け加えられた不穏な言葉は、聞こえなかったことにしておこう。

　それにしても、なんかこのセイラムに来てから、コレとかアレとか、実験材料とか、ペットとか……人間扱いされている時間のほうが少ない気がするな。

　あの白い犬のような召喚獣たちに強い親近感を憶おぼえながら、俺はちさ先生のあとをついていく。

「でもね、先生のペットになってくれなかったのは残念だったけど、阿あ瀬せさんの部活に入ってくれたのはよかったと思ってるのよ」

　前半部分は最低の発言だったが、後半部分はやけに教師っぽいことをいっているので、ちょっとびっくりした。

　いや、正しよう真しん正しよう銘めいの教師なんだから、それで当たり前なのか。

「ねえ、阿瀬さんの異い名みようを知ってる？」

「確か……衝動の紅炎インパルス・ルージユでしたっけ」

　強い魔力を持ち、名の通った魔女には、その性質に応じた異名がつけられる習慣が魔女たちの世界にはあることは、俺も知っている。

　もっとも、夏なつ花かの場合は、異名で呼ばれるのを嫌っていたようだが。

「あの子が異名をつけられたのは十一歳の頃ころなの」

「ええっ!?」

　あの歳で異名を持っているだけでも珍しいのに、それが十一歳のときにつけられたとなれば異例中の異例といえる。

「その歳にしては魔力もすごかったんだけど、あの子の行動がね――飛び抜けていたのよ。なにしろ、セイラムの脱走回数記録を十一歳で更新しちゃったんだから」

　ちさ先生は「たははは」と苦笑いを浮かべる。

「そりゃあ、すさまじいですね」

　魔女を閉じ込めておく意味合いもあるセイラムには、監獄のような目に見える塀へいこそないものの、許可なく外に出るものを監視する手段は厳重に設置されている。それは最新鋭の監視装置以外に、魔法による罠わなや結界もあり、たとえ相手が魔女であっても逃しはしない。

「もちろん、一度も成功はしなかったんだけどね」

「なるほど、それで……」

　俺はセイラムの地図を見ていたときの夏花の表情を思い出していた。

　外に通じる道のないセイラム。

　幼い頃ころの夏なつ花かは、どんな気持ちでその地図を見つめ、そしてこの街を脱走しようと思い立ったのだろう。

「魔女仲間でも手に負えない、すぐに燃え上がる性質。それでつけられた異い名みようが、衝動の紅炎インパルス・ルージユってわけ」

「んー、でも、そんなにいまの夏花はとんがっている感じはしませんが」

「そうね、最近はすっかり丸くなった……というか、大人おとなしくなったみたい」

「なんで、また？」

「そんなの本人でないとわからないわよ。ただ、男子魔法部なんて妙なものを作ってかららしいわね。ああなったのは」

　その妙な部に所属する俺おれだったが、なぜ夏花が変わったのかは見当がつかない。

　男子魔法部とは、それほど夏花にとって特別なものなのだろうか？

「だからね、朝あさ倉くらくんが入ってくれてよかったと思っているの。ひとりじゃあ……さすがの阿あ瀬せさんも、なにも始められないでしょ？」

「ですね……」

　俺は曖あい昧まいな返事をした。

　夏花にとって特別なモノ――俺にはそれを共有する資格があるのだろうか？

　名前すら偽いつわって、自分の目的のためだけに、この街に入り込んだ魔女狩りウイツチハンターが。

　そんな俺の迷いの表情を、なにか別の理由と勘違いしたのか、ちさ先生が励ますように声をかけてくれる。

「慣れない街に転校したばかりで大変かもしれないけど、彼女のことよろしくね」

　そうか、ちさ先生なりに夏花のことを心配していたんだな。

　なんか、本当に教師みたい――って、だからこの人は本物なんだったっけ。

　このぷにぷにした外見を見ていると、どうしても年下にしか見えないから、すぐに忘れちゃうんだけどさ。

「はい、わかりました」

　とりあえずこの場は、素直に返事をしておく。

　ワルプルギスの夜の手がかりは、まだ見つかっていない。

　だったら、それまでは、俺だって普通の高校生みたいに、友達同士の青春ってやつをするのも悪くないかもな。

　すると、ちさ先生は小さな身体からだで大きく伸びをしながらいった。

「あ～、よかった。私のクラスで問題起こされると面倒だから、朝倉くんがよく見張っておいてね～」

　……おい。

「給料安いのに、生徒が問題を起こしたら教師の責任なんて、ひどいぶー」

　……おいおい。

「朝倉くん、ペットが駄だ目めなら、しっかり番犬をしてちょうだいね～」

　最低だ。

　やっぱりこの教師、最低だ。

　ちょっとでも感心した、俺おれが馬ば鹿かだった。

　この人に比べれば、ちょっと書類を偽ぎ造ぞうして転校してきただけの俺なんか、まだ可愛かわいいぐらいかもな……



    

  
    
      




第三章　せまられて急接近





　高校生活、二日目の朝。

　やっぱり慣れることのできない女子だけの教室。

　男子魔法部に所属したことが知れ渡ったのか、昨日きのうのような露ろ骨こつな勧誘はされなくなったが、それでもまわりからは痛いほど視線を感じる。

　自意識過剰というわけではないと思う。

　なんというか、教室の空気がピリピリしていた。

　俺に対するクラスの女子の反応は、だいたい二種類に分かれているのがわかる。

　綾あや音ねたちのような男子――という名の実験材料に興味津しん々しんなグループと、警戒して距離を取るグループだ。

　さっきなど、ちょっと近くを通っただけで、ガタッと椅い子すごと体を引いて身構えられた。

　しかも、それはクラスで一人だけの外国人の女子。昨日の自己紹介によると、ハンナ・シュプレンガーという名前のドイツから来た子らしい。

　彼女には、そんなに俺が危険人物に見えるのだろうか？

　ただ、ハンナのような女子生徒は少数で、多くは露ろ骨こつに、もしくは警戒しながらも、こっちの様子をうかがっている。

　クラス全体で『誰だれか話しかけろ』オーラをびんびん発しながら、互いに牽けん制せいをしている感じだ。

　結局、そんな不自然に静かな朝の教室で、俺おれは一人、自分の席でカチャカチャとパズルをしている。キャストパズルという金属製の立体パズルで、知恵の輪が進化したモノだと思ってもらえればいい。

　いま俺が挑戦しているのは、四角いパーツの中央に丸い球体が組み込まれた、見た目は気取った文鎮のような形をしたもの。この球に入っている斜めの切れ目が解くためのポイントだと思うんだけど――って、教室でパズルをしているからといって、暗い奴やつだとか思わないで欲しい。

　このパズルは、魔女狩りウイツチハンターの自己鍛錬用具としてマクダフ機関から支給されたもので、空あいた時間にいじるのは俺の癖みたいものなんだ。

　だいたい、女子に私生活のことを突っ込まれると、なにかボロを出しかねない。こうやって『誰も話しかけるな』オーラを出しておいたほうが安全である。

　かくして、『誰か話しかけろ』オーラと、『誰も話しかけるな』オーラが微妙な拮きつ抗こうを続けていたが、ついにそのバランスを崩す者が現れた。

「朝あさ倉くらくん、夏なつ花かを知らないかな？」

「はぇ？」

　それはちょっと意外な問いかけだったので、つい馬ば鹿かみたいな声をあげてしまった。

　そして、すぐにその失敗を後悔する。

　俺に声をかけてきたのは、昨日きのう、このクラスの委員長に決められたばかりの若わか宮みやつばきであったからだ。

　正直にいおう。

　この子も、とても可愛かわいい。

　なんかこの学園って、可愛い子がやたら多い気がする。

　夏花が健康派アイドル、綾あや音ねがセクシーグラビアモデルとするならば……つばきは癒いやし系女子アナといったところか。

　さっぱりとしたボブカットの髪形。

　華きや奢しやな身体からだつき。

　理知的ながら、どこかおっとりした優しげな瞳ひとみ。ちょっと太めの眉まゆ毛げは、どこか困っているかのようにいつもハの字になっている。

　少し変わっているのは、骨こつ董とう品ひんレベルの片眼鏡モノクルをかけているところ。なにかいわくのある代しろ物ものなのだろうか？

　ともかく、そんな委員長が俺に尋ねてきたのは、あの夏花のこと。

　そういえば、まだ登校してきていない。

　俺おれはパズルを置いて時計を確認する。そろそろ始業時間だった。

「いや、知らないけど。なんで？」

「朝あさ倉くらくん、昨日きのうは二人で残っていたでしょう？」

「でも、商店街で別れて、それっきりだったから」

　あのあと、ちさ先生の買い物に延えん々えんとつきあわされたんだけどな。

「そうなの……今け朝さ、珍しく早い時間に夏なつ花かに会ったから、とっくに教室に来ていると思っていたんだけど」

「朝に会ったっていうのなら、学校にはいるんだろ。そのうち来るんじゃないの？」

「あの子、私にこの学園に空あき部屋はないかとか聞いてきたのよ。また、変なことを企たくらんでいないか心配で」

　なるほど、それは確かに心配だ。

　なにしろ、かなりの確率で、その企みには俺という要素が含まれているだろうからな。

　だが、委員長には悪いが、俺は夏花の居所は知らなかった。

　だいたいまだ知り合って一日しか経っていないのだ。そこまで夏花の動きを把握しているわけではない。

「俺なんかより、他の子に聞いたほうがいいんじゃないの？」

「うん……でも、あの子は……その……」

　委員長はなにかいいにくそうな顔をしている。

　ちさ先生の話とかを聞いて、もしかしてと思っていたが、夏花って友達少ないのか？

　なんかクラスでも浮いている気がしたけど。

「大変だな、委員長は。みんなのこと気にかけてやらないといけないから」

　俺は答えづらい質問に困っている委員長を助けてやる。

「そんなことないわよ。それに夏花は幼なじみの親友だもの」

　おっと、これはちょっと意外だった。

　こんなにタイプの違う二人が、そんな関係だったとは。

「だったら、なんであいつが男子魔法部なんてものを作ったか知ってるの？」

「えっ、それは……たぶんだけど」

「なになに、教えて？」

　またいいにくそうな顔をしている委員長に、俺は耳をそばだてる。

「駄だ目めよ。夏花に怒られるから」

「じゃあ、あいつには内緒で」

　さらに俺は耳を近づける。

「駄目、駄目だから。許して、お願い」

　すると、委員長は困った顔で、両手を合わせて拝むようにいった。

　うーん、ちょっと気にはなるが、そこまでいうのならあきらめるか。

　それにしても、委員長の困った仕草はなんだか妙に可愛かわいくて、もう少し困らせてみたくもなるのだが――



「……きみきみ、なにしてんの」



　首筋に針が刺さったような、チクリとした痛みを感じた。

「この声は、夏なつ花か……さん？」

　俺おれは身体からだを硬直させたまま、恐る恐る尋ねる。

「このエロガッパ三倍速……」

「はい、俺はエロガッパです。薄汚い三倍速の下げ衆す野郎です」

　俺は冷ひや汗たらたらで、完全降伏の姿勢。

　なにしろ俺の首には、高熱を帯びて白熱する指先が突きつけられていたからだ。

　ごくりとつばを飲み込むと、のど仏に熱さを超えた痛みが走る。この髪の毛が焦げたような匂においは、のどの産うぶ毛げが燃えたものだろう。

「つばきを困らせたら、消し炭にするからね」

「はい、肝きもに銘じておきます」

　さすがは衝動の紅炎インパルス・ルージユ――その異い名みようは伊だ達てじゃない。

「たくっ……男なら、もっとしっかりしてよね」

　ちょっと委員長の困り顔を可愛かわいいなと思っていただけなのに――どうも夏花は、男に対しての理想が高い気がするな。

「大丈夫だった、つばき？」

「あのね、別に私は困ってたわけじゃないのよ」

「嘘うそいいなさい。どう見ても、困り顔だったじゃない。ほら、また眉まゆ毛げが下がってる！」

　夏花は二本の指で、委員長の眉まゆ尻じりを突き上げた。

　そういえば、委員長っていつも眉毛がハの字だな。

「だから、これは生まれつきなんだってばぁ」

　無理矢理、眉尻を上げられて、困っているのか怒っているのかわからない顔にさせられてしまった委員長……なんか、夏花のほうがよっぽど迷惑をかけてないか？

「なんで、今日きようは遅かったの？」

　夏花の指から逃れた委員長は、片眼鏡モノクルを直しながら尋ねた。

「ああ、ちょっと、部室を探してたの」

「部室……？」

　俺と委員長は声を揃そろえて聞き返す。

「今け朝さ、つばきに空あき部屋を教えてもらったでしょう？」

「う、うん……」

「そこを男子魔法部の部室にすることにしたの。教室で特訓をしていると、誰だれかさんが他の女子に気を散らしてばかりいるから」

「人聞き悪いな。一回だけだろ！」

「いまだって、つばきに手を出してたくせに……」

　夏なつ花かは眉まゆをしかめ、ジト目で俺おれをにらみつける。

「出してないっ！」

　まあ、可愛かわいいと思っていたのは事実だけど。

「じゃあ、その部室で朝あさ倉くらくんと二人きりで特訓をする……ってこと？」

　夏花の話を聞いていた委員長は、また眉まゆ毛げをハの字にして尋ねてきた。

「えっ……それは……」

　すると、夏花は目を大きく見開いて、口をパクパクさせた。

「そりゃあ、部員は俺一人しかいなんだからそうなるよな」

　当たり前の話だ。

　わざわざ考えるまでもない。

「夏花……なにかあったら、躊ちゆう躇ちよしては駄だ目めよ」

　委員長は夏花の手を取って、なにやらいい含めている。

　いったい、「なにか」ってなんのことだよ。

　躊躇って、なにに対してだよ。

　まあ、だいたい想像はつくけど。信頼ないなぁ、俺って。

　でもな、委員長――こいつは有ゆう事じの際にはいきなりマックスレベルの実力行使をしているタイプだと思うぞ。たった一日の付き合いでも、俺にはわかる。

「この人は夏花の英雄ヒーローとは違うんだからね」

「わ、わかってるって……」

　女同士のひそひそ話に聞き耳をたてる趣味はないけど……夏花の英雄ヒーローって、なんのことやら。

　あこがれのスポーツ選手とか、アイドルとかか？

　まあ、俺にはどうでもいいことさ。

「……なに、ふてくされた顔しているのよ？　せっかく部長の私が、わざわざ部室を確保してきたっていうのに」

　委員長との話を終えた夏花は、俺が机に置いたパズルを何気なく手にとって、不満げな顔で尋ねる。

「別になんでもないよ」

「今日きようからしっかり魔法の特訓をしてもらうんだから。昨日きのうみたいに、他の女子にデレデレしないでよね」

「はいはい」

　だから、していないというのに――一回しか。

「じゃあ、昼休みになったら……一緒に部室を見に行こうね？」

　そういい残して、夏花は俺の後ろの席につこうとする。

「あ、ああ……」

　俺おれは半分振り向いたところで、思わず動きが止まってしまった。

　そのときの夏なつ花かの横顔は、まるで遠足を楽しみにする子供のような笑えみを浮かべていて、妙に可愛かわいく見えたからだ。

　いやいや、気をつけろ、俺。

　また妙な誤解をされて、『躊ちゆう躇ちよ』のない目に遭あわされたらたまらないからな。

　気を取り直して、俺は席に真っ直すぐ座り直す。

　そして、夏花が机の上に置いていったキャストパズルを見て驚いた。

「うっそぉぉっ、解けてる!?」

　見事、四角と球体のパーツは四つに分解されていた。

　俺が一週間かけても解けなかったパズルだったのに……

　阿あ瀬せ夏花、恐るべし。



◆◇◆



「えーと、これが部室？」

「そうよ。今け朝さ、早くに登校して、ようやく見つけた空あき部屋よっ！」

　夏花は両手を腰に当てて、まるで自分の手柄を誉ほめてくれといわんばかりに、テカテカと明るい表情をしている。

　いや、そんな顔をされたら、俺だって誉めてやりたい気にもなるけど……

「どう見ても、立ち入り禁止だろ。これって」

　音楽室や理科実験室などの特別教室が集まる校舎別館。

　その一番奥。

　階段の陰に隠れるようにして、ひっそりとその入口の扉はあった。

　傾いたプレートには『準備室』と書いてある。

　なんの準備室だったかは、いまとなってはわからないが、この部屋がやばいことだけは俺にもわかった。

　なぜって、扉は縦じゆう横おう無む尽じんに鎖で封印され、怪あやしげな魔法陣を刻み込んだいくつもの南なん京きん錠じようで施せ錠じようされている。そのうえ、神社のしめ縄とか、陰おん陽みよう道どうのお札とか、黄金のエジプト十字とか、ドルイドの木製人形とか、鳥の羽で装飾された木き槍やりとか、古代の土製仮面とか……とにかく、古こ今こん東とう西ざいの魔除けが、まるでクリスマスツリーの飾りのようにいくつもぶら下がっているのだ。

「なんだか、見ただけでも呪のろわれそうな気がするんだけど……」

「でも、立ち入り禁止ってワケじゃないみたいよ。どこにも書いてないし」

「いやっ、これだけ派は手でに封印されてたら、普通、誰だれも近寄らないって！」

「大丈夫よ。つばきに教えてもらったあと、すぐにちさ先生に頼みに行って、ここの使用許可をもらったし」

「こんな怪あやしげな部屋を、使っていいっていったのか？」

「うん、そんな部屋は知らないから勝手にしろって」

「それって、まったく安心材料になっていないから！」

　いくらなんでも、いい加減過ぎるだろう。

　しかし、ちさ先生ならばいいかねない……

「って、もう開あけようとしてるし～っ！」

　俺おれの不安を余所に、夏なつ花かは鎖にぶら下げられた各種のお守りを無造作に取り外していた。

「ねえ、これって可愛かわいくない？」

　夏花は、南米産と思われる怪しげなドクロの人形をカクカク動かして見せた。

「うん、おまえのセンスが変だってことはわかった」

　俺は夏花からドクロ人形を奪い取って、用意してあった段ボール箱に丁寧にしまう。

　粗末にして、罰ばちが当たったら大変だ。

「なによ～っ」

　そんな俺を夏花はぷうと頬ほおを膨らませにらんでいたが、やがてなにか思いついたようにポンと手を叩たたいた。

「あっ、そうか、そうか。きみは、昨日きのうの特訓がうまくいかなかったから不満なんだ」

　いや、不満とかそういうレベルの話じゃないけどな。

　正直に答えると、またハリセンで叩かれるからいわないけど。

「よしよし、安心したまえ。頼りになる部長さんが、新しいスケジュールを作ってきたんだから」

　夏花は「ずばば～ん」と自分で効果音を入れながら、持ってきていたカバンから分厚いファイルを取り出した。

　例の特訓内容を記しるしたファイルだったが、表紙が『男子魔法部・初心者にもよくわかる魔法のススメ』に変わっていた。

「昨日、寮に戻ってから、一気に書き上げた超大作よっ！」

　ファイルを受け取った俺は、パラパラと内容を確認する。

　確かに昨日のようないきなり魔法の実践からではなく、魔法のメカニズムに関する座学や、体力増強、精神修養などなど、順序を追った内容となっている。

「……これ一日で書いたのか」

「きみのレベルに合わせて、一生懸命考えたんだから。感謝しなさい。感動しなさい。感涙しなさい」

　うーん、そのバイタリティだけは、素直に感心させられる。

　夏花が本気で男に魔法を教えようとしているのが、このファイルからもひしひしと伝わってくるようだった。

　魔女以外は魔法が使えないと、耳にタコができるほど聞かされていた俺であっても、その熱意に当てられて、その気になってしまいそうになるほどだ。

「さあ、いよいよ開あけるわよ～」

「えっ、ちょっ、待てっ」

　俺おれがファイルに感心している間に、扉を閉ざしていた鎖は無残に切断されて、足あし下もとにとぐろをまいていた。魔法で切ったのだろうが、なんて早はや業わざだ。

「まだ、俺の心の準備が……」

　これがホラー映画だったら、これはオープニングから五分で最初の犠牲者になる脇わき役やくのパターンである。そして、俺たちがモンスターに瞬殺されてから、映画のタイトルが出たりする流れだ。

　せめて、本編にも登場させてくれ。

「うんうん、これからお世話になる部室への、記念すべき最初の第一歩だからね。緊張する気持ちはよくわかるよ～」

　いいや、おまえは俺の気持ちをなにもわかってない。

　俺が不満げに夏なつ花かの顔をにらんでいると、なにを思ったのか、いきなり手をつないできた。

「なっ!?」

　ふにっとやわらかい手の感触に、俺は思わず力が抜けた。

「じゃあ、一緒に開けようか？　ねっ、それならいいでしょ？」

　夏花は俺を引っ張って、自分の手と重ねるようにして一緒に扉のノブを握らせる。

「いくよ～っ、せ～のぉ」

「うわわっ、ちょっと待てっ！」

　夏花は俺の手ごと、強引にノブを回した。

「南な無む三さん……！」

　思わず目を閉じた俺だったが、扉を開けたと同時に、ややホコリ臭い空気が漂っただけで、封じられた魔獣とか、怨おん霊りよう的なものがあふれ出すようなことはなかった。

「案外、広いわね。これならいろいろできるわよ」

　夏花はさっさと部屋に入って、中を物色している。

　だいたい教室の半分ぐらいの広さの部屋で、本棚やロッカーなどが並べられている。

　なにかの資料置き場という感じだが、部屋の中央は大きくスペースがあけられて、大きな木製の長机と、折りたたみ式のパイプイスが置いてあった。

　ぱっと見たところ、特に変わったところはないのだが……

　俺は入口から一歩を踏み込んだところで、足を止めた。

　この部屋に、魔力の残ざん滓しを感じ取ったからだ。



　俺なんかに貴重なジギタリスを埋め込み、魔女狩りウイツチハンターに仕立て上げた理由のひとつ――それは、俺に魔力を感じ取る能力があったことだ。

　この能力は心眼サードアイとも呼ばれ、珍しくはあるが、世界に一人しかいないとか、そんな特別な存在でもない。マクダフ機関の人間にいわせると、街を歩いていて金メダル選手とたまたま出会うぐらいの珍しさなのだそうな。いまいちよくわからない例えだけどな。

　ポイントは魔女でも、この心眼を持っているとは限らないということだ。魔力なんて見えなくても、魔法を使うのに支障はないらしい。

　そしてたとえ心眼があったところで、魔女でなければ魔力に触れて操ることもできないのだから、なんというか……たいして役に立たない能力である。



　そんな俺おれの心眼が、この部屋に妙な魔力を感じ取っていた。

　普通の魔法によるものではない。

　召喚魔法サモンのようだが、構造がやけに大がかりで複雑だ。

　マクダフ機関の魔法研究施設などでしか、お目にかかれないような代しろ物ものである。

　魔力に動きがないところからして、もうずっと前に効果を発動した魔法で、とりあえず危険はないようだが……

「ワルプルギスの夜と関係あるのかもな」

　俺はさらに魔力の残ざん滓しを探るため、心眼に意識を集中させた。

　床にはうっすらと残る魔法陣のあと。

　やはりここで誰だれかが手の込んだ魔法を使ったらしい。

　魔力を脳内でイメージ化。

　占い師がカードの図柄から未来のイメージを読み取るように、俺は魔力の構造からその意味を読み取れる。

　これはたとえ心眼持ちでも、それなりの訓練が必要な作業だった。

　この部屋の魔力から感じられるのは――穿うがたれた大きな穴と、炎をあげるるつぼのイメージ。

　どうやら、ここで行われた魔法はゲヘナの門に関かかわるものらしい。

　そういえば、マクダフ機関の資料でも、ワルプルギスの夜はゲヘナと関わりの深い魔法とされていた気がする。

「これはひょっとするぞ……」

　俺は心臓の高鳴りを押さえながら、さらに魔法の構造を読み取ろうとしていたのだが――

「んっ、なんか空気が淀よどんでるわね。入れかえましょ！」

　漂うホコリをパタパタと手で払いながら、夏なつ花かは閉めきられた窓を開あけようとする。

「あっ、ああ……！」

　ほんのかすかに残っていた魔力が、部屋に入った夏花によって散り散りにされていく。

　せっかくの手がかりが台無しだ。

「えっ、どうかした？」

　ガタピシと窓を開あけながら、夏なつ花かが不思議そうにこちらを見ている。

　まさか魔力をイメージ化していたなどといえるはずもなく、俺おれは苦い顔をするだけだ。

「な、なんなのよ、そんな変な顔して……？」

　窓を開け終えた夏花は、そんな俺の顔を見て、心配そうに近づいてくる。

「いや、もういい」

　すでにわずかに残っていた魔力は霧む散さんしてしまった。

　俺の心眼サードアイでも、もはやなんのイメージもつかむことはできない。

「あれっ？　もしかして、きみってお化けとか呪のろいとか苦手な人？」

「そんなことはないけど」

　これでも魔女狩りウイツチハンターだから、そういうものには耐性がある。

「じゃあ、魔女は苦手？」

「たぶん違うと思う……」

　うわっ、近い！

　また、顔を近寄せ過ぎっ！

　ずんずんと無造作に近づいてきた夏花は、いきなり俺の両手を取って、物もの憂うげな表情で訴えるように尋ねる。

「だったら、私も苦手じゃないよね？」

　俺はその答えに窮する。

　いきなりなんだというのだ？

　ここは他の生徒たちのいる教室から遠く離れた、誰だれも使っていない空あき準備室。

　不意に、委員長の『二人きり』という言葉を思い出してしまった。

「えっ、ええっ？」

　急に夏花のことを意識してしまう。

「あなた知ってる？　魔女の禁きん忌き」

「は、はい？」

　背の低い夏花は握った手をぐいっと下にひっぱって、強引に俺と自分の顔の高さと同じにさせた。

　鼻が触れあいそうな距離。

　なにか起きないほうが不思議な間合いである。

「――ゲヘナの鍵かぎを交換させる方法よ」

　魔女はゲヘナの門を開くことができる。

　しかし、門を開くには鍵が必要だ。

　それはＤＮＡのように、すべての人間の魂たましいに刻まれた暗証番号のようなもの。

　理屈では人間の誰もが持っているとされる。

　すなわち、その鍵の使い方さえわかれば、誰でも魔法が使えるはず――というのは、とある魔法研究家の仮説。まだ、誰もそれを立証はしていない。

　そもそも、魔女自身でさえ、どのように鍵かぎをまわしたらゲヘナの門が開くか理解していないのだ。すべては意識の外、ゲヘナの深しん淵えんで行われることなのだから。

　そんなゲヘナの鍵を交換するだって？

　どういうことだ？

　マクダフ機関の資料にも、そんな方法は記しるされていない。

「やりかたは簡単。こうして唇くちびるを合わせるだけなの」

「うわぁっ!?」

　俺おれは迫ってくる夏なつ花かの唇を、大きく後ろにのけぞってかわした。

「逃げないで……」

「ちょっと待て！　おまえ変だぞ。すごく変だ！」

「あなたに私のゲヘナの鍵を渡せば、魔法が使えるようになるはず」

「いいたいことはわかるけど！」

　魔女が持つゲヘナの鍵を手に入れれば、俺でも門を開くことができるかもしれない。

　もしも本当にそんなことができるというのならば、それは試してみる価値はあるかもしれないが、さっきから夏花に感じる違和感が俺の頭の中で警報を鳴らしている。

「私とあなた、二人のゲヘナの鍵が合わされば、開かれる門の大きさも二倍になる。いままでとは比べものにならない魔力が流れ込んでくるのよ」

　そう語る夏花の顔が、俺には顔のないのっぺらぼうに見えた。

　もちろんそれは錯さつ覚かく。

　俺がそう感じたのは、いつもいろいろな表情を見せてくれる夏花が、まったく無表情な顔をしていたからだ。

　まるで、これでは別人――

　そのイメージが浮かんだ途端、すべてのピースが合致した。

　俺の感じた違和感の正しよう体たい。

「あなたも魔法を使えるようになりたいでしょう？」

　そうだ、夏花は俺のことを『あなた』と呼ばない。

　なにより、そんな人形のような顔はしない！



「芽め生ばえろ、ジギタリス！」



　俺は左手にはめられた手袋を外した。

　手の甲に埋め込まれた、真っ黒いドングリのような球体。

　それが、窓から差し込む光を浴びて、発芽を始める。

　急激に生長した真っ黒い蔓つるが俺の腕に絡みつき、皮膚の中へと浸透していく。それはまるで腕に刻まれた入れ墨のよう。

　かつて、イギリスの魔女狩りウイツチハンターウィザリングが、その名前すら抹まつ消しようされた稀き代だいの魔女から盗み出した魔具――それがこのジギタリス。

　光と装着者の血を糧に生長する、ゲヘナの魔法植物。

　ジギタリスを腕に宿した者は、魔力に触れることができる。

　たったそれだけの力しか持たない魔具であるが、俺おれの心眼サードアイと組み合わされば、それは強力な魔女狩りウイツチハンターの武器となる。

「目を覚ませ、夏なつ花か！」

　無表情で迫る夏花をかわしながら、昨日きのうの特訓でさせられた座禅のときと同様に、俺は心のスイッチを入れる。

　すると、いままで乱れていた感情が途端に静けさを取り戻し、代わりに感覚が研とぎ澄まされた。

　意識を心眼に集中。

　夏花を取り巻く魔力をイメージ化させると、手足に絡みつく細い鎖のようなものが見えた。

　そして、そんな夏花と重なって、球をつないで作ったような操り人形がうっすら見える。あのとき錯さつ覚かくだと思った、夏花の顔と同じのっぺらぼうの人形だ。

　これこそが、夏花を傀かい儡らいとした魔法の正しよう体たい。

「やっぱり……」

　生長するジギタリスは、ギリギリと俺の腕を締め付ける。

　だが、精神を集中させることで、その筋肉を切断するような痛みを感覚から断絶。

　さらに魔力の構造を深く分析する。

　俺の目には、魔法はいくつもの魔力のピースを組み上げた複雑なパズルのように見えている。そして、どんなに複雑なパズル――魔法であっても、どこかに要となるピースがある。そこさえ動かせば、魔力は構造を保つことができず、魔法としての形を失う。

　難なん攻こう不ふ落らくのキャストパズルであっても、たった一手のひらめきで簡単に解けてしまうように。

　ただし、たとえジギタリスの装着者であっても、魔女のように魔力を自在に操作することはできない。

　俺にできるのは、ひとつかみの魔力に触ることだけ。

　だからこそ、たった一手で魔法の構造を崩すことのできる魔力の要――クリティカルピースを見いださねばならないのだ。

「見切った！」

　俺は夏花に重なる人形の中心部に、すべての魔力がつながり合う一点を見いだした。

　あとは、望むと望まざるとに関かかわらず、これまで多くの魔女たちを狩ってきた、このジギタリスで……

　ジギタリスで……

　えーと、俺の左手で……アレを触れと？

　よりによって、夏なつ花かを傀かい儡らいとする魔法のクリティカルピースは、彼女の胸に位置していた。

　綾あや音ねほどダイナマイッ！　ではないが、それでも年相応なふくらみ。

　クリティカルピースはその奥にあり、ガシッとわしづかみにしなければ届きそうにない。

「いや、これは人助けだ。意識するな。冷静になれ」

　俺おれはなんとか自分に言い聞かせるが、視線はクリティカルピース――というより、夏花の胸に釘くぎ付づけである。

「こ、こういうときこそ平常心だ」

　などと、自分に言い聞かせるが、俺が案外と煩ぼん悩のうに弱いことは綾音が仕掛けた罠わなにまんまと引っかかったことで立証済みだ。

　というか、男だったらしょうがないだろっ！

「動かないで……」

　そんな俺の首に、夏花が手を回して、がっしりと身体からだを捕らえる。

　思った以上に凄すごい力だ。これも魔法のせいだろうか？

　のけぞる俺に夏花の唇くちびるが迫る。

　魔力を宿し、いつも以上に艶なまめかしく輝く、濡ぬれた唇が……まずい、このままでは……非常にまずい。

　どうしてまずいのかよくわからないが、とにかくまずいのだ。

　俺は意を決して、抱きついている夏花の間に無理矢理左手をねじ込んだ。

「ええい、おまえのためなんだからなっ！」

　世界中のあらゆるものに言い訳をしながら、俺は夏花の胸をわしづかみにする。

　……いや、クリティカルピースをつかむ。



　最初の一瞬、思ったより硬いと思った。

　しかし、そのあと、いままで体験したことのない柔らかさを感じる。

　ふにょりと俺の手を包み込むような、溶けるような手触り。それでいて、しっかりと実体があり、ほんのり温かい。

　最初の手応えは、きっとブラのカップ。

　その奥に秘められていたのは、例えるものも思いつかぬ、なんともいえない不可思議な柔らかさ……



　――などと、煩悩に惑わされたのは、一秒の半分にも満たない瞬間の出来事。

　俺はすぐさま意識を左手のジギタリスに集中。

　夏花の中のクリティカルピースを完全に捉とらえると、そのまま指で握りしめる。

　手のひらに、ジジジッと静かに振動する魔力が感じられた。

「消えてしまえ」

　躊ちゆう躇ちよなく、俺おれはその魔力を握りつぶす。

　ジギタリスによって構造体から分離され、不安定になっていた魔力は、まるで砂の塊かたまりのように脆もろく崩れ去った。

　同時に、夏なつ花かから感じられていた、あの魔法の気配も消えていく。

「よし、成功だ」

　俺はホッと一息ついたが、それもほんの束つかの間ま。

　手のひらにブルブルという振動を感じる。

「まさか!?」

　まだクリティカルピースが消えていないというのか？

　俺は驚いて、左手を確認しようとしたとき――

　声がした。

「きみきみ、なにしてるの……？」

　穏やかでありながら、じりっと身を焦がす、そんな炭火のような声。

　俺の左手の中で震えていたのは、夏花の胸だった。

　膨大な溶岩を内に秘めて、大地を鳴動させる火山のごとく。

　いままで俺は夏花を甘く見ていた。

　衝動の紅炎インパルス・ルージユ。

　やはりその名に偽いつわりなし。



    

  
    
      



    

  
    
      　俺おれに一ミリ秒の言い訳の余地も与えず、その火山は大爆発を起こした。



『駆け回れ――獲物を見つけた火焔猫フレイムキヤツトのごとく！』



　夏なつ花かの黒髪が燃え上がる炎のように逆立ち、その中から小さな火の玉が飛び出してきた。

　その大きさは野球のボールぐらい。

　それは、まるで意志を持っているかのように、俺に向かって飛んでくる。ただし、その動きは直線的ではなく、まるで動物のようにしなやかだ。

「にゃーにゃー」

　というか、動物そのものだった。

　全身に炎を纏まとった子猫が、空中を走り回る。

　いつもの即興魔法アドリブではない。

　これは召喚魔法サモンの一種。

　しかし、その構築速度は即興魔法並み。

「そんな馬ば鹿かな!?」

　俺は火焔猫フレイムキヤツトから身をかわしながら、驚きの悲鳴をあげた。

　普通、魔女は得意とする魔法のタイプが決まっている。

　それは右利き、左利きの差のようなもので、優秀な魔女でも苦手な魔法を使いこなすのは難しいという。

　いままで夏花は典型的な即興魔法タイプの魔女かと思っていたのだが、どうやらそれは俺の早はや合が点てんだったようだ。

　魔女の中には、ごくまれにすべての魔法タイプを使いこなす天才がいるというが――夏花がそうだというのだろうか？

「落ち着け、落ち着けって！」

　どのように釈しやく明めいすれば誤解が解けるかわからないが、とにかくいまはその物ぶつ騒そうな猫をどうにかするのが先決だ。

　火焔猫フレイムキヤツトはその名の通り炎をまき散らしながら跳ね回るが、部屋の中の物には焦げ跡一つ残さない。的確に俺だけを狙ねらっている。

　ならば逃げても無駄だ。

　俺は迫ってくる火焔猫フレイムキヤツトを見据えて、その魔力構造を分析。

　夏花に気づかれないように、接触する瞬間に猫のクリティカルピースを分解してやる――と、思っていたのだが。

　どうやら俺はまだまだ夏花を甘く見ていたらしい。

　俺が迎え撃つ覚悟を決めた途端、火焔猫フレイムキヤツトの背中から立ち上る炎が膨れあがり、分裂を始めたのだ。

「にゃにゃにゃーっ！」

　二つが四つに、四つが八つに……倍々に増加して、あっという間に数え切れないほどの火焔猫フレイムキヤツトたちが部屋を踊り狂う。

「同時召喚？　しかも、こんなたくさん!?」

　これだけ複雑な魔法を、あんな短い時間に構築していたとは。

　無数の火焔猫フレイムキヤツトたちに対し、俺おれの左手はたった一本だけ。とても対応できる数ではない。

「こりゃあ、まずいかもな……」

「にゃーにゃー」

　猫たちに包囲され、俺はひきつった笑えみを浮かべる。

　こんな状況、もはや笑うしかない。

　しかし、そんなときだというのに、冷静に周囲の状況を分析している自分がいる。

　まさしく精神修養の賜物。こんなときは、パニックになってしまったほうが楽なのにな。

「……ん？」

　そんな切せつ羽ぱ詰まった状況の中で、俺を取り囲む火焔猫フレイムキヤツトたちの向こう――夏なつ花かの背後にいままで感じられなかった魔力の気配を感知した。

　しかも、その魔力の構造は、さきほどの魔法よりもはるかに強固なモノだ。

「おいっ、夏花！」

　怒りに我を忘れている夏花は、火焔猫フレイムキヤツトたちを制せい御ぎよするのに集中していて、背後のモノにはまったく気づいていない。

　もしや、この夏花の隙すきを狙ねらって、またなにかを仕掛けようとしている？

　躊ちゆう躇ちよしている暇ひまはなかった。

「しょうがねぇなぁっ！」

　俺は意を決して、火焔猫フレイムキヤツトたちの中へと飛び込んだ。

「にゃにゃっ？」

　作戦などなかった。

　ただ、熱さを我慢するだけの忍耐勝負。

「ちょっ、ちょっと、なにしてるのよっ!?」

　まとわりつく火焔猫フレイムキヤツトたちを振り払いながら、ひるまずに突っ込んでくる俺に、さすがの夏花も意表をつかれたのか、驚いて目を見張った。

「そこを動くなっ！」

「ひっ!?」

　俺は夏花の身体からだを正面から抱きしめ、その背後に左手のジギタリスを伸ばす。

　夏花に迫る魔法のクリティカルピースがどこかはわからないが、こうなればやぶれかぶれだ。俺は当てずっぽうで、夏花の背後に迫る魔法をつかんだ。

　ジギタリスが埋め込まれた左手に、俺はぷにっとした手応えを感じた。

「よしっ、うまくいった！」

　まったくもって、運がよかったとしかいいようがない。

　こんなこと、そうそうない幸運だ。

「な、なにが『うまくいった』なのよ……」

　もう一方の右手が抱きかかえていたモノ――夏なつ花かが、俺おれの顔のすぐ下でうめくように呟つぶやいた。

「げげっ!?」

　いまさらながら自分の状況に気づいた俺は、突き放すように夏花から手を放した。

「いやこれは、そのっ！」

「きみきみっ、どういうつもりなのよ。あんな危ないことをして」

　いや、その『危ない』モノを作ったのは、どこのどちらさんでしたっけ？

　全身に軽い焼け焦げを作った状況で、俺は苦笑いをする。

「笑い事じゃないのっ！」

「はいっ！」

　夏花に怒ど鳴なられて、びしっと直立不動の体勢。

　ところが、そのときの夏花はたぶん怒っていると思うのだが、なぜかいつものきつい目でこちらをにらんでいない。

　斜め下の床を見るように、目をそらしている。

　もはや眼中に入れるに値しないほど軽けい蔑べつされているってことだろうか。

「その……どういうつもりなのかって……聞いてるんじゃない。真面目まじめに答えてよ……」

　夏花が小声で同じ事を尋ねてきた。

　たぶんこれが最後通告だ。

　これからの答えに、俺の命運はかかっている。

「だから……えーと」

　そりゃあ、この二連チャンの行動は誤解されて当然というべきものであるが……

　それには深い事情があって……

　だけど、ジギタリスのことは夏花に話せないし……

　俺は焦る頭でなんとか逃げ道を探す。

「そうだ、これだっ！」

　俺はいままで左手で握りしめていたモノを、さっと持ち上げた。

　夏花の迫力に圧倒されて、すっかり忘れていたが、きっと俺の無実を証明してくれるモノだと信じて――

「って、なんだこりゃあ？」

　俺に頭をつかまれて、じたばたともがいているのは、小さな人の形をしたモノだった。

　だぼっとしたズボンに、袖そでのないチョッキ。さらしのような布で胸を隠している。

　試しに、握る手に力を込めてみると……

「いだだだだっ！」

「うわっ、しゃべった!?」

　俺おれが驚いて手を放すと、すかさず夏なつ花かがそれをキャッチした。

「なんなの、これ？」

　それの後ろ襟えりを猫のようにつまんで、夏花はむすっとした顔で観察する。

「こらー、はなせー、ぶれーものー」

　甲かん高だかい声でキーキーわめいている。

　驚いたことに、それは人間の女の子のように見えた。

　いわゆるアラビアンナイト風ふうの出いで立ちの少女。

　露出の多い肌は、少し褐かつ色しよくがかっている。

　大きな目は、アイシャドウでさらに強調され、鼻はつんとして生意気そう。

　黒髪を頭の上でお団子にした髪形。

　手首、足首、胸元と、ジャラジャラたくさんつけられた金銀宝石の派は手でなアクセサリーに、腰に差した半月刀。

　ただ、サイズだけがおかしい。

　なにしろ、夏花が片手で楽々ぶらさげていられるぐらいしかないのだから。

「なんなの、これ？」

　夏花がきょとんとした顔でもう一度、同じ事を尋ねてきた。

「いや、俺に聞かれても……」

　俺はこそこそと手袋をはめ直しながら、そのアラビア少女を観察した。

　彼女からは、強固に組まれた魔力が感じられる。

　召喚獣に似た雰囲気だが、実体化のレベルが桁けた違ちがいだ。まるでこの世界に定着しているかのように思える。

「ワシはゲヘナの究極の門――トース様だっ！　ひれ伏せ、崇あがめよ、人間どもっ！」

「うわー、喋しやべったぞ、こいつ。こんなに流りゆう暢ちように喋る召喚獣は初めて見たな」

「ホントね……召喚魔術部が呼んだやつが逃げ出したのかな？」

「ワシの話を聞けーっ！」

　夏花にぶらさげられたままの姿勢でトースはじたばた。

　これほどこの世界に定着していて、人型で、人語を自在に喋る召喚獣――いや、獣というのは、さすがにまずいか。

　ともかく、このセイラムに来てから、いろいろ驚かされることばかりで、俺もすっかり麻ま痺ひしてしまっていたが、このトースにはまたまた驚かされた。マクダフ機関の魔法研究家が卒倒するような代しろ物ものである。

　しかも、トースからは、さきほど夏花にかけられた魔法と似た魔力が感じられる。おそらくは、さっきの魔法もこいつの仕し業わざなのだろう。夏花を操って、いったいなにをさせようとしていたのかはわからないが、油断ならない相手に間違いはない。

「このっ、はなせ、はなせ、はなせっ！」

　うーん、この姿を見ていると、なんか真剣に考えるのが馬ば鹿からしくなってしまうが……

「おい、おまえ――」

「トース様と呼べ、痴しれ者ものめっ！」

　すぱこーんと俺おれのあごにトースの足がヒット。

　つま先のとんがった硬い靴を履いているので、ミニサイズの蹴けりでもかなり痛い。

　俺はあごをさすりながら、涙目でもう一度尋ねる。

「えーと、トース様？　さっき、ゲヘナのなんかだとかいってたけど」

「その通り。ワシこそはゲヘナの究極の門よ。これを見よっ！」

　トースは夏なつ花かにぶら下げられたままの姿勢で、自分の胸のあたりを両手で指差した。

　見るとそこには古臭い形の鍵かぎ穴あなのようなものがある。

　最初、模様かなにかだと思ったが、よく見ると、本当に身体からだに穴が空あいているのだ。

「どうなってるんだ、これ。痛くないのか？」

　俺は指でトースの鍵穴を触ってみた。

　まわりはぷにぷになのに、鍵穴の部分だけカチッと硬い。

　その奥は真っ暗で、どのぐらい深いのかはわからない。のぞき込むと、なんだか断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきから下をのぞき込んだときのように、ゾワゾワと鳥肌が立った。

　さすがゲヘナからやってきただけあって、俺たちの常識が通用しない身体の構造をしているようだ。

　魔法研究家でなくても興味深いな。

「きみきみ……どういうつもりなの？」

　俺がトースの鍵穴を調べていると、夏花がまたさっきと同じ質問をしてきた。

「いや、だから、こいつがおまえを襲おうとしていたんだってば。それを俺は助けようとしてだな……」

　俺はトースの前にしゃがんで、その鍵穴の奥をのぞき込みながら答える。

　これだけ明確な証拠があれば、夏花だって俺の無実を納得してくれるだろう。

「そういうことじゃなくて」

「じゃあ、なんだよ？」

　うるさく感じて顔をあげると、夏花はさっきまでの紅潮した顔とはまったく違う、ひどく冷たい目で見下ろしていた。

「えーと、なにか？」

　わけもわからないまま、なぜか俺の額には冷ひや汗がにじみ出てきた。

「……きみって、女の子の胸を触るのが趣味なの？」

「え……あれ？」

　ぷにぷに。

　さっきから俺が触っているのは……鍵穴……だけど……その鍵穴があるのは？

　トースがやけに低い声で呟つぶやいた。

「……ようやく気づいたか」

　はい、気づきました。

　その途端、俺おれはぞくっと総毛だった。

　二つの殺気が、俺のすぐ目の前で膨れあがる。

「この変態三倍速め～っ！」

「この痴しれ者ものめ～っ！」

　頭が吹き飛ぶような夏なつ花かの強烈なビンタと、あごが砕け散るようなトースのムーンサルトキックが同時に炸さく裂れつ。

　俺はキリキリと空中を斜めに回転しながら、昨日きのうの商店街のことを思い出していた。



　やっぱり、商店街で女じよ難なんの相が出ているといわれたのは当たりだったな。

　よし、放課後になったら、すぐに人生相談に行くとしよう。



　そう決意したところで、俺は頭から床に落下したのだった――ぐはぁ！



◆◇◆



　俺をノックアウトしたあと、夏花の手から逃れたトースは一瞬で姿を消してしまった。

　さすがは究極の門と名乗るだけあって、空間移動の魔法はお手のものといったところか。

　まだ聞きたいことはあったのに惜しいことをした。

　もしかすると、あのトースこそは、ワルプルギスの夜への手がかりだったのかもしれない。

　この部屋でゲヘナと接触する大がかりな魔法が行われ、あのトースが召喚されたのは間違いないだろう。

　ゲヘナの門。それが文字通りの意味ならば、それほど驚くようなことではない。

　なにしろ魔女たちは、日常的にゲヘナの門を開いているのだから。

「だったら、トースを呼び出したのはなぜだ？　究極の門ってなんのことだ？」

　俺はビンタとキックのおかげで、上下左右全方位で痛む首をコキコキと動かしながら考える。

　それに疑問はもうひとつある。

　トースは夏花を操って、なにをしようとしていたのか。

　しかも、俺にあんな――キスをさせようとして。

「うっ、なんか思い出したら恥ずかしくなってきた」

　迫ってくる夏花の唇くちびるを思い出して、俺はうつむいた。

　ちなみに、問題の夏花のほうは、俺をぶちのめしたあと怒って出て行ってしまった。

　よって、いまはこの部室に俺一人。

　もっとも、さっきまで感じられていた魔力の残ざん滓しは、夏花の滅め茶ちや苦く茶ちやな魔法ですっかり台無しだし、当然、消えてしまったトースの気配もない。

「もうここを調べても、なにも出てきそうにないな」

　だいたい昼休みが始まった途端、ここにひっぱられてきたので昼飯がまだだった。

「ここはひとまず保留ってことにすっか」

　いろいろ難問が多すぎてオーバーヒート寸前の脳みそを、少しは休ませてやらなきゃならないだろう。

　それに腹が減っては、考えだってまとまらないさ。

　気分転換することを決めた俺おれは、軽い足取りで部室を出た。

　昼休みでも人気のない、やや薄暗い廊下。

　石造りの建物特有の冷たい静けさ。

　そこに、まるで風景に同化するかのように、ひとりの女子生徒が立っていた。

「なっ――!?」

　俺はその女子生徒の姿を見て、反射的に大きく後ろに飛び退き、手袋に手をかけた。

「その帽子……公認魔女ハウンドウイツチか？」

　その女子生徒が被っている、濃い紫色のつばの広い三角帽。

　昔話に登場しそうないかにも魔女というデザインの帽子だが、それは公認魔女――マクダフ機関に所属する、魔法の使用を法的に許可された魔女の証だった。

　魔女でありながら、魔女を狩るモノ。



    

  
    
      



    

  
    
      　魔女狩りウイツチハンターと並ぶ、マクダフ機関の魔法戦力の要。

　仲間である魔女たちから侮ぶ蔑べつを込めて猟犬ハウンドと呼ばれながら、同時に恐れられる存在でもある。

「なんでこんなところにいる」

「ジギタリスから手を放しなさい」

　俺の質問など無視して、公認魔女ハウンドウイツチは無感情な声で命じてきた。

　どこか奇妙な感じのする声。

　おそらく帽子の魔法によって変質されているのだろう。

　あの三角帽子は、公認魔女の正しよう体たいを隠すための魔具でもある。相手の五感に干渉することで、公認魔女の姿や声、仕草など、あらゆる特徴を認識できなくするらしい。

　つまり魔女狩りウイツチハンターも公認魔女も、正体を隠さねば、お天てん道と様さまの下を堂々と歩けない嫌われ者同士であるということだ。

「はいはい、わかりましたよ」

　俺おれは素直に両手をあげる。

　ジギタリスのことを知っているとなれば、俺の正体もバレているということ。

　俺を追ってきたのだろうか？

　学園への転入手続きは、マクダフ機関にバレないよう慎重にしたつもりだったんだが……どこでミスったのやら。

　職権乱用、公文書偽ぎ造ぞう、報告書虚きよ偽ぎ……その他、諸もろ々もろ。

　マクダフ機関への背任行為としては、十分なコマが揃そろっている。

　相手が魔女であっても、ジギタリスを使えばこの場を逃げることもできるかもしれない。しかし、その後はジリ貧だ。だいたい、俺はまだこの学園に来た目的である、ワルプルギスの夜の具体的な手がかりすらつかんでいない。

「えーと、なにか俺に用事でも？」

　いくら追い詰められているとはいえ、こちらからボロを出すつもりはなかった。

　少しでも相手の情報を引き出さねば、駆け引きもできない。

「それを聞きたいのは、私のほうです。なぜ魔女狩りウイツチハンターのあなたがここにいるのです」

「セイラム見学だけど。個人的な魔女研究のためにね」

　俺は左手の指をコキコキと動かして、魔女狩りウイツチハンターの武器であるジギタリスを強調する。

　公認魔女の表情を読みたいところだが、あの三角帽子はそれらのすべてを隠してしまう。なんとも交渉のしづらい相手だ。

「誰だれかを狩りに来たのではないのですか？」

「俺はいま休暇中だよ」

　これは、よい流れだった。

　その口ぶりだと、この公認魔女は俺を追ってきたわけではないらしい。

　たまたま公認魔女が学園に居合わせただけ？

　考えてみれば、その可能性もあり得ない話ではない。

　なにしろ、マクダフ機関が警戒するレベルの魔女たちが、席を並べて授業を受けているような特殊な場所だ。密ひそかに公認魔女ハウンドウイツチをスパイに置いて、生徒たちを監視するぐらいしてもおかしくない。

　となると、この出会いは必然ではなく、単なる不運な出来事。

　ならば逆転の目だって残されている。

「今度は俺おれの番だ――あんたはなぜここにいる？」

　俺はゆっくりと両手を下ろした。

　目つきも、口調も、動作も、すべて変化させる。

　絶対の自信に裏付けられた威圧的な態度を演じる。本当は内心ハラハラなんだけどな。

「手を下ろさないで」

「なぜ、従う必要がある？」

　俺は一歩前に進む。

　くそっ、やっぱりあの帽子が邪じや魔まだ。

　どちらが有利なのか、さっぱり読めない。

「私はワルプルギスの夜を――」

「なにっ!?」

　その意外な言葉に、俺は思わず目の前の公認魔女に手を伸ばしたが、その手は空くうを切った。

「私の邪魔をしないように」

　公認魔女は俺おれから距離を取ると、そのまま廊下を走り去る。

　すぐに追いかけようとした俺だったが、廊下の角かどから誰だれかがやってきたのを見て、それをあきらめた。

　おそらく、公認魔女が立ち去ったのも、誰かが来る気配を察したからだろう。いくら素顔はわからないとはいえ、三角帽子を被った女子生徒なんて怪あやしすぎるからな。

　しかも、やってきたのはよりによって、委員長の若わか宮みやつばきである。

　あんなやつと話しているところを見られたら、妙な誤解をされるところであった。

「よお、委員長――」

「夏なつ花かの胸を触ったって本当ですか？」

　開口一番、いきなりこんな質問をぶつけられる。

　なんてこった。どうやら、すでに妙な誤解はされているらしい。

「さっき夏花に聞きました。あの子の胸を触ったというのは本当なんですかっ!?」

「いや、委員長……だから、それは……」

「嘘うそをついたら承知しませんからね！」

　片眼鏡モノクルをキラーンと輝かせながら、委員長は詰め寄ってきた。

　うーん、今日きようの昼飯はあきらめたほうがいいようだな、これは。



    

  
    
      




第四章　いきなりの新入部員





　委員長の誤解を解くために、昼休みの時間をすべて使い切ってしまった俺おれは、空すきっ腹ぱらを抱かかえたまま、午後の授業を終えた。

　まだ新学期二日目ということもあるだろうが、セイラムの学園といえどその授業内容は外とあまり変わりない気がする。

　気がする――というのは、俺はマクダフ機関で教育を受けており、普通の高校には通ったことがないからだ。

　それでも、俺の印象として、魔女ならではという授業は少なかった。

　魔女の歴史や、法律上の魔法の取り扱いについて学ぶという『魔法研修』という科目が、週に二時限ほど盛り込まれている程度。

　とはいえ、外ではそんなことすら教えられてはいない。

　マクダフ機関は魔女の知識を広めることで理解を深めるのではなく、情報を制限することで魔女と一般人との距離を広げた。

　そうすることで、違法な魔法が社会に蔓まん延えんするのを防いできたのだ。



『無知な人間ほど扱いやすい』



　それがマクダフ機関の情報戦略の基本方針である。

　もちろん、それは魔女狩りウイツチハンターである俺にも当てはまる。

　飼い犬に余計な知恵を与えることを、マクダフ機関は好まない。

　そりゃあそうだろうな。

　現にこうして余計な知識を得て、貴重なジギタリスをガラクタにしてやろうと、こそこそしている魔女狩りウイツチハンターがいるんだから。マクダフ機関の戦略は正しいと思うよ。

「ふわ～あ～あ～」

「こらぁ、あくびするな～っ！」

　夏なつ花かが移動式のホワイトボードをパンパンと叩たたいた。

　片手には、さきほどいった『魔法研修』の教科書が開かれている。

「だって、いつになったら俺の質問に答えてくれるんだよ」

「ちょっと待ってなさいよ。いま調べてるんだから！」

　掃除を終えた男子魔法部の部室。

　せっかく授業を終えたというのに、なぜか俺はまた机に向かって、夏花の授業を受けさせられていた。

　夏なつ花か特製の『男子魔法部・初心者にもよくわかる魔法のススメ』の教育課程によると、いまは座学の時間らしい。

　いや、それ自体は俺おれにとっても興味深いものだ。

　魔女側から見た魔法の歴史なんて、このセイラムでしか学べないものだろう。

　だけどな……

「えーと、えーと、十四世紀に魔女がたくさん増えて……えーと、『魔女への鉄てつ槌つい』だったっけ。なんか、変な本が出たんだよね……えーと、それがイギリスだったのかな」

　夏花は終始この通りである。

　俺に教えているより、教科書に顔を突っ込んでいる時間のほうが長いぐらいだ。

「夏花、ドイツ、ドイツ」

　そんな夏花に委員長が助言する。

「そうそう、ドイツだったっけ」

　なんか実に頼りない。

　ちなみに、この部室に委員長がいるのは、まだ誤解が完全に解けていないからだ。

　つまりは、俺の見張り役というわけ。信用ないなぁ。

「とにかく、それが魔女狩りウイツチハンターの教科書になった最悪の本なの。そのあとも、どんどん似たような本が出て、魔女を悪魔だっていうような時代になったそうよ。頭に来るよね」

「なるほどねぇ」

　夏花の説明してくれた『魔女への鉄槌』は、現在のマクダフ機関の礎いしずえを築いたといわれる本である。

　それまで俗説と迷信のみによってイメージされてきた魔女を、合理的に現実の存在として定義したという偉業を持つ名著で、この本が出版されたおかげで、人々は無む闇やみに魔女に怯おびえることもなくなり、同時に魔女たちの存在が公に認知されたのだ――というのが、俺がマクダフ機関で学んできたこと。

　これほど有名な本に関しても、ここまでセイラムと外では認識が違うとはな。

　立場によって歴史は変わるものだというが、さすがにこれは驚いた。

　そして、どちらを信じるかは、俺次第ということか。

　いままで当然だと受け入れてきたことを、真っ正面から否定されると、どうしたって不安な気持ちにさせられる。

　自分が正しいことをしているのかどうかがわからなくなるからだ。

「あーあ、ホントにこんな座学なんて役に立つのかなぁ」

　そのきっかけを俺に与えてくれた夏花は、そんなシリアスな俺の気分を台無しにするようなことをいいながら、長机に突っ伏ぷした。

　こらっ、俺のシリアスな空気を返せっ！

「……おまえなぁ、これは自分で書いたんだろ？」

　俺は『男子魔法部・初心者にもよくわかる魔法のススメ』を、目の前で突っ伏している夏なつ花かの頭にぐいぐいと押しつける。

「だってぇ」

「やる気がないなら、俺おれは帰るぞ？」

　これでも暇ひまではないのだ。

　あの公認魔女ハウンドウイツチのことも気になるし、いなくなったトースも探したかった。どちらもワルプルギスの夜につながる重要な手がかりである。

「そうよ、夏花。いまのは去年、習ったばかりのところでしょう？」

　夏花が放ほうり投げた教科書をパラパラとめくりながら、つばきはいった。

「そりゃあ、つばきは優等生だからいいけどさぁ……だいたい、魔法研修はテストがないから、お昼寝の時間に決めてるのよ」

　夏花は、机の上に乗せた頭をゴロゴロさせる。

　どうやら、夏花は座学が苦手らしい。まあ、ちっとも意外じゃないけどな。

「そんなこといって。魔女にとって、とても大事な授業だってことは知ってるでしょ？」

「わかってるけどぉ――ていうか、なんでつばきがここにいるわけぇ」

　くどくどお説教をされて、夏花は不満げに委員長に反論をする。

「そ、それは夏花と朝あさ倉くらくんが二人きりにならないようにと思って」

「だから、あれは私の勘違いもあったんだって」

「勘違い『も』でしょう？」

「そりゃあ、小さな女の子の胸を撫なで回していたのは最低だと思うけど」

「ちょっと待てっ。その誤解を広げるようないいかたはやめろっ！」

「撫で回していたものっ！」

「ううっ……」

「ものものものっ！」

　机に突っ伏ぷしたまま、夏花はじたばたと暴れ回る。

　あのあと、俺はたっぷり時間をかけて胸を触ったことは不可抗力だと説明した。

　夏花もだいたいは納得してくれたのだが、なぜかトースの胸を触ったことだけは許してくれなかった。

「といったわけで、そんな危ない人と夏花を二人きりにはできません」

「ぶーっ」

　ちさ先生のように頬ほおを膨らませて、夏花は不満顔だ。

「もしかして、夏花……あなた、朝倉くんと二人きりになりたいとか思っていたりしない？」

　委員長が心配そうに尋ねると、夏花はがばっと起き上がった。

「ば、ば、ば、馬ば鹿かなこといわないでよ！」

「だったら、私がいてもいいでしょ？」

「それはそうだけどさ」

　二人は親友同士だと思っていたが、どうもさっきから変な感じだ。

　もしかして、俺おれのせいなのだろうか。心当たりはないけれど。

　よし、ここは俺が気を利かせた提案を一つしてやろう。

「だったら、委員長が座学をしてくれよ。それなら、夏なつ花かもいいだろ？」

　委員長がここにいるのが気に入らないのなら、男子魔法部の手伝いをさせれば夏花も満足だろう。

　夏花は苦手な座学から解放されるし、俺も魔女側の歴史を学ぶことができる。

　まさに一石二鳥。

　さすがは俺、ナイスアイデア。



　――と思ったんだけどなぁ。



　俺の隣で、夏花はあいかわらずふてくされた顔をして、机に突っ伏ぷしていた。

　なにが気に入らないのだろうか？

　俺にはさっぱりわからない。

「――こうして、魔女の存在が公式に定義されると、時の権力者たちはその力を恐れて弾圧を始めたのです。魔女が堕落を招くというプロパガンダには、主に宗教が利用されてきました。魔女の中にも、敬けい虔けんな信者がいたにも関かかわらずです」

　しかし、夏花の気持ちはわからないが、委員長の授業はとてもわかりやすい。

　わかりやすすぎるぐらいだ。

　おそらく委員長は、外と内の両側からの歴史を比較して学んできたのだろう。

　学園からもらった魔法研修の教科書をめくってみると、それは魔女側に偏かたよった内容となっているのがすぐにわかる。

　外と内、両側を公平に見てこそ、真実は得られるもの。

　それを委員長は知っており、独学で二つの歴史を学んできたのだ。

　夏花の機嫌は直らなかったが、委員長の話を聞けただけでも収穫といえるだろう。

「あ、あの……」

　不意に委員長が授業を中断した。

「ん、どうした？」

「そ、そんなに見つめないでくれませんか？」

　見ると委員長は火ほ照てった顔で、眉まゆをハの字にしている。

　片眼鏡モノクルが蒸気で曇っていた。

「あ、ごめん。真面目まじめに聞いてたつもりなんだけど」

「ずいぶん熱心なんですね」

「えっ、そりゃあ、先生がいいからな」

「そ、そんなおだてないでください」

　委員長は曇った片眼鏡モノクルをハンカチで拭ぬぐった。

「それって、年代物なの？」

「えっ、これですか？」

　その丸い片眼鏡は、シルバーの縁も鎖も精巧な細工が施ほどこされており、女子高生が身につけるにはちょっと分相応と思える逸いつ品ぴんだ。

「祖母の形見なんです」

「ああ、そうなんだ」

　それなら納得である。

「ちょっとだけ、祖母の魔力が込められているんです。私にとっては、お守りみたいなもので」

「じゃあ、おばあさんも魔女？」

「ええ、とても苦労して、このセイラムにやってきたそうです」

　この日本に魔法特区のセイラムができたのは、おおよそ百年前のこと。

　当時はまだ魔女への風当たりも強く、セイラムといっても、外界から魔女たちを隔離する監獄のような場所だったという。

　きっと、委員長のおばあさんも辛つらい目にあって、この街へやってきたのだろう。それもまた公の歴史には残らない事実である。

「私の家は代々魔女が出る家系のようで――私って、この街生まれなんですよ」

「あ、そうなんだ」

　魔法に関する教育を受け、マクダフ機関から特区外居住認可された成人の魔女は、ようやくセイラムから出ることが許される。魔法を自由に使えるセイラムに残る魔女もいることにはいるが、多くは魔女であることを隠して外へ出て行くものだ。

　そのため委員長のような、この街で生まれた魔女というのは珍しいはずだ。

「外に出たいとか思ったことはないの？」

「それは……思うこともあるけど……」

　委員長の表情が陰ったのを見て、俺おれは無神経な質問をしてしまっただろうかと、少し反省した。

「いろいろ勉強してきたけど、私にはまだ外のことがよくわからなくて」

　きっと、外を学べば学ぶほど、セイラムでの常識との歪ゆがみに気づいてしまうのだろう。

　委員長の真面目まじめな性格が仇あだとなってしまったというわけか。

　彼女に比べれば、俺はまだ恵まれているほうだろう。

　まだ幼稚園の頃ころ、初めて心眼サードアイで魔女を告発して以来、ずっとマクダフ機関に飼われてきたが、それでも外の世界で生きてこられた。

　自由は少なかったが、まわりにあふれかえる人間と情報は、俺をしたたかに成長させてくれたと思う。セイラムというカゴの中で育った委員長には、そんな嘘うそと矛盾に満ちた世界はきつすぎるかもしれない。

　それもまた、マクダフ機関の狙ねらいなのかもな。まったくよくできた話だ。

　んー、なんだろうね。

　委員長みたいな落ち着いた雰囲気の子と、こういう知的な会話をすると、なんかこっちまで頭がよくなる気がするよ。すばらしい座学の時間だな。

　さっきまで「ぶーぶー」いってた夏なつ花かも静かだし……んんっ、そういえば、やけに静かだな？

「すーすー」

　いつのまにか「ぶーぶー」ではなく「すーすー」に変わっていた。

「寝てるよ、こいつ」

　俺おれは隣であごを机に乗せて寝息を立てている夏花を指差した。

　この体勢、寝苦しくないのかな？

「ふふふっ、退屈だったんでしょうかね？」

　一生懸命、授業をしてくれていた委員長は気を悪くした様子もなく、それどころか楽しそうに夏花の寝顔を観察している。

　確かにふくれっ面をされるよりは、こうしてすーすー寝ているほうが可愛かわいいけどな。

　俺は夏花の頬ほおを指でつつきたい衝動に駆られたが、委員長の目があるので我慢した。

「けど、なんで委員長は夏花と仲がいいんだ。かなりタイプが違うと思うんだけど」

　夏花が寝ているのをいいことに、俺はいままで疑問に思っていたことを聞いてみる。

「夏花は小さい頃ころから、ずっと一緒だったんです。私の最初の友達」

「じゃあ、夏花もセイラム生まれ？」

「いいえ、この子は魔女認定が早かっただけ。小学校にあがる前に、夏花はセイラムへ移住させられてしまったんです」

「そりゃあ、早いな」

　魔法の素そ養ようが見つかり、セイラムでの生活を義務づけられるようになるのは、個人差もあるが、だいたい小学校を卒業するかしないかといった時期が多い。そんなに早期に魔女の認定を受けるとは、小さいときからよほど魔力が大きかったのだろう。

「セイラムって小さい子が少ないじゃないですか。だから、いつも夏花とは一緒に遊んでいたんです」

　昔を思い出したのか、委員長は急に饒じよう舌ぜつになって、夏花とのことを自分からたくさん話してくれた。

　小さな子が遊ぶ場所の少ないセイラムで、二人がいろいろ工夫をして遊び回ったこと。

　夏花が魔法で悪戯いたずらをして、一緒に怒られたこと。

　やがて外から同世代の魔女たちがやってきて、友達が増えていっても、二人の関係はまったく変わることなく続いてきたことを。

　委員長の話を楽しく聞いていた俺は、ふと尋ねてみた。

「じゃあ、こいつがセイラムを脱走したときの話も知ってるの？」

「……ええ、知ってます。中学校にあがる前の頃ころ、夏なつ花かは何度もこの街を出ようとしていました。一度も成功しませんでしたけどね」

「なんで、懲こりないのかねぇ」

　思い込んだら一直線というのは、ここ数日の夏花のバイタリティを見れば納得できるが、それでもセイラム脱走記録を作ってしまうというのはやり過ぎだと思う。

　すると、委員長はやや沈んだ声で答えた。

「夏花は英雄ヒーローに会いたがっていたの」

「なんだそれ？」

「外での、夏花の大切な思い出。いつも夏花を守ってくれた男の子――夏花の英雄ヒーロー。いまも、この子はその英雄ヒーローに会いたがっている」

「へえ、そんなに格好いい男だったのかな」

「私も話だけでしか聞いたことはないけど――この子にしてみれば、きっとその子はいつまでも英雄ヒーローなんでしょうね」

　そういえば、夏花が男に過剰な幻想を抱いているように思うことが多かったが、もしかするとその英雄ヒーローとやらとの思い出が影響しているのかもな。

　なんだよ。

　そういうことなのかよ。

　なんだかよくわからないけど、ちょっと腹が立つな。

「けど、この学園を卒業して、外での居住認可を受ければ、セイラムからも出られるだろ。もうちょっとの辛しん抱ぼうだよ」

「それはできないの」

「なぜ？」

「衝動の紅炎インパルス・ルージユ――知ってますよね？」

「夏花の異い名みようだろ？　何度も脱走騒ぎを起こしたせいでつけられたとかなんとか」

「ほとんどの人は知らないけど、異名持ちの魔女はセイラムから出られない決まりになっているんです。魔力が強すぎて危険だから」

「えっ……!?」

　それは魔女狩りウイツチハンターである俺おれも知らない話だった。

　異名持ちの魔女など、ほんのごくわずかしかいないので話題にもならないのかもしれないが……

　しかし、だとすれば、その英雄ヒーローとやらに会いたいための夏花の行動が、逆に夏花をセイラムに縛り付けてしまったというのか。

　なんて皮肉なことだろうか。

　そんな俺の心を読んだように、委員長は言葉を続ける。

「脱走騒ぎを起こさなくても、夏花の魔力なら、いつかは異名持ちになっていたでしょうけどね」

　なんのフォローにもならない委員長の言葉を、俺おれは苦く受け止める。

「だから、この子は世界を変えようとしている。魔法の意味そのものを変えてしまおうとしているの」

　その委員長の一言が、バラバラだったピースを一つにつなぎ合わせてくれた。

　これですべてがわかった。

　夏なつ花かが男子魔法部などという馬ば鹿かげた部を立ち上げたことも。

　男に魔法を教えることに必死なのも。



「恥ずかしい昔話をしないでよね」



　突然、横で夏花がぼそりと呟つぶやいた。

「うわっ、起きていたのか!?」

「さっきからね」

　夏花は机にあごを乗せたままの姿勢で、むすーっとした顔をしている。

「いや、あの……そのな」

「別に同情なんていらないわよ」

　むくりと身体からだを起こすと、夏花はそのまま立ち上がった。

　そのときさらりと夏花の長髪が俺の頬ほおをくすぐり、ほのかに甘い香りを漂わせる。



　ダンッ！



　一瞬、心奪われた俺の目を覚ますかのように、夏花は大きく床を踏みしめた。

「外の世界が私を嫌うのなら、世界を変えてやる！」

　夏花は叫んだ。

「魔法を嫌うのなら、みんなが魔法を使える世界にしてやる！」

　また叫んだ。

「みんなが魔法が使えるようになれば、きっと楽しくなるよっ！」

　最後にそう叫んで、夏花は俺に勢いよく手を差し出した。

「きみだって、そう思うよね!?」

　同意を求めるように。

　協力を求めるように。

　そして――助けを求めるように、手を差し出したんだ。

「当たり前だろ」

　俺は右手で夏花の手を握り、立ち上がった。

　夏花はちょっと照れくさそうに、だけど嬉うれしそうに笑った。

　俺に笑いかけてくれた。

「一緒に頑張りましょ！」

「あ、ああ……」

　そんなまぶしいばかりの夏なつ花かの笑顔に、俺おれはぎこちない笑いを浮かべることしかできなかった。

　黒い手袋に包まれた左手を背中に隠しながら……正直、俺は夏花の英雄ヒーロー様とやらに嫉しつ妬としていたよ。

　きっとそいつなら、この笑顔を真正面から受け止めてやることができたんだろうな。



◆◇◆



　けだるい朝だった。

　どうにも俺は夏花の英雄ヒーロー様とやらのことがひっかかって、また一人教室でキャストパズルをカチャカチャやっていた。

　夏花があっさり解いてしまったので、新しいパズルに挑戦である。

「どうした、男。元気ないな」

　俺がカチャカチャと悪戦苦闘していると、あいかわらず眠そうな顔をした壺つぼ井い刻とき代よが声をかけてきた。

　いまだに俺のことを『男』と呼ぶのも、あいかわらずだ。

　ちさ先生並みの幼女体形で、その眠そうな目つき以外はまるで日本人形のように可愛かわいいのに、言動がぶっきらぼうなうえやたらと物ぶつ騒そうだったりする。しかも、死霊魔術部などというおどろおどろしい部に入っているそうなので、正直あまり関かかわり合いたくない相手であった。

「除霊してやろうか？」

「いや、結構」

　いきなり朝から聞きたくない類たぐいの言葉を聞かされ、さらに気が滅め入いるようだった。

「そうか、いろいろくっついているから心配してやったんだけどな」

　刻代はぼそっと言い残して、そのまま立ち去ろうとする。

「ちょっと待てぇい。気になるこというなよ！」

　俺はキャストパズルを放ほうりだして、刻代の袖そでをひっぱった。

「大丈夫……悪い霊はあまりなさそうだ」

「いやいや、それでも気になるからっ！」

「……知っているか？　人間の身体からだにはたくさんの細菌が住み着いていてな……いちいち気にしていたら生きていけないぞ」

「霊をビフィズス菌とかと一緒にすんな」

「ぬぅ、もし無菌生活を希望するというのなら、防腐剤漬けになるという手もあるが……それには一度死んでもらうしか……いま死ぬか？」

「そんなことはいってねぇ～っ！」

　なぜ同級生をそういう目でしか見られないんだ。

　おまえは死神と邪じや悪あくな契約でもしているのか？

「なに、死ぬの？　あんた死ぬの？　だったら、死ぬ前にこの薬を飲んでみてよ。人体にどんな影響があるのか試してみたいから」

　俺おれたちの話を聞きつけた綾あや音ねが後ろから抱きついてきた。

　ううっ、背中に直接ふくらみの感触が……

「ほらほら、あんたのために飲みやすい錠剤タイプに仕上げたのよ」

　薬のコマーシャルみたいなことをいいながら、綾音は後ろから俺の鼻先に紫色の丸い錠剤を差し出した。

　いつもみたいなひどい匂においはしないけど……なんか錠剤から虫の足みたいなものが飛び出しているんですけど？

　しかも、まだカサカサ動いているんですけど？

「私の男に、妙な添加物を入れるのはやめろ」

　刻とき代よが綾音の肩をつんつん突きながら、低い声で抗議する。

「そのぐらい我慢しなさい。どうせ薬漬けにするんでしょ？」

「……ああ、それもそうか」

「納得するなぁ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「おっと、チャ～ンス」

　抗議の声をあげた俺おれの口に、綾あや音ねが錠剤を放ほうり込んだ。

「うぐっ！」

「吐き出しちゃあ駄だ目めよ。貴重な薬なんだからぁ～ん」

　そういって、綾音は俺の耳元に息を吹きかける。

「うぐんっ!?」

　その生なま温あたたかくて、微妙にくすぐったい感触にぞくぞくっとして、俺はうっかり錠剤を飲み込んでしまった。

「の、飲んじまった！」

「飲み薬なんだから当たり前でしょ？」

「解げ毒どく剤、解毒剤をくれっ！」

　俺はみぞおちをバンバン叩たたいて、なんとか吐き出そうとするが、人間ポンプじゃないんだからそうそう都合良く出てくるわけない。

「失礼ねぇ。毒なんかじゃないわよ」

　綾音は俺の首に回していた腕をほどいて、自分の両腰に当てた。

「そんなの信用できるか！」

「じゃあ、いま気分はどんな感じなのよ？」

　綾音にいわれて、俺は少し落ち着いて自分の身体からだの具合を確認してみる。

　特に異常は感じられない。

　熱も出ていなければ、腹も痛くない。ただ、ポカポカと身体が温かくなってきた気がする。

「……なんの薬だったんだ？」

「栄養剤みたいなものよ。どう、元気でた？」

「あ……うん、そうだな……」

　確かに効き目はあったようだ。

　いままで感じていた朝のけだるさがすっきり解消されている。

「男にくっついてたのも去っていった」

　あごに手を当てて俺のことを観察していた刻とき代よが呟つぶやいた。

「え、ほんとに？」

「よかったな」

　そうか……なんだかんだいっても、二人とも朝から元気のない俺のことを心配してくれていたみたいだ。

　ちょっとその方法が変わっているが、これは感謝すべきことなんだろう。

　なぜなら、俺は心の内からわき上がってくる心地良い気持ちが、ひさしぶりに感じる、嬉うれしさというものだと気づいたからだ。

「あの……ありがと――」

　俺おれが礼をいおうとしたとき、綾あや音ねは驚いた顔で刻とき代よに声をかけた。

「へえ、この薬って、除霊もできるんだ」

「……たぶん、陰の気が消えたからだな」

「なるほど、そんな副作用があったのかぁ。いや～、やっぱり人体実験はためになるなぁ」

　綾音はすっかり上機嫌だ。

「薬やく師しの魔法薬にしては上出来だ。召喚魔法サモンが失敗したときのために少し分けてくれ」

「クラスメイトでも、代金は請求するからね」

「むう、死霊魔術部につけておいてくれ」

「はい、毎度あり」

「こ、こいつらは……」

　なにやらいそいそと取り引きを始める二人を見ていると、なんだか急に礼をいう気が失うせてしまった。

「そういや、壺つぼ井いは召喚魔法が得意なんだよな」

「そうだよ」

　綾音と取り引きを終えた刻代は、いつものぼーっとした顔で俺を見上げる。

「じゃあ、トースっていう小人を召喚したって話を知らないか？」

「小人だって？」

「言葉を喋しやべるやつで、自分の意志で動いていたようなんだけど」

　餅もちは餅屋。

　いくら魔女狩りウイツチハンターの俺でも、魔法のことは魔女に聞くのが一番である。特に召喚魔法は複雑な魔法のため、いまだ未知の部分が多い分野である。

「そんなものを呼んだ噂うわさは聞いたことがないが」

　人差し指をこめかみに当てて、刻代は首を傾かしげている。

「言葉を喋るなんて上物を呼び出すとなれば、儀式も大がかりになるし、予算もかかる。文化祭とかのイベントでもなければやることはない」

「去年のイベントで召喚されたんだったら、どの部がやったとしてもバンバン宣伝するはずだしね」

　綾音が口を挟はさんできた。

「それだったら、私の耳にも入るはずだぞ」

　綾音と刻代の二人とも、あのトースについては心当たりがないらしい。

　あんな珍しい召喚獣だから、刻代ならば噂ぐらい聞いたことがあると思ったのだが。

　しかし、二人の話から、あのトースが部活動の一環で召喚されたものではないことがわかった。

　となると、誰だれかが秘ひ密みつ裏りに儀式を執とり行ったというわけだ。

　しかも、セイラムの魔女たちですらなかなかできないような、大がかりな召喚魔法を使って。

「あの……」

　こうなると生徒の仕し業わざ以外も考えないといけないかもしれないな。

「あの……すみません……」

　そうだ、教師がやったとも考えられる。

　なにしろ教師たちは、生徒以上に魔法に精通した魔女なのだから。

「あのっ、あのっ！」

　うーん、こんなことならマクダフ機関から教員名簿をコピーしてくるんだった――

「こらぁ、あんた！」

「おい、男」

　俺おれが思案していると、いきなり綾あや音ねが頭を叩たたき、刻とき代よはすねをつま先で蹴けってきた。

「うおっ、痛っ、すねは痛いって！」

「ハンナが声をかけてるでしょうが、無視すんな！」

　綾音はすねを押さえて飛び跳ねている俺の頭をガシッとつかんで、ぐるりと回転させる。

　すると、俺のすぐ背後に金髪少女が立っていた。

　両手の指を合わせてモジモジしながら、俺を見上げている。

　一度も話をしたことはなかったが、外人という目立つ特徴と、やたらと俺を避けている子ということで彼女は印象に残っている。

　名前はハンナ・シュプレンガー。ドイツ人らしい。

　金髪碧へき眼がんの白人らしい目鼻がはっきりした顔立ち。ただ、外人にしてはちょっと背は低いかな。

　自己紹介の挨あい拶さつでは、やたらと日本語が上う手まかったので、ずっと日本に住んでいるのかもしれない。日本よりもずっと大きな魔法特区がある魔女の本場ドイツから、わざわざ日本のセイラムに来たということは、なにか家庭の事情でもあるのだろう。

「あの……朝あさ倉くらさんにお願いがあって……」

　蚊の鳴くような声でなんかいってる。

「えっ、なに？」

　俺は聞き取れないので、耳に手を当てた。

「ひっ！」

　すると、ハンナは両手で自分の頭をかばって身体からだを縮ませた。

　な、なんか怯おびえられている？

「いや、なにもしないって」

　俺はゆっくりと手を下ろした。

　手をあげたのを、殴なぐるとでも勘違いしたのだろうか？

　俺って、そんな乱暴な男に見えるのか？

　ちょっとショックだ……

「なにか、俺に用なのかな？」

　まるで俺おれを血に飢えた野獣かなにかのように警戒しているハンナに、できるだけ優しい声で問いかけてやった。

「あの……その……私……」

「んんっ？」



「私、男子魔法部に入りたいんですっ！」



　意を決したかのように、ハンナは叫んだ。

「いま……なんて？」

　その意外な申し出に、その場にいるみんなでポカーンとしてしまった。

　そして、ちょっとだけ早く我に返った綾あや音ねと刻とき代よが、ひそひそと話し合っている。

「まさか、あの大人おとなしくて優等生のハンナが……意外に積極的なんだ」

「ハンナめ、男を狙ねらっているのか。私のなのに」

「こりゃあ、うかうかできないかも」

「やっぱりいまのうちに死なすか」

　そこそこ、密談はもう少し静かにお願いします。

「でも、なんで男子魔法部に……？」

　俺は二人を無視して、ハンナに尋ねる。

「そ、それは……あなたがいるから……」

「へっ？」

　今度は俺が硬直する番だった。

「あっ、いや……そういう意味じゃなくてっ！」

　頬ほおに手を当てて、かああっと真まっ赤かになっている。

　ああ、なんだろう。

　すごく心が和む。

　セイラムに来てからずっと女子に囲まれていたけど、こういう気持ちになったのは初めてかも。

　深い森の中で、可か憐れんな花をひとつ見つけたような。

「いや、だけど……あんまりおすすめはしないけどな――」

　この大人しそうな子が、あの夏なつ花かとうまくやっていけるかどうかはかなり疑問だ。

　俺がいうのもなんだが、下へ手たに関かかわらないほうが幸せだろう――と思っていたら。

「なに、きみきみっ、入部希望なの？」

　いきなり、俺の背後から夏花がぬうっと顔を突き出した。

「うわあっ!?」

「ハンナがうちの部に興味あったなんて知らなかったけど」

「そ、それは」

　一目でこの場の生態系がわかるような光景だった。

　夏なつ花かが肉食動物で、ハンナは草食動物。

　獲物を吟ぎん味みする目で、夏花はじろじろハンナを観察している。

　一方、ハンナは怪け我がをした子こ鹿じかのように、おどおどした目で捕食者を見つめるばかり。

「あ、あんまり大勢でも、夏花が大変だよな」

　ハンナが夏花に食べられる前に、俺おれがフォローをいれる。

「なんで私が大変になるのよ？」

　夏花は怪け訝げんそうな顔をして、俺の机からキャストパズルを取り上げた。

「いや、特訓だったら、二人だけのほうが」

　あんな馬ば鹿かな特訓に、ハンナを巻き込むのは可哀かわい相そうである。

「えっ!?　そ、そう思ってるわけ、きみは？」

　夏花はなぜか俺から目をそらしながら、カチャカチャとパズルをもてあそんでいる。どうでもいいけど、それ俺のなんだけど。

「そんな、私なんでもしますからっ！」

　それを聞いていたハンナは、真剣な顔で夏花に取りすがる。

　なんでこの子はこんなにやる気満々なんだ？

「う、う～ん、そりゃあ部員は多いほうが、なにかといいんだけど」

「だったらお願いします」

「いや、だから……」

「なんでそんなに嫌がるんです。朝あさ倉くらさんは阿あ瀬せさんと二人きりで、なにかよからぬことでもするつもりなんですか!?」

「そんなことあるわけないだろっ！」

「ば、ば、馬鹿なこといわないでよっ！」

　俺と夏花は同時に否定する。

「だったら、私も入部させてください」

　はっきりしない夏花の態度に腹を立てたのか、ハンナはさっきまでのおどおどしていた表情から一転して、厳しい目つきで俺たちをにらむ。

　うわっ、これは本気の目だ。

　なぜかよくわからないが、この子は相当強い決意を持って入部を希望しているらしい。

「そこまでいうのなら……嫌がる理由なんてないわね。昼休み、部室に案内してあげる」

　そんなハンナに夏花が折れる。

　あーあ、こんな真面目まじめそうな子が……まあ、ハンナの動機はわからないが、入部すればすぐに呆あきれて辞めることだろう。

　せめて、妙なことに巻き込まないように気を遣ってやらねば。

　そろそろホームルームの時間なので、入部の約束を取り付けたハンナは、ぺこりと大きく頭を下げてから、自分の席へと戻っていった。

　そんなハンナの背中を不安な気持ちで見送っていた俺おれは、夏なつ花かがなにか呟つぶやいた気がした。

「きみ、私と二人だけのほうがよかったの……？」

　どたばたと席に戻る生徒たちの雑踏のせいで、俺はその呟きを聞き逃してしまった。

「んっ、いまなんかいったか？」

「なっ、なんでもないわよっ！」

　夏花はバンッと俺の机にキャストパズルを戻すと、どかどかと足を踏みならしながら、後ろの席へと戻っていった。

　パズルは元の形のまま。

　どうやら、さすがの夏花もこのパズルを解くことはできなかったらしい。



◆◇◆



　昼休み。

　俺の昼飯は、コンビニで買ったおにぎりとペットボトルのお茶である。

　裏技を使ってセイラムに入り込んでいる俺は、どこかの部屋を借りるというわけにもいかず、いまはバスターミナル近くにあるホテルを仮の住まいとしている。

　おかげでいろいろ節約していかないと、財さい布ふが厳しかった。

　学園の食堂を利用したほうが、安くて美う味まいモノが食べられるような気もするが、教室以上に女子が大勢集まった空間で、ゆっくり食事ができるほど俺の神経は太くない。

　そんなわけで、男子魔法部の部室で昼飯を食べているわけだが――

「なんだこのカチコチな空気は……」

　コンビニおにぎりのビニールをはがしながら、俺は同席する二人をさりげなく観察する。

　大きな長机には夏花と俺が並んで座り、正面にハンナが一人で座っている。

　俺たち二人でハンナの面接をしているみたいな位置関係。

　実際、ハンナはかなり緊張した面おも持もちで、持参した手作りらしいサンドイッチのお弁当にも全然手をつけていない。

　一方、夏花のほうは購買部で買ってきたメロン入りカレーパンとかいう、甘いのか辛からいのかさっぱりわからないものを豪快にかぶりつきながら、紙パックのカフェオレをストローで吸っている。

「なあ、そのパンは美味いのか？」

「うん、私の天敵のニンジンが入っていないのがいいわね」

「だからって、メロンは入ってていいのかよ」

「うん、メロンはデザートだもん」

　俺が話しかけても、夏花はいまいち上の空。その視線はハンナにロックオンさせたままである。

　もっとも、夏花はハンナにガンを飛ばしているわけではなく、なにか他のことを思案しているようなのだが、だったら別のところを見ればいいのに。夏なつ花かに見つめられて、ハンナは凄すごく居心地悪そうだ。

　うーん、ここは俺おれが場を和まさねばならないのか？

　苦手なんだよな、そういうのは。

「えーと、それハンナが自分で作ったのか？」

　おにぎりを食べ終えた俺は、おそらくこの状況で一番無難であろう話題を選んで、ハンナにふってみた。

「はっ、はいっ……！」

　うつむき加減だった顔をがばっとあげて、ハンナは裏返った声で返事をした。

　なんなんだろうか？

　気を遣っての行動だというのに、なんか悪いことをした気になってしまうのは。

　しかし、ここで挫くじけてはなにも進展しない。

「やっぱり外国の人はパンがメインなの？」

「いいえ、お米も食べますけど……朝作るなら、サンドイッチとかのほうが簡単だから……」

　ぽわわっと頬ほおが紅べに色いろに染まっていく。白人だから顔色の変化がわかりやすい。

「うまそうだな、ひとつもらえるか？」

「あっ、どうぞ」

　ハンナはぎこちなくはあるが、ちょっとだけ笑えみを浮かべて、サンドイッチの入ったバスケットを俺のほうに差し出してくれた。

「サンキュ」

　ほら見ろ。

　心を込めて接すれば、お互いわかり合えるものなのだよ。

　机が広いので、俺はバスケットをちょっと自分のほうに引き寄せようとした。

「ひゃっ!?」

　いままで穏やかな雰囲気だったというのに、いきなりハンナはなにかに怯おびえるように両手を引っ込めて、身体からだごと後あとずさりをした。

　まるでゴキちゃんでも見たような反応だ。

「な、なんだよ？」

　もちろん、机の上にそんな黒い侵略者の影はない。

　あるのは――黒い手袋をはめた、俺の左手。



　えっ……もしかして？



　俺は左手をさっと持ち上げる。

「ひゃあっ！」

　ガタガタと椅い子すを鳴らして、ハンナはさらに後ろに下がった。

「…………ほれ」

　今度は右手。

　ハンナに反応はなし。

　では、左手。

「ひゃああっ！」

　なんなんだ、この子は。

　まさかジギタリスのことに気づいている？

　そんな馬ば鹿かな。

　そりゃあ、手袋はめている男子生徒というのも珍しいとは思うが、これは昔の怪け我がのせいと自己紹介で説明している。

　だいたいジギタリスの存在は公にはされておらず、マクダフ機関の人間か、よほど情報通の魔女にしか知られていない。魔女狩りウイツチハンターの武器なのだから、当然のことである。

「ほれっ？」

　俺おれは再度確認するように左手をあげる。

「ひゃっ!?」

「右あげて」

「…………」

「左をあげて」

「ひゃん！」

「左をあげない」

「ひゃっ――ええっ？」

　この子……面白いな。思わず遊んでしまった。

「こらっ、なにいじめてるのよっ！」

　そんな俺を、夏なつ花かがどこからか取り出したハリセンでスパコーンと叩たたいた。

「あっ、ごめん。つい……」

　そうだ、これは深刻な事態だぞ。

　間違いなく、彼女は俺の左手に反応している。

　いったいなぜ？

　俺がじっとハンナを見つめていると、夏花が思い切り二の腕をつねった。

「いだっ！」

「新しい子が来たからって、デレデレしないっ！　まったくなんて男なのかしら。男ってのは……もっと……きりっとしているものよ」

「そーですか、そーですか」

　そりゃあ、夏花の英雄ヒーロー様は格好良かったんでしょうな。

　俺みたいな、やさぐれた魔女狩りウイツチハンターなんかと違ってさ。

「きみも魔法が使えるようになったら、もっとしっかりするのかなぁ？」

　夏なつ花かは頬ほお杖づえをついて、俺おれのほうを横目で見た。

「しっかりしてなくて悪かったな。それに、魔法と性格はなんの関係もないぞ？」

「そんなことないわよ。だって、男たちは魔女の魔法が怖くて、こんな街に閉じ込めたんでしょう？」

「いや、それは……」

　ずいぶんと乱暴な意見だが、意外と真実をついているともいえる。

　差別や弾圧にはいろいろな原因があるが、魔女に対してのそれは未知への恐怖。それにつきるとしかいいようがない。

　しかも、マクダフ機関はその未知という要素を上う手まく利用して、そんな大衆意識を煽あおってきた。

　だから、魔女が一般社会から隔離されて、セイラムに押し込められても、誰だれも文句はいわない。それどころか、魔女たちでさえ、それが当たり前であり、セイラムの外では魔法が使えることを自発的に隠そうとするようになっている。

「だったら、みんなが魔法を使えるようになれば、もう怖がることなんかない。みんな一緒に暮らせるよね」

「そりゃあ、そうもかしれないけどな」

　たとえみんなが魔法を使えるようにならなくても、魔法への無知が改善されれば、この世界も少しは変わるかもしれない。

　魔女狩りウイツチハンターとして、魔女を知る立場にある俺でさえ、この数日間、この街であったことは驚きの連続であった。

　日常と相反するはずの魔法が、絶妙に調和しているこのセイラムの光景。

　これを一つの可能性――いや、魔法との共存が成功したテストケースとしてでもいい――もっと多くの人が知るべきものなんじゃないだろうか。

　マクダフ機関の飼い犬ごときのいう台詞セリフじゃないかもしれないけどな。



「いいえ……それは、違うと思います」



　一瞬、俺には、それが誰のいった言葉だかわからなかった。

「魔法が広まっても、誰も幸せにはなりません」

　二言目を聞いて、ようやく俺にも声の主がわかった。

　三人しかいないこの部屋で、俺と夏花でなければ、残りは一人しかいない。

「この世界に魔法は規格外の存在なんです。それを普通と感じてはいけないんです」

　そう語るハンナは、さっきまでとは別人のようにしっかりとしていた。

　入部を求めたときに見せた、強い意志を秘めた顔つき。

　まさか……ハンナは……？

「なにいってるのよ。魔法なんて当たり前のことじゃない」

　夏なつ花かもハンナの変化に戸惑っているのか、微妙な笑顔を浮かべながら、指でくるっと宙に円を描いた。するとバスケットからサンドイッチがひとつ浮き上がり、それが俺おれの手元へと運ばれてくる。

「ど、どうも……」

　夏花なりに場を和ませようとしたのだろうが、ハンナの表情は硬いままだった。

「そうしてあなたが便利に使っている力が、無む闇やみに拡散すれば――どんな混乱を引き起こすか想像できないんですか？」

「便利だと思うなら、みんなが使えるようになったほうがいいじゃない！」

　夏花は少し強い口調で反論する。

　そんな二人のやりとりを黙って聞きながら、俺は机の下で左手を握りしめた。

　精神のスイッチをいれて心眼サードアイに集中。魔力の動きを見定める。

　二人の喧けん嘩かも気がかりであったが、ハンナの豹ひよう変へんぶりはもっと気になった。

　もしかして、夏花に取り憑ついていた傀かい儡らいの魔法の仕し業わざでは？

　そう疑った俺だったが、心眼で見ても、そのような気配はまったくない。

　夏花が使った遠隔操作の魔法の残ざん滓しが残るだけだ。

「ということは……？」

　俺は心眼ではなく、ハンナ自身を観察する。

　机に置かれたバスケットに隠すようにして握られた手が、少し震えている。

　強い口調で語っているのに、顔色はやや青ざめているようだった。

　いま夏花と対決しているのは、別人などではない。ハンナ本人の意志で、その弱気な性格を懸命に隠して、夏花に自分の考えを伝えようとしているのだ。

「魔法は自然なものではないんです。ゲヘナからの魔力が引き起こす、物理法則の故障のようなもので……」

「魔女たちを故障品だっていうの？」

「そんなこといってません！」

「いってるわよっ！」

　二人の語気はどんどん強まっていくが、情けないことに、俺にはそれを止めることができなかった。

　おそらく、このハンナこそ、昨日きのう出会った公認魔女ハウンドウイツチ。

　なぜなら、ハンナが夏花に語る魔法の解釈は、マクダフ機関の見解そのもの。しかも、それは一般には広められていない内容である。

　あのときの公認魔女の姿は、帽子の魔力によってぼやかされてしまっているが、背格好はハンナとよく似ているような気もする。

　となれば、ハンナが男子魔法部に入部したのも、なにか意図があってのことだろう。

　こちらから下へ手たに動くことはできない。

　ただ、ハンナは俺おれのことなど眼中にないように、夏なつ花かへの説得を続けている。

「魔法がない世界こそ、自然なんです」

「だから、魔女は閉じ込められてもしかたがないって？」

「いまはそうするしか……魔法は社会を混乱させるだけの、悪あしきモノなんですから」

「そんなことない。魔法はもっといいものよ。ねえっ、きみだってそう思うでしょ!?」

「そっ、それは……」

　いきなり話をふられて、俺はなんと答えたらよいのかわからず口ごもってしまった。

　情けないことだが、自分のことで精せい一いつ杯ぱいだったからだ。

「なによ、はっきりしなさいよ。男ってのは、もっとシャキッとしているものよっ！」

　そんな俺を夏花は責める。少し苛いら立だっているようだ。

　たぶん、おまえの英雄ヒーロー様なら、きっとここでいいこというんだろうな。

　けれど、俺はただの魔女狩りウイツチハンターだ。

　公認魔女ハウンドウイツチの前で下へ手たなことをいえば、マクダフ機関に目をつけられることになる。

　だいたい、俺がここにいることだけでも、十分な背任行為なんだ。

　これ以上、悪化させるつもりはない。

「魔法の拡散が引き起こす社会混乱は容認できない」

　俺はマクダフ機関のお偉いさんの言葉を、そのまま借りて答えた。

　それが本当に自分の言葉かどうかなんて関係ない。

　だいたい、どれが本当で、どれが嘘うそなのかすら、俺にはよくわからないのだから。

　真実は夏花が思っているほど単純ではなく、だがハンナがいっているほど悲観的なものでもないのかもしれない。

　けれど、答えがわからないから動けないなんて言い訳――リアルの世界では通じない。

　だったら、怒らせたら怖いほうに従うのは、当然のことだろ？

「……って感じかな？」

　俺は机に片かた肘ひじを乗せ、夏花のほうに身体からだを向けると肩をすくめた。

　大きく見開かれた夏花の目。

　半開きになった口はわなわなと震え、聞き取れないほど小さな声でなにかを呟つぶやいている。

　おそらく無意識のうちに動いたと思われる手が、空になったカフェオレの紙パックを倒した。

　カタッという軽い音が、やけに大きく聞こえる。

　俺がそんな紙パックに目を向けているうちに、夏花は席を立ち上がり、部室を出て行ってしまった。

　……いや、俺はただ目をそらしていただけだ。

　その証拠に、夏花がいなくなったことでホッとしている。

　まだ、公認魔女と思われる、ハンナがそこに座っているというのに。

　――おかしいな。

　俺おれは怒らせたら怖いほうに従ったはずなんだけどな。



◆◇◆



「おまえ、公認魔女ハウンドウイツチなのか？」

　夏なつ花かが去ってしまった部室で、俺は半分投げやりに尋ねた。

　まだハンナの正しよう体たいが確定していないというのに『公認魔女』という言葉を口にするのは、あまりに軽率だったが、もう腹の探り合いも疲れた。

　というより、馬ば鹿からしくなっていたのかもしれない。

「あなたに答える必要はありません」

　ハンナの答えもまた、ほとんど自分の正体を認めたといったものだった。

「俺をマクダフ機関に通報するのか？」

「そんなことはどうでもいいことです。私がここにいるのは、ワルプルギスの夜を引き起こさないようにするため」

　ハンナはサンドイッチの入ったバスケットの蓋ふたを閉めながら、俺に目を向けることなくうつむき加減に答える。

「そりゃあ、有り難がたい」

　ずっと探していた『ワルプルギスの夜』という言葉を聞いても、俺はあまり関心を持てなかった。

　心が重い石になったかのよう。

　もしかすると、俺がマクダフ機関で手に入れたワルプルギスの夜に関する報告書は、このハンナが提出したものなのかもしれないな。

　俺が閲覧できた内容だけでは、その正体をすべて理解することはできなかったが、公認魔女を長期潜入させるほどとは、かなりの重要案件なのだろう。

　そんな大事の前には、俺のことなど些さ細さいな問題ということか。

「じゃあ、これで」

　俺は席を立ち上がる。

　ここに長居をしても、なにもいいことはない。

「……ひとつだけいわせてください」

　部室から出て行こうとする俺の背に、ハンナがいった。

　俺は戸に手をかけたまま、足を止める。

「私は魔女狩りウイツチハンターが嫌いです。中でも、あなたのジギタリスが一番嫌いです」

「あっそう」

　ハンナに振り向き、俺は黒い手袋をはめた左手をあげる。

　すると、席についたままこちらをにらんでいたハンナが、ビクッと身をすくませた。

　警戒心と憎ぞう悪おを露あらわにした目つき。

　いったいこのジギタリスについて、どんな噂うわさを聞いているんだろうな。

　どうせろくな事じゃないだろうけど。

　俺おれたち魔女狩りウイツチハンターの名は、公認魔女ハウンドウイツチを組織に縛り付けておくための脅し文句としても使われているらしい。仕事をしない猟犬ハウンドは、狩人ハンターに処分されるってわけだ。

　俺は口の端をあげて、軽口を叩たたく。

「実は、俺もこれが嫌いなんだぜ。気が合いそうだな」

　嗜し虐ぎやく的な気持ちがわき上がっていたが、それがハンナに向けてか、それとも自分自身に向けてなのか、それは俺にだってわからない。

　ハンナはまるで汚いものから目をそらすように、顔を伏せた。

「……すぐにこの街から出て行ってください。あなたのような人には、セイラムにいてほしくありません」

「おまえだって、マクダフ機関の犬だろうに」

　俺はそう言い残し、ハンナの反応を見ることなく、部室を出て行った。

　負け惜しみとは情けない。

　いや、それだけじゃない。

　夏なつ花かを傷つけ、ハンナに軽けい蔑べつされ、マクダフ機関に尻尾しつぽを振る。



　俺はなんて……なんて情けない負け犬なんだろう。



    

  
    
      




第五章　ワルプルギスの夜は赤く更けて





　午後の授業に、夏花は出てこなかった。

　後ろの席の静かさは、俺の背中に重くのしかかる十字架のような気がする。

　これからのことを考える。

　この学園にはもういられないだろう。

　ハンナだって、いつまでも見逃してくれるわけではあるまい。

　マクダフ機関に気づかれる前に、さっさと逃げ出すのが唯一の正解である。

「まったくなにしに来たんだろうな……俺は……」

　ちさ先生の終業のホームルームが終わってからも、俺はしばらく教室に残っていた。

　教室にはまばらに生徒が残るだけ。

　ハンナはいない。

　俺のことを無視しているのか、それとも顔も見たくないというのか。

　まあ、そんなことはどっちでもいい。

　俺は窓の外を見る。

　噴水のある前庭には、たくさんの生徒が歩いている。

　丘の下には、セイラムの街並み。

　この街独特の妙に入り組んだ道路が、まるで迷路のようにも見える。

　魔女たちを閉じ込めておくための巨大な迷路。

「それがこの街の役目だからな」

　わかりきったことを一人呟つぶやいていると、後頭部を誰だれかに突かれた。

「なに、格好つけてるの？」

　声をかけてきたのは綾あや音ねだった。

「また、俺おれを実験体にするつもりか」

「元気ないみたいね。今け朝さの栄養剤を飲んでみる？」

　綾音はたくさんの薬が仕込んである上着の中に手を入れてまさぐったが、しばらくして苦笑した。

「ごめん、逃げちゃった。あまり活きのいい材料を使うのも考えものね」

「どんな材料を使ってるんだよっ!?」

「えっ、聞きたい、聞きたい？」

「いや、聞きたくない」

「長年の研究の結果、ようやく発見した、すっごく意外で身近で安価な材料なんだけどね。ヒントは――」

「いうなよっ！　絶対にいうなよっ！」

　すでに俺の腹には、その材料が入っているのだ。

　世の中には、聞かないほうが幸せということもあるのだ。

　必死になって止める俺に、綾音はクスリと笑った。

「まっ、いいか。ちょっとは元気が出てきたみたいだし」

　そういったときの綾音の表情は、いつもの大人おとなびた顔つきよりも少し子供っぽく見えて、いままでよりも親近感を憶おぼえた。

「今日きようは夏なつ花かと部活じゃないの？」

「いや、もう夏花もあきらめたんじゃないかな」

「なにを？」

「俺なんかに魔法を教えてもしかたないってことだよ」

「ふぅん」

　綾音は両方の眉まゆをあげる。なにか物言いたげな顔つきだ。

「……なんだよ」

　じっと無言で見つめる綾音に、俺は我慢できずに自分のほうから問いかける。

「あんた、夏花を甘く見ているわよ」

「なにがだよ」

「あいつのあきらめの悪さを知らないっていってるの」

　まるで自分のことを話すかのように、綾あや音ねはどこか自慢げにいった。

「なにがあったか知らないけど、あいつのしつこさは半端じゃないんだから」

「そういうことじゃないんだよ」

「そういうことなのよ。でなきゃあ、なんで私たちがあんたをあいつに預けていると思うのよ。一度こうと決めたら、絶対にあきらめないやつだから、しかたなくなのよ」

「けど、俺おれなんてそんなにこだわるようなものじゃないだろ……？」

　男子魔法部員として必要としていた夏なつ花かはともかく、綾音たちにとって、俺なんかは珍しい実験材料以上のものではないだろうに。

「私たちのことを怖がらないでくれるだけでも――結構、嬉うれしいんだよ。普通の人たちは、そういうの無理みたいだから」

　綾音のその『無理』という言葉には、おそらくたくさんの意味が込められていることだろう。

　無理という一言では、とてもあきらめられないほどの意味が。

　そして、それをあきらめきれずにこのセイラムで抵抗を続けてきた魔女を、俺は知っている。

「けれど……」

　俺はそんな夏花を裏切ったのだ。

「やっぱ男ってのは、ぐずぐずしてて駄だ目めねぇ」

　綾音は俺の横に回って、肩に手を回した。

　ふわりと漂うバラと魔法薬が混ざった、綾音独特の香り。

　肩から背中に感じる手の感触と温かさ。

「じゃあ、あれはなんなの？」

　俺の耳元で綾音が囁ささやく。

　ガラッと勢いよく開いた教室の戸。

　その音に気づいた俺は、綾音に抱きつかれているような状態で動けなかったため、首だけを伸ばすようにしてそちらを見た。

「ちょっと目を離せば……きみってやつはぁ～っ!!」

　文字通りメラメラと燃え上がっている夏花がそこにいた。

「ほらね、じゃあごゆっくり～」

　綾音は悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべると、俺のあごを指でするりと撫なでてから、そそくさと去っていった。

「よ、よお……午後はどこ行ってたんだ？」

　残された俺は、一歩一歩、床を焦がしながら近づいてくる夏花に愛あい想そ笑いを浮かべる。

　やばい、今度こそ黒こげにされる。

　確かに夏花のあきらめの悪さは、俺の想像以上らしい。

「あとでゆっくり教えてあげる」

「あと……って、いったいなんのあとかな……？」

「すぐにわかるわよ」

　夏なつ花かの背後から、あの炎を身に纏まとった火焔猫フレイムキヤツトたちが、ひょこひょこひょこっと何匹も顔を出した。

「にゃにゃにゃ～ん」

　その全部が目をキラーンと輝かせ、おきにいりのオモチャを見つけたような顔で俺おれを見つめている。

　ただ、そんな猫たちの肌を焦がす熱気を感じながらも、なぜか俺はホッとしていた。

　安あん堵ど。

　そう呼んでしまうのは簡単すぎる。

　簡単すぎるが――そんな自分の単純さが、少しだけ心地良い気もする。

　いなくなってしまった人が帰ってくる。

　たったそれだけのことで、こんな気持ちになれるなんて、しばらく俺は忘れていた。

　それだけのことが、こんなに大切だってことを、すっかり忘れていた。



　……もっとも、ほんの数分後。

　そんな気持ちは、性しよう悪わるな猫たちに黒こげにされてしまったんだけどな。



◆◇◆



「おまえは手加減ってものを知らないのか！」

　火焔猫フレイムキヤツトたちに戯じやれられて、すっかり黒こげになった俺は、夏花に引きずられるように部室へと向かっていた。

「私が午後の授業をサボってまで捜し物をしていたってのに、綾あや音ねなんかとイチャイチャしているから悪いのよ」

　夏花はぐいっとひっぱる手に力を入れる。

「うぉっ……とっ」

　俺は前のつんのめりながら、よろよろっと夏花の横へ並んだ。

　そのついでに、俺は夏花に問いかける。

「おまえ、怒ってたんじゃなかったのかよ？」

　昼休み前なら、とてもこんな風ふうには聞けなかっただろう。

　だが、いまはそんなわだかまりなどすべて水に流して――ではなく、火が燃やしてくれた気がする。

「怒ってたわよ、きみがくだらないことをいうからねっ！」

「じゃあ、なんで……あんなことをいった俺を……？」

　俺の裏切りを許してくれたのか。

　いや、それよりも、また俺おれを男子魔法部へと迎えようとしてくれるのか。

「きみきみっ、それはこっちの台詞セリフよ。なんであんな嘘うそをついたわけ？」

「えっ、なにが嘘だって？」

「昼休み、変な嘘をついてハンナに味方したでしょ!?」

　立ち止まった夏なつ花かは、俺の胸をついて上目遣いににらみつける。

「嘘……って」

「魔法が悪いものだっていった！」

「それは――」

　あのとき、俺自身にすら、その言葉が本当か嘘かなんてわからなかった。

　いや、そもそも本当も嘘もないのだと思う。

　少なくとも、俺の中ではそんな簡単に二分できるものでは――いやいや、違う。

　俺はもっと簡単な方法で選んでいただけだ。

　自分ではなにも決めないで、答えから逃げるという、もっとも安あん易いな方法を。

「ううん、嘘とはちょっと違うかな。でも、本心からの言葉じゃなかった……そうでしょう？」

「なんでそんなことがわかるんだよ」

「顔を見ればわかるよ。あのときのきみは、すごくつまらなそうに見えたもの」

「いや、俺は――」

「もっとしっかりしてよね。きみはもっと素敵な男の子のはずだよ」

　夏花は俺の背中をポンと叩たたいて微笑ほほえんだ。

「……期待なんかしないでくれ」

　俺にとって、そんなものは重荷でしかない。

　無理矢理埋め込まれたジギタリスのおかげで背負わされた、魔女狩りウイツチハンターとしての責務。

　それと同じだ。

　できるだけ身軽な生き方が、俺の性に合っている。

　だから、このジギタリスを無効化させるワルプルギスの夜を探しに来た。

　それなのに……そのつもりでいたはずなのに、夏花に背中を叩かれたとき、俺はそれほど嫌な気持ちはしなかった。

　俺は夏花の英雄ヒーロー様にはなれないが、せめて彼女を裏切るようなことだけはせずに、ここから去りたい。

　すっかりマクダフ機関の汚れ役が身についていた俺が、柄にもなくそんなことを思っていた。

　なぜなら、たとえ俺がすべての汚れを被ったとしても、きっと夏花は傷つくだろうからだ。

　夏花は隠しているが、俺は気づいている。

　昼休みの部室で俺がハンナに同意したときの夏花の表情。

　まるで親に置いてきぼりにされた子供のような――俺おれは辛つらくて目をそらしてしまったが、それでもわかる。

　あのとき、夏なつ花かは傷ついていた。

　俺なんかの言葉で傷つけてしまった。

　なぜか？

　それは俺が良くも悪くも、夏花に信頼させてしまっていたからだ。

　だから、俺の言葉なんてくだらないものが、夏花を傷つけることになってしまう。

　まったく、面倒なことになってしまったものだ。

　なにより、なにが面倒かって――



　俺自身がその信頼を重荷と感じていないことだ。

　困ったことにな。



◆◇◆



「あの石頭のハンナを納得させるためには、それなりの証拠を見せつけてやらないと駄だ目めだと思うのよ」

　放課後の男子魔法部の部室には、俺と夏花の二人きり。

「どうやって？」

「それは、きみが魔法でみんなの役に立てばいいのよ」

「えと？」

　なんだか、いろいろたくさんの過程プロセスが抜かされている気がするのだけども。

　夏花のアイデアに微妙な顔をしている俺を、夏花は首を傾かしげて見つめている。

「ん～、きみにはわかんないのかなぁ？」

　まるで物わかりの悪い幼児に、どのように説明してよいか困っているお母さんのような、「むにゅん」とした顔つき。

「いや、そんな顔しなくても、おまえのいっていることはわかっているからっ！」

　いたたまれない気分になって、俺は夏花の生暖かい視線を手のひらで隠した。

　そう、いいたいことはわかっている。

　俺が魔法を使えるようになって、世の中の役に立てば、ハンナの考えを覆せるというのだろう。

　そんなに世の中、単純ではないが、千里の道も一歩からという。

　なにかを始めなければ、なにも変わらない。

　それは俺にもわかっている。

　ただ、最大の問題は、その第一歩を踏み出す前提条件が、なによりも困難なことだ。



　男は魔法が使えない。



　四百年に渡る魔法研究の末に導き出されたこの結論をひっくり返すことは、夏なつ花かが大好きなピンクの象と出会うぐらい難しいだろう。

　少なくとも、あの『男子魔法部・初心者にもよくわかる魔法のススメ』を実践していて魔法が使えるようになるとは、とても思えない。

　そんな俺おれの心を読んでか、夏花は人差し指を立ててにんまりと笑った。

「きみきみっ、そんな顔しなくてもわかってるわよ。やっぱり私も独学だけでは無理があると思ってはいるんだ」

「独学って……あの教本には、『学』なんていう高尚なものは、ほとんど感じられなかったけど」

　俺が読んだ限りでは、夏花の思いつきと勢い、そしてあちこちにちりばめられた誤字脱字によって構成されていた気がするのだが。



「どすこ～い！」



　いきなり俺の顔に巨大な本が押しつけられた。

　むぎゅっと鼻が上向きに潰つぶされて、肺いっぱいになにかホコリっぽい空気を吸い込んでしまった。

「ゴホッゴホッ!?」

「これを見なさい！」

　俺は壁のように視界を遮さえぎっている本を、夏花から受け取る。

　それは普段、本屋で見かけるような本とはまったく雰囲気が違う。

　大きさは教室の机の天板の半分ぐらいあり、厚みは電話帳並み。両手でないと持ち上げられないほどの重量だ。

　表紙は焦げ茶色の革で装そう丁ていされており、長い年月によってすり切れ、表題もうっすらと金色の文字が残っているだけ。

　興味本位で閲覧する者を拒絶するかのように、金属製の鍵かぎのついた革ベルトが本には巻かれてあった。

　これでは、まるで魔道書ではないか。

　俺は魔女狩りウイツチハンターの習慣から、すぐに表紙の文字を読み取った。



【THAUMATURGICAL PRODIGIES IN THE NEW-ENGLAND CANAAN】



　そのやけに長ったらしいタイトルの本は、マクダフ機関が台頭する前、公式としては最後の魔女裁判が行われたいわくのある土地において、ウォード・フィリップスという牧師が出版した書物である。

「……なんだ『ニューイングランドの楽園における魔術的驚異』か」

　俺おれはそのタイトルを読んで、少し安心する。

　これならマクダフ機関の魔道図書館にも初版と二版それぞれ保管されており、珍しくはあるが驚くほどのものではない本だ。

　いくら貴重な魔法の知識が記しるされているとはいえ、印刷された本に魔力は宿らない。

　本物の魔道書とは、魔女などの手によって執筆されたり、写本されたりして、それ自体に魔力を込められた本のことである。

　あまりに大おお袈げ裟さな装そう丁ていであったため警戒してしまったが、この本自体はそれほど危険なものではない。おそらくはオカルト趣味な好事家が、装丁を魔道書らしいものに取り替えたのだろう。人騒がせな話である。

「学園の図書館でつばきに教えてもらって見つけてきたの。昔の魔法がいっぱい書かれているらしいじゃない？」

「まあ、そうだな。魔法の記録としてはよくできているらしいけど」

「この本を参考として、ただでさえ完かん璧ぺきな『男子魔法部・初心者にもよくわかる魔法のススメ』を『男子魔法部・初心者にもよくわかる魔法のススメ・どすこ～い』として生まれ変わらせるのよ！」

「ほお……」

「のよっ!?」

「おお～、すご～い」

　なんか拍手して欲しそうな顔で見ているので、俺はパチパチと手を叩たたいた。

「えっへん！」

　そんな投げやりな拍手でも、夏なつ花か的には満足だったらしい。「ぷすーっ」と鼻息荒く胸を張っている。

　まあ、過去の魔女たちの知識を参考にしようとするぐらいにはレベルアップしてくれたのは喜ばしい。それはたいした進歩だと思うが――

「でも、この本って英語で書かれてあるんだぞ？」

「あら、そのぐらい平気よ。私だって、中学からずっと英語の勉強をしているんだからね」

　うわっ、すごい自信だな。

　新聞などの行儀正しい現代英語ならいざしらず、十八世紀の古い英語で書かれた本が、並の高校生に読めるとは思えないが。少なくとも、俺なら三行でギブアップするね。

「だけど、この本はどうやって開くのかな？」

　さっきから夏花は何度もひっくり返して本と格闘している。

「鍵かぎがないと無理じゃないのか？」

　たいがい魔道書というものは他人に読まれないような工夫がされているもの。本に鍵をかけるぐらい珍しいことではない。

「んんっ……あれれっ、なんだっ、このっ！」

　やがてしびれを切らせたのか、夏なつ花かは「しゃきーん」とハサミを取り出した。

「なっ、ちょっと待てっ！」

「なによ？」

「まさか、そのハサミでベルトを切る気じゃないだろうな？」

「そうよ。でなきゃあ、読めないじゃない」

　夏花はハサミをシャキシャキいわせながら、さも当然のことのようにいう。

「いやいやいや、そうかもしれないけどさぁ」

　いくら魔道書を真ま似ねた『それっぽい』だけの装そう丁ていでも、かなりの年代物と思えるこの本を傷つけるのはどうにも気が引ける。

　ところが、夏花のほうは一歩も引かない。

「本は読むためにあるの。読めない本なんて、ただの硬いマクラよ」

　いや、確かにそれは正論だけど……

　なんだろう、もしかして、俺おれのほうがちっちゃい人間なのなか？

「だったら、ヘアピンかなんかないか？　鍵かぎ穴あながあるなら、開あけられるはずだ」

「男のくせに、細かいこというわねぇ」

　ぶちぶちいいながら夏花は耳の上あたりから、一本のヘアピンを抜いた。

　へえ、そんなところにヘアピンをさしていたのか。長い髪に隠れているから気づかなかった。

「なぁに、じろじろ見て」

「いや、綺き麗れいな髪だなって」

　かき上げられて露あらわになった、耳のあたりのほつれ髪がやけに色っぽく感じがする。

「きっ、きみは馬ば鹿かなの？　いいから、さっさと開けなさい！」

「わ、わかった」

　ううっ、うっかり口がすべって本音をいってしまった。

　俺は気恥ずかしさを誤ご魔ま化かすため、本を閉じるベルトの鍵に必要以上に顔を近づけて、作業に没頭するふりをした。

「……思った通り、見た目は頑丈そうだけど中身は単純だな。所しよ詮せん、百年以上前の鍵だからな」

　おかげで、ヘアピンのようなあり合わせの道具でも、ほんの数分で開くことができた。

「どうだい、切らずにすんだろ？」

「ほぉ～っ、きみって器用なんだね～」

「いや、鍵が簡単だったからだよ」

　実のところ、この鍵開けは魔女狩りウイツチハンターの仕事に必要だから身につけたもので、あまり人様には披露したくない特技だった。

　俺はあまり追究をされない内に、夏花に本を差し出す。

「ほら、あとはおまえの仕事だろ。俺おれは英語は苦手だからな」

「まっかせなさいって……よっこらしょっと」

　夏なつ花かは重そうな表紙を開く。

　黄色く変色して、ところどころに染みの浮かんだページには、細ほそ々ぼそとミミズののたくったような文字がぎっしりと書かれてある。見ただけで頭が痛くなりそうな本だった。

「なになに……ふむふむ……」

　最初の一ページ目で断念するかと思ったが、なんと夏花は熱心に読み始めたではないか。

　正直、これには驚かされた。

　まさか、夏花がこれほど英語の読解力に優れているとは。

　と、同時に意地悪な疑問がわき上がる。

「おまえ――本当に理解しているのかよ？」

「なっ、失礼ねっ!?」

　夏花はがばっと顔をあげると、口をとがらせて文句をいった。

「じゃあ、ここはなんて書いてあるんだよ？」

　俺は夏花が開いているページを適当に指差してみる。

「えーと、それは入口に隠れている……ヴァルハラのオーディンでもあり――？」

　なんか滅め茶ちや苦く茶ちやなことをいっているぞ。

　なんでニューイングランドの魔法記録に北欧神話が交ざってくるんだ。

「本当は読めてないんだろ？」

「なっ、違っ！　感覚的にはわかっているのよ。だけど、日本語に訳すのは難しいの」

「なんだそりゃ？」

「えーとえーと、彼はベールを被った、リンボの案内者だ……」

　夏花が眉み間けんに皺しわを寄せて読み上げている翻訳を聞いていると、俺はだんだんと不安な気分になってきた。

　ところどころに出てくる単語が、いちいち俺の心にひっかかる。

「すごい門で、それで鍵かぎ……虹にじ色いろの泡が……」

　呪じゆ文もんのように夏花が単語を拾い上げている途中で、俺はいままで忘れていた重大なことを思い出した。

「ちょっと待て、そういえば『ニューイングランドの楽園における魔術的驚異』は……凝ゴシック体で印刷されているはずだぞ!?」

　ところが、夏花が読んでいる本は――紛れもなく直じき筆ひつ。

「くそっ、なんでさっき気づかなかった!?」

　俺は自分の迂う闊かつさに腹を立てながらも、すぐに夏花の手から本をはじき飛ばそうとする。

「きみっ、なにするの!?」

　ところが、まるでその本は机に釘くぎで打ち付けられたかのように微動だにしない。

　ただ、俺の手がぶつかったはずみでパラパラとページが最初まで戻った。

　表紙をめくった次のページ。そのなにも書かれていない空白のページの中央には、小さく【BOOK OF EIBON】とだけ書かれてある。

　それを見た俺おれは、あまりの戦せん慄りつに身の毛がよだった。

「よりによって、『エイボンの書』だと……」

　それは俺も噂うわさでしか聞いたことのない禁断の書。

　あまりに希少なため、マクダフ機関の図書館にすら所蔵されていない魔道書である。

　魔女すら恐れる禁呪が数多く記しるされているといい、数百年に渡り、幾度も焚ふん書しよ処分を受けてきたにも関かかわらず、いまだこの世の闇やみに密ひそかに伝えられてきた。

『ニューイングランドの楽園における魔術的驚異』の装そう丁ていはただのカモフラージュ。

　その中身が、世界三大魔道書のひとつと数えられる『エイボンの書』だったなんて。

　こんな偶然が……



「いや、これが偶然のわけがあるかっ！」



　俺が『エイボンの書』に飛びかかろうとしたとき、本のページが内側からめくられ、そこから何者かが現れた。

「そのとおり。すべてはこのワシの思おも惑わく通りよ」

　ちょうど『エイボンの書』と同じぐらいの大きさの女の子。

　以前会ったときと同じ、アラビアンナイト風ふうの出いで立ち。

「トース、おまえが仕組んだのか？」

「ワシがゲヘナに帰るために協力してもらうぞ」

　トースはにんまりと笑うと、その大きな瞳ひとみが虹にじ色いろに変化した。

「なにをするつもりだっ！」

「もはや貴様などに用はない。鍵かぎを持つ娘と、『エイボンの書』の魔力による後あと押おしがあれば、あれを顕現させることができる」

　トースが右手をあげると、夏なつ花かの胸から光があふれ出した。

「な、なにこれ……？」

　夏花はあふれる光を手で押さえようとするが無駄だった。

　その光は、夏花の服も手も素通りして、トースの元へと水の流れのような動きで集まった。

「これぞワシを開く鍵よ」

　それは夏花に相応ふさわしい、炎の形をシンボル化したような、オレンジ色の光を発する水晶のような魔力の塊かたまり。

　だが、ただの魔力ではない。

　あれこそは、夏花が持つゲヘナの門を開くための鍵。

　普通の人間の鍵は魂たましいの奥おく底そこに埋まい没ぼつしているが、魔女の鍵はこのように魔力を宿し、活き活きと光り輝いている。これが魔女と、魔女でない者の最大の違いである。

　魔女たちは、この鍵かぎを使ってゲヘナの門を開き、魔力を引き出しているのだ。

「なに、私、なにをされたの？」

　夏なつ花かには自分がなにをされたのかわからないらしい。

　しかし、それはしかたないだろう。魔女のゲヘナの鍵が顕現するなど、俺おれだって聞いたことがない。

　ただ、俺はトースが夏花の鍵を取り出したことよりも、その炎を思わせる形状のほうに心を奪われていた。



　――以前、俺はあの鍵を見たことがある。

　それは心の奥おく底そこで、ずっと眠り続けていた記憶。



「これで究極の門は開かれる」

　俺が一瞬惚ほうけている間に、トースは夏花の鍵を手にして、窓から外に出ようとする。

「まっ、待てっ！」

　俺はトースから鍵を奪い取ろうとしたが、その手は虚むなしく空くうを切った。

「なっ!?」

　当たり前だ。ジギタリスが発動していなければ、俺は魔力に触れることすらできない。

　そんな初歩的なミスをするほど俺は焦っていた。

「はははっ、すぐに終わる。大人おとなしくしておれ」

　トースはそんな俺をあざ笑いながら、窓をすり抜けて外に出て行った。

「夏花、追うぞっ！」

「どうしたっていうのよ!?」

「説明はあとだ」

　ほとんど叩たたき壊すような勢いで窓を開あけると、俺は外へと飛び出した。

　放課後のため、人気のない前庭。

　夕暮れに染まるセイラムの街並みを見下ろすことのできる、一番眺めのよい場所。

　そこで、トースはまるで俺たちを待ち構えるようにして浮かんでいた。

「さあ、ワルプルギスの夜が更ける」

　そういって、トースは夏花の鍵を自分の胸に空あいている鍵穴に押し当てた。

　夏花の鍵の光が、鍵穴の奥へと吸い込まれていく。

「ワルプルギス……ワルプルギスの夜だって――!?」

　俺の驚きの声は、ドンッという地鳴りにかき消された。

　反射的に目を閉じてしまった俺が、再び目を開いたとき――信じがたいモノがそこには顕現していた。

　それまで見えていたセイラムの街並みを覆い隠すように、俺の視界一いつ杯ぱいに黒い壁が立ちはだかっていた。

「いや、これは……門か？」

　天を突くような巨大な門だった。

　学園の尖せん塔とうよりも高く、それにしては横幅が狭い。まるでロケットのような形の門。

　緑青の浮いた金属製で、表面には幾何学的でありながらどこか生物的にも思える、奇妙な装飾が施ほどこされている。

　いったいなにを閉ざすための門なのか……いや、そんなことはわかりきっている。

「この地とゲヘナは、いまつながれる」

　この巨大な門に比べれば、まるで芥け子し粒つぶのようなトースが高らかに宣言した。

　その声はあたりに反響して、やがてゴーンゴーンという鐘のような音へと変化した。

　同時にあり得ないことが起きる。

　あの巨大な門が開き始めたのだ。

　いや、門が開くのは当然ともいえるだろうが――それでも俺おれには、それが空が落ちてくるとか、海が干からびるといったことと同様の、とてもあり得ないことが起きたとしか思えなかった。

「ねぇ、なにか起きるの……」

　夏なつ花かが珍しく気弱な声をあげて、俺の腕に取りすがる。

　しかし、そんな夏花に声をかけてやる余裕は俺にもなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　開かれた門からドロリとなにかがあふれ出している。

　それはおそらく魔力なのだろうが、俺おれにも確信はできない。

　なにしろ、いままで俺が見てきた魔力とは比べものにならない、桁けた外はずれに濃密で高密度な塊かたまりだった。

　夏なつ花かたちがゲヘナから引き出す魔力を気体とするならば、門からあふれ出す魔力は液体といえよう。その密度、質量はまったく桁けた違ちがいだ。

　魔力自体にはなんの意志もないというのに、俺はただ恐怖していた。

　地球が宇宙の中心でないと気づいてしまった天文学者も、核の可能性に気づいてしまった物理学者も、きっとこのような気持ちだったのだろう。

　知ってしまうだけで畏い怖ふを感じさせるモノ。

　まさしく、これがそうであった。

「ワルプルギスの夜って……なんなんだよ……？」

「世界を変化させるものだ」

　夏花にしがみつかれたまま身動きできない俺の背後で、いつのまにか現れていたトースが答えた。

　普通なら、世界を変化させるなどといわれても、ただの比ひ喩ゆ的な言葉と思うだろう。

　しかし、ゲヘナの門からあふれ出す魔力は、いまのトースの言葉がそのまま文字通りの真実であることを証明していた。

「そんな馬ば鹿かな……」

　こんなもの魔法のレベルを超えている。

　まるでこれは――神の所業だ。

　愕がく然ぜんとする俺の横で、夏花はトースに問いかける。

「世界を変えられるの？」

「ああ、この地には魔力が満ちあふれ、すべての理ことわりは意味を失う」

「みんなが魔法を使える世界になるの？」

「魔法などという言葉すらなくなるだろう。貴様らはただ腕を動かすだけのことに、なにか特別な名前をつけるのか？」

「これがマクダフ機関の報告書にあった、ジギタリスを無効化させるということ……」

　確かに誰だれもが魔法を使える世界となれば、魔力に触れることのできるジギタリスの価値は失われる。そもそも、魔女狩りウイツチハンターという存在すら意味を失うだろう。

「すごい、すごいよ。これでみんなが一緒になれる――」

「その通りだ。やがてこの地はゲヘナと同化する。すべては我が主の御み許もとへ！」

　空中に浮かびながら、俺たちを見下ろしてトースは宣言した。

「えっ……？」

「夏花、危ないっ！」

　俺は夏花の肩を抱いて下がらせた。

　ゲヘナの門からあふれ出した超高密度の魔力が、地面を溶岩のように流れ出してきている。それに触れたものは、煉れん瓦がだろうが、芝しば生ふだろうが……大気ですら、別のモノに変質されていく。

　俺おれの心眼サードアイでもその正しよう体たいはわからないが、この世界とは異質なモノ。

　それはまるで召喚魔法サモンの失敗で呼び出される、混こん沌とんとした魔力のガラクタだった。

　無秩序に変質していく学園の前庭を見て、夏なつ花かは青ざめている。

「なにこれ……」

「ゲヘナが広がっているのだ。貴様らも同化をしろ。魔力に埋もれ、溶けあうのだ。これこそワルプルギスの夜。ゲヘナの饗きよう宴えんぞっ！」

「夏花……こいつのいう変化は、誰だれもが魔法を使える世界どころの話じゃない」

　この世界そのものが魔力の混沌の中に沈められ、ゲヘナの一部とされてしまう。

　それがワルプルギスの夜の正体なんだ。

「こんなの違うよ。こんなのは違う……」

「そうだ、おまえの望んでいるのは、こんなことじゃないはずだ」

　夏花に向き合い肩を揺さぶる。

「おまえの鍵かぎを取り戻せ。そうすれば門は閉じるはずだ」

「……わかった、やってみる」

　そういって夏花は気合いを入れるように自分の頬ほおを二度パンパンと叩たたくと、巨大なゲヘナの門に向き合った。



『我が手に戻れ――海を越える渡り鳥のごとく』



　夏花は両手をあげて呪じゆ文もんを唱えるが、なにも変化は起きない。

　おそらくいまのは物質の遠隔操作魔法。夏花にとっては初歩の初歩であるうえに、呪文によるイメージ固定を行ったというのに……なぜか、夏花の周囲には魔力の動きすら見えなかった。

「はーっははははっ、この痴しれ者ものめ！」

　頭上でトースが腹を抱かかえて笑っている。

「そ、そんな！」

「あれ……おかしいな。魔法が……魔法が使えないよ」

　夏花は自分の両手を見つめ呆ぼう然ぜんとしている。

「ゲヘナの鍵もなく、それで魔法が使えると思ってか。だが、恨むのなら、ワシを召喚した者を恨めよ。ワシはただゲヘナに帰ろうとしているだけなのだからな」

「なら、さっさと帰って、そのでっかい門を閉じろ！」

「なにをわからんことをいっておる。ワシは究極の門そのものであると、何度もいったろうが。門は門をくぐり抜けることはできぬ。ならばいかにする？」

「ナゾナゾの相手なんかしていられるかっ！」

「ワシがゲヘナに帰ること――それすなわち、この地をゲヘナに変えることだ」

　トースは立てた人差し指をくるくる回して、上機嫌に答えた。

「このっ、ふざけるなよっ！」

「安心しろ、貴様らもすぐにゲヘナと同化し、世の真理を理解できるように――むっ、なんだあれは!?」

　いままで機嫌良く話していたトースが、急に険しい顔をして空を見上げた。

　俺おれもつられて空を見上げる。

「なっ、なんなんだ……？」

　いままでゲヘナの門にばかり気を取られていたが、いつのまにか空に赤いオーロラのようなものが現れていた。しかも、たなびく光のカーテンは複雑に交差して、それがただの自然現象ではないことは一目見て明らかであった。

「貴様ら、なにをするつもりだっ！」

　トースは俺の鼻先までビュンと飛んできて怒ど鳴なる。

「あれは、おまえがやったんじゃないのか？」

「あんなもの知るか。なんてことだ、ゲヘナの魔力が猛烈な勢いで吸い取られている。大食らいの魔法陣めっ！」

「魔法陣……あんなでかいものが、魔法陣だっていうのか!?」

　そういわれてみれば、あの赤く禍まが々まがしいオーロラの形には見覚えがある。

　あまりに巨大だったために気づけなかったが、俺はあれと同じ構造の魔法陣を一度だけ見たことがあった。

　二年前、ロンドンでの大規模な魔女狩りウイツチハンターの作戦に招集を受けたときのこと。

　強大な魔女を教祖とするカルトグループ【星ほしの智ち慧え派は】の殲せん滅めつ作戦で使用された、マクダフ機関の切り札――【血の沈黙エターナル・サイレント】。

　範囲内に捉とらえた魔女から、ゲヘナの鍵かぎを強引に奪い取るという恐るべき力を持つ魔法陣。

　ただし、対象となる魔女には大きな負担をもたらし、最悪の場合、鍵を奪われるときに魂たましいまで引き裂かれて廃人と化す。殲滅作戦で逮捕されたロンドンの魔女は、そのせいで刑務所ではなく、精神療養所送りとなったらしい。

　当然、魔女の人権を無視したこの魔法陣はマクダフ機関の最高機密で、その現場を目撃した俺たちには厳しく箝かん口こう令れいが敷かれた。

　表では魔女の人権を唱えるマクダフ機関だが、裏ではこのぐらいのことを平気でやらかすという好例であろう。

「けど、いったい誰だれがこの魔法陣を……」

　血の沈黙の構築には膨大な魔力を必要とする。

　ロンドンのときも、世界中から集められた凄すご腕うでの公認魔女ハウンドウイツチを三十人――マクダフ機関が動かせる魔法戦力のなんと八割も投入して、小さな家を一軒、その効果範囲に収めるのがやっとであった。

　そのため、おいそれとは使用できない魔法陣のはずなのだが……

「そうか、門からあふれ出す魔力を利用しているのか」

　魔女が使える魔力に比べれば、ゲヘナの門からあふれ出す魔力は無尽蔵ともいえる。

　これならば、あのセイラム全体を覆い尽くすような、馬ば鹿かげた大きさの魔法陣を構築することも可能だろう。もちろん、それでも大変な時間をかけた前準備が必要だろうが。

「ねえ……なんだろう？　あの形、私見たことある気がする」

　惚ほうけたように空を見上げていた夏なつ花かが、ぽつりと呟つぶやいた。

「なんだって？」

「そうだよ……あれはセイラムの街と同じなんだ」

　夏花の言葉で、俺おれにもようやくわかった。

　バスターミナルで見た街の地図。

　そして、学園から見下ろしたセイラムの全景を思い出す。

　そうだ、上空の赤い魔法陣は、セイラムに走る入り組んだ道路の形を映し出したものなのだ。

「この街全体が魔法陣だったのか……？」

　最初から、この街はそのために設計されていたというのか？

　そんな大それたことができるのは、セイラムという街を生み出したものだけ。

　疑う余地もない。これはマクダフ機関の仕し業わざ。

　その目的は？

　考えるまでもない。セイラムの魔女たちすべてから、ゲヘナの鍵かぎを奪い取る。

　これは前ぜん代だい未み聞もんの大規模な魔女狩りウイツチハンターだ。

　けれど、罪もない魔女を？

　こんな危険な手段で？

「いや……なにをいまさら」

　マクダフ機関のことは、嫌気がさすほど理解している。

　やつらなら、やりかねない。

「でも、うまくすれば……」

　セイラムの住人は魔女という呪じゆ縛ばくから解放され、普通の人間に戻ることができる。

　俺は無意識のうちに魔法陣によるリスクと、そのことを天てん秤びんにかけていた。

「ねえ、これからなにが起きるの？」

　目の前には巨大なゲヘナの門が立ちふさがり、空には赤い血のごとき色をした魔法陣がオーロラのようにたなびく中で、夏花は俺に尋ねてきた。

　さすがの夏花も、こんな異常な状況では不安なのだろう。

「俺にもよくわからないけど――」

　なんといって励ませばよいのか迷いながら夏花のほうを見たとき、俺は少なからず驚いた。

　夏なつ花かの表情に、もはや臆おくしたところはなかった。

　その目はただまっすぐ前を見据え、為すべき事を探そうとする、強い意志を示している。

　そんな夏花を見た途端、俺おれが迷いながら探していた言葉などすべて消え失うせた。

「このままだとセイラムはなくなる」

　なにも隠さない正直な言葉で告げる。

　俺のいきなりの言葉に夏花は少し驚いたような顔をしたが、それもわずかの間だった。

「それって、たぶん私のせいなんだよね……どうしたら止められるの？」

　そうだった。

　夏花はこんな押しつけられた運命を受け入れはしない。

　セイラムという檻おりに閉じ込められながらも、その中から世界を変えようと一人で戦ってきたのだ。

　どんなに困難でも、自分で未来は切り開く。

　たとえ世界すべてが相手でも恐れることはない。

「大丈夫、そんなことさせやしない。俺が手伝ってやる」

　根拠のない台詞セリフは嫌いだったが、いまはそういうことをいいたい気分だった。

　そして、心眼サードアイに精神を集中させると、俺はいまも魔力が流れ出すゲヘナの門へと向かった。

「きみきみっ、そっちは危ないよっ！」

「なぁに、このぐらい男だったらどうってことない」

　夏花の英雄ヒーロー様だったら、きっとこのぐらいのこと普通にいうんだろ？

　俺は精せい一いつ杯ぱいの強がりを見せて、あふれ出す魔力の中へと突き進む。

　魔力には実体がないはずなのだが、常識を超えた密度のためか、まるで水の中を進むような抵抗を感じる。

　一歩進むごとに、身体からだのなかに冷たいものが染みこんでくるようだ。

　ゲヘナの理ことわりが、俺の存在自体を変質させようとしているのだろう。

　煉れん瓦がなどの無機物とは違って、生なま身みの肉体はすぐには影響を受けないようだが、このひどい風邪をひいたような悪お寒かんは地味に堪える。

　それほど長くは持たないだろう。

　目がかすみ、得意の精神集中も乱れつつある。

　それでも、俺はゲヘナの門からあふれ出すどす黒い超高密度の魔力の中から、小さな小さな輝きを探す。

「きっと見つかるはずだ……」

　それはたとえ小さくても、力強く。猛々しくも、温かい。

　たとえこの冷たい魔力の奔ほん流りゆうの中でも、それを見落とすはずがない。



　――そうだ、俺おれはあれを十年以上も忘れることはなかったのだから。



　んっ、なんのことだ。

　頭がぼんやりして、思考が鈍にぶい。

　ひどく眠い。

　身体からだが自分のものでないような気がする。

　手足の冷たさがどんどん身体全体に広がっていくのがわかる。

　そうなるにつれて、逆に手足の冷たさは薄れ、そして感覚が無くなってくる。

　なんだろう、まるで自分の手足でないようだ……身体の感覚も薄れていく……なんだか心だけが、真っ暗な海の中に浮かんでいるような……

「――優ゆう人とっ!!」

　飛びかけていた意識が、その声で一気に引き戻された。

　そして、まるでその声が導いてくれたかのように、俺は目の前に懐かしい輝きを見つけた。

　この凍いてつく深海の水のような魔力の中で、ただひとつ暖かく光を発する、炎の姿をした魔力の塊かたまり。

　あれこそはトースに奪われた、夏なつ花かのゲヘナの鍵かぎ。

　これさえあれば、夏花は再び魔力を取り戻すはず。

「芽め生ばえろ、ジギタリス！」

　俺は最後の力を絞って、左手から手袋を外す。

「くうっ……」

　発動したジギタリスは、魔力の蔓つるを伸ばして、俺の腕に絡みつける。

　いつもは不快な激痛も、このときばかりはよい気つけ薬代わりだった。

「しっかり優しくつかめよ、ジギタリス……」

　俺は左手を伸ばしてゲヘナの鍵を握りしめる。

　その手にももう感覚がない。

　ゲヘナの魔力に浸食されたのかもしれないが、そんなことどうでもいい。

　この鍵さえ、夏花へ返すことさえできれば……



「ゲヘナの門の前に立つなんて、あなた死にたいのですか？」



　芯しんまで凍てついた身体が、急にぽかぽかと温かくなってきた。

　身体にまとわりついていたゲヘナの魔力が霧む散さんしていく。

「このまま見過ごしてもよかったのですが、いまにも阿あ瀬せさんが飛び込んでいきそうでしたので、しかたなく私が助けてあげます」

　そういって俺の前に現れたのは、濃い紫色の三角帽を被った女子生徒。

　あいかわらず帽子の効果のせいで顔はよくわからないが、公認魔女ハウンドウイツチのハンナだった。

　彼女の周りには、なぜかゲヘナの魔力も寄ってきてはいない。

「ほら、早く立ってください。魔法で防護してもここに長くいるのは危険なんですから」

　その言葉通り、ゲヘナの門から溢あふれる魔力は、波が打ち寄せるようにジワジワとハンナに迫ってきていた。

　けれど、焦るハンナに、俺おれは苦笑いを浮かべながら肩をすくめる。

「悪いが、もう歩けないみたいだ。こいつを夏なつ花かに返してやってくれ」

　夏花のゲヘナの鍵かぎを差し出した。

「これでワルプルギスの夜は防げるはずだ」

「そのために、こんな無茶を……？」

「おまえの嫌いなジギタリスも、たまには役に立ってくれたよ。ほらっ、さっさといけ。おまえの魔法じゃあ、もう防ぎきれないぞ……」

「わ、私を見くびらないでください！　かっ、肩ぐらい……貸してあげます！」

　ハンナは強引の俺の手を引っ張ると、自分の肩にまわさせた。

「……同じ組織のよしみってやつか？」

「ふんっ、いくらあなたが魔女狩りウイツチハンターでも、見殺しにするのは気分が悪いものです」

「そうか、ありがと……な」

　すると、ハンナは俺のほうをくるっと見て、大声でわめいた。

「あっ、あなたなんかにお礼をいわれても、嬉うれしくなんかないんですからねっ！」

　なんだ……意外と可愛かわいいところあるじゃないか。

　帽子の魔力のせいで、その顔が見えないのは残念だけどな。



◆◇◆



「きみきみっ、大丈夫なの？」

　ゲヘナの魔力の外縁で待ち構えていた夏花が駆け寄って、ハンナの代わりに俺の肩を支えてくれた。確かに、ハンナが助けに来なければ、夏花はたとえ防護魔法が使えなくても魔力の中に飛び込んできただろう。こいつはそういうやつだ。

「おまえの魔法――取り返してきたぞ」

　俺は小さく呟つぶやいて、そっとゲヘナの鍵を夏花の身体からだに戻してやる。

「あとはあの魔法陣がゲヘナの門を封じてくれるでしょう」

　そんな俺たちに、ハンナがほっとしたような口調で告げる。

「おまえ、なにいってるんだ？」

「あれはワルプルギスの夜に対処すべく、マクダフ機関が用意していた魔法陣なんです。あれさえ発動してくれれば、もう安心です」

「なるほどね、そういうことかよ」

　血の沈黙エターナル・サイレントは、マクダフ機関の最高機密。

　公認魔女ハウンドウイツチのハンナも、さすがにその正しよう体たいは知らないらしい。

　まあ、そうでなければ、魔女であるハンナが、あんな危険な魔法陣の効果範囲に残っているはずもないか。

「ねえ、この人って誰だれなの？」

　夏なつ花かは不思議そうにハンナのほうを見ている。

「あの帽子を見てわからないのか？」

「えっ、有名な人なの？」

　どうやら、公認魔女のことを知らないらしい。どれだけ学校の魔法研修をさぼっているのやら。

　しかし、それならそれで好都合だった。

「コスプレ趣味の変人魔女だよ。特技は妄もう想そうを垂れ流すこと」

「ああっ……だから、あんな趣味の悪い帽子を……」

「だっ、誰がコスプレ変人魔女ですか！」

　気の毒な人を見るような目をしている夏花に、ハンナが必死に否定していると――



「こらぁっ、ゲヘナの鍵かぎを返さんかあっ！」



　そこへ、いままですっかり存在を忘れていたトースが、俺おれの頭の上に飛び降りてきた。

「いたたっ、髪を引っ張るなっ！」

「うるさい。貴様のせいで門が閉じてしまったではないか！」

「そりゃあよかった――」

　ゲヘナの門はまだその異様な姿を顕現させたままだったが、すでに魔力の流出は収まっているようである。

「なにもかも台無しだ。この痴しれ者ものめっ、痴れ者めっ！」

「痛いっ、痛いって！」

　頭の上に馬乗りになったトースは、俺の髪の毛をぶちぶちとむしる。

「しかも、ゲヘナの魔力を利用して、あんな醜い魔法陣をこしらえるとは……人間とはなんと馬ば鹿かな生き物だろうか。このままでは娘の鍵まで奪われてしまうぞ」

「おまえ、なんとかできないのかよ？」

「ふん、ゲヘナの門を顕現させたおかげで、ワシの魔力はすっからかんだっ！」

　トースは横腹を叩たたいて、ポンッと小気味よい音を立てる。

「威張るな、この役立たず。なにが究極の門だよ、偉そうに」

「なんだと～っ！　うぬぅ……だが、このまま娘の鍵が奪われてしまっては元も子もない。ここはひとつ、偉大で寛大なワシが知恵を授けてやるとするか」

　そういうと、頭の上に乗っているトースはぺちぺちと俺の眉み間けんのあたりを叩きながら、夏なつ花かに呼びかけた。

「おい、娘、娘。ここによく注目してみろ」

「トース、いったいなにをするつもりだ？」

「いいから、おまえはじっとしてろ。ホレ、娘、よく見ろ、よく見ろ」

「見ればいいの？」

　俺おれに肩を貸してくれている夏花は、くるっと俺と顔を向き合わせる。

　な、なんかこんなに見つめられると気恥ずかしいな。

「うーん、きみって意外とまつげが長い？」

「いや、そんなのどうでもいいから」

「余計なことをいってないで、もっと近くでよ～く見るのだ」

「ん～、特に変わったところはないけど……」

　夏花は顔をぐっと近づけた。

　風になびいた夏花の髪が、俺の鼻をくすぐるぐらいの距離。

　しなやかに伸びたまつげや、唇くちびるの微妙な動きさえ、間近に見える。

　なにか間違いがあったら触れあってしまいそうな、そんな至近距離……って、まさか!?

「よしっ、ぶちゅっと行けえっ！」

　トースはそう叫んで、いきなり俺の後頭部に蹴けりを入れた。

　当然、俺の顔は前に突き出て、ちょうどよい高さにある夏花と激突。

　そのはずみで――

「うっ……？」

　しっとりと溶けるように柔らかなものを、俺は唇に感じる。

　それは夏花の唇の感触。

　甘い息がふわりと鼻び孔こうに届き、鼻と鼻が触れあって感じられる、微妙に冷たい体温。

　驚いたように見開かれた目には、複雑な色彩をもった美しい瞳ひとみ。

　ほんの一瞬が、はてしなく長い時間のように感じられる。



　パチクリ――



　夏花の瞬まばたきひとつが、そんな凍り付いた時間を再び動かした。

「うわっ――！」

　のけぞるように俺は夏花から顔を離す。

「な、なにをしているんですか！」

　一部始し終じゆうを目撃していたハンナが怒ど鳴なり声をあげているが、当の夏花は唇に手を当てて、二度、三度、ぱちぱちと瞬きをするだけ。ぽかんと放心状態だ。

「ご、ごめん！」

　俺は勢いよく頭を下げる。

　悪いのは全面的にトースなのだが、こんなとき謝る以外になにができるだろう。

　当然、夏なつ花かはいつものように烈火のごとく怒り狂うかと思ったのだが、しばらく待っても静かなままだった。

「…………？」

　おそるおそる顔をあげると、夏花はまだ唇くちびるに手を当てたまま放心状態だった。

　怒りのあまり、脳がショートでもしたのだろうか？

「あの……夏花さん？」

　ちょっと心配になって声をかける。

「ヒック！」

　すると、突然、夏花はシャックリをした。

　しかし、それはただのシャックリではない。

　夏花が身体からだをヒクッとさせた途端、膨大な魔力があたりに渦を巻いた。

　ゲヘナの門の魔力ではない。これは夏花の身体から放出される魔力だ。

「な、なんだこりゃあ」

「ヒック、ヒック！」

　夏花がシャックリをするたびに、爆発的に魔力は増大していく。

　それは、魔女一人が扱える魔力をはるかに超えている。尋常なことではない。

「どうやら二つのゲヘナの鍵かぎは無事に交わったようだな。喜べ、貴様はその娘と相性はバツグンのようだぞ」

　あたりを渦巻く大量の魔力に、心地よさそうに流されながらトースがいった。

　そういえば、部室で俺おれと夏花をキスさせようと、トースが企たくらんでいたことを思い出した。

「おまえ、またゲヘナの門を開く気か！」

「この魔力を前にして、実に惜しいことだが、いまは無理だな」

「だったらなんで俺に……キスなんか……」

　照れくさくてだんだん小声になってしまう自分が情けない。

「なに惚とぼけたことを。鍵を交わらせ、二倍の魔力を引き出せるようになったいまならば、あの醜い魔法陣を砕くことも容易たやすかろう？」

　トースは呆あきれ顔で見下ろしている。

「そ、そうか……って、でも様子がなんか変だぞ？　どういうことだよ!?」

　俺が呼びかけても、夏花はあいかわらずシャックリを続けるばかり。

　だが、それに応じて魔力は上限を知らないかのように増大していく。

「ふーむ、もしやこやつの魔力の許容範囲を超えたかな？」

「人ごとみたいにいうなっ！」

「まずいな……このまま制せい御ぎよできずにいれば、こやつの魂たましいは己の魔力に焼かれるぞ」

「なんだとっ！　おいっ、夏花！　夏花、しっかりしろっ!!」

　俺の心眼サードアイには、嵐あらしのように荒れ狂う魔力に翻ほん弄ろうされる小さな炎が見えた。

　それはどこかで見たことのある暖かい光――さっきも感じた、あの感覚。



「――そうだ、思い出した。これはセナツの鍵かぎと同じなんだ」



　それは俺おれが幼稚園のときに、初めて魔女として告発した少女。

　同い年で、仲の良い子だった。

　よく一緒に遊んでいた。

　けれど、俺がその子がゲヘナの鍵を持っていることを大人おとなに告げた翌日――彼女はどこかに行ってしまった。

　どこか遠くに連れられてしまった。

　俺は悪くない。

　悪くないんだと自分自身に言い聞かせ、俺はその子のことを忘れようとした。

　その子の名前が……セナツ。

「ごめん……いままで本名のほうを忘れていた……」

　セナツは幼稚園の先生が、阿あ瀬せ夏なつ花かの真ん中の漢字二文字を抜き出してつけたあだ名。

「セナツ、また遠くに行かせたりしない！」

　もう二度とあんな後悔は繰り返さない。

　彼女をもう一人にはしない。

　そのための力なら、ここにあるじゃないか。



「伸びろっ、ジギタリス！」



　俺は左手のジギタリスの核を太陽に掲げて、精神を解放――ジギタリスの浸食を全面的に受け入れる。

「ぐっ……！」

　いままで左手に絡みついていた魔力の蔓つるが、生長の勢いを一気に増した。

　服の下に隠れてはいるが、その蔓は腕から肩へ、そして胸を目指して伸びているはず。

　より新鮮で大量の血液を求め、俺の心臓を絡め取ろうとしているのだ。

　ぎゅっと胸に痛みが走り、動どう悸きが速くなる。

　文字通り、なにかに心臓をつかまれているようなものだ。

「止まってくれるなよ、俺の心臓……」

　痛みで息もまともにできない中、俺は夏花からあふれ出す魔力に意識を集中させる。

　魔力の奔ほん流りゆうの中で、いまにも吹き飛ばされそうにしている小さな輝き。

　よく見ると、燃える炎を柔らかく包み込むように植物の蔓が絡んでいる。

　あれが夏花と俺のゲヘナの鍵が交わった姿なのだろうか。

　ただ、容よう赦しやなく吹き荒れる魔力に翻ほん弄ろうされ、炎はいまにも吹き消されそうで、蔓の葉は舞い散る寸前であった。

「もう大丈夫だ、セナツ……」

　俺おれは両手を伸ばし、身体からだ全体で魔力の奔ほん流りゆうからかばってやる。

　浸食を受け入れ、全身に蔓つるを伸ばしたジギタリスならばできるはず。

「頼む、ジギタリス。セナツを守らせてくれっ！」

　そう叫んだ瞬間、いまにも吹き消されそうに弱々しかったゲヘナの鍵かぎの輝きが急激に勢いを取り戻した。

　そして、無秩序に暴れ回っていた魔力は、夏なつ花かを中心として、土星のリングのように回転を始める。ゲヘナの鍵が、荒ぶる魔力を抑え込んだのだ。

「よ、よかった……」

　身体から一気に力が抜けて、へたり込みそうになったところ、頭の上から夏花の声が聞こえてきた。

「……きみきみ、なんで抱きついているわけ？」

　痛みの余り、まわりがいまいち見えていなかったが、なんといまの俺は夏花の腰に抱きついているような体勢だった。

「いや、これはっ！」

　夏花のゲヘナの鍵をかばっていた結果がこの姿だったが、そのことを正直に話せるはずもなく――

「ていうか、セナ――いや、夏花、正気に戻ったのか？」

　俺はジギタリスを手袋で隠しながら、話をすり替える。

「うーん、なんかびっくりするようなことがあった気がするんだけど」

　なんという幸運。

　どうやら夏花は俺がキスしたことを、あまり憶おぼえていないらしい。

「きみがなんかしたような……それに、なんか懐かしいあだ名を……」

　まずい、いろいろまずい。

　俺は夏花の手を取って、空を指差す。

「そんなことより、あの魔法陣をぶち壊しに行くぞ！」

「なっ、そんなこと許すはずがないでしょう!?　あの魔法陣がなくなったら、どうなると思っているんですか」

「コスプレ魔女は黙ってな」

　猛然と詰め寄ってきたハンナを、俺は軽く一いつ蹴しゆうする。

「な、なんですって!?」

「さあ、どうする、夏花？」

「え、えーと……」

　夏花は一瞬、俺とハンナを見比べて迷ったが――

「よ～し、ここは部長として部員の言葉を信じようっ！」

　いや、本当は二人とも男子魔法部員なんだけどな。

　まあ、どうでもいいけど。



『羽ばたけ――空を焦がす炎竜のごとく！』



　夏なつ花かが呪じゆ文もんを唱えると、いままで周囲を回転していた魔力が分裂して、細かなパーツを形成。さらに、それらが複雑に組み合わされ、再構成されていく。

　心眼サードアイで動きを追っていると頭が痛くなりそうな精密な魔力操作。

　しかし、夏花はそれを難なく無意識のうちにこなしている。

　魔力の強さのみならず、この魔力操作の才能こそが、夏花の魔法の秘密なのだ。なるほど、これなら超難問のキャストパズルをあっという間に解いてしまうのも当然だろう。

　再構成された魔力は、炎がそのまま固まったような巨大な翼となった。

　その赤き翼を背に生やした夏花の姿は――

「……天使だ」

「ば、馬ば鹿かっ、おだてたってなにもでないんだから！」

　夏花は顔を真まっ赤かにしながら俺おれの手を握ると、背中の翼を大きくはためかす。

　その途端、俺は自分の体重がなくなったように感じて、そのまま二人で宙に舞い上がった。

「おお……飛んだ……」

　おそらくは物体遠隔操作の応用で身体からだを浮かばせているのだろう。あの翼は揚力を生み出すためのものではなく、速度をあげるときや方向転換をするときなどの補助に使うものらしい。

「まっ、待ちなさいっ！」

　足あし下もとでハンナが叫んでいる。

　魔具であるホウキを利用して空を飛ぶ魔法はよく知られているが、こうして自力で飛行することができる魔女は珍しい。

　どうやら、ハンナには無理だったようだな。幸いなことに。

「しっかりつかまってなさい。手を放したら、落ちるわよ」

　夏花が翼を羽ばたかせるたびに、上昇速度はぐんぐん増していく。

　空を見上げると、あの赤いオーロラはもう目の前だ。

　輝くように美しい夏花の翼とは違い、毒々しく不吉な赤。

　まるでセイラムを握りつぶそうとしているかのように、地上で見たときよりもその色はずっと濃くなって、魔法陣の形状がよりはっきりとしつつある。

　あまり時間的猶ゆう予よはないだろう。

「けど、こんな大きいのどこから壊せばいいのやら……」

「もっと近づけないか。どこかに魔法陣の急所があるはずだ」

「オッケー！」

　夏なつ花かはもう一度、大きく羽ばたいて急上昇するが――もう少しで魔法陣に接触するというところで、なにか見えない壁に衝突したかのようにはじき飛ばされた。

「きゃあっ!?」

　きりもみ状態で十メートルほど落下したところで、夏花は体勢を直す。

「いったぁ～っ！」

　頭を押さえながら、夏花は忌いま々いましげに空を見上げる。

　俺おれも心眼サードアイで空を見上げた。

「結界か……？」

　空に網の目のように張り巡らされた魔力の筋が見える。

「うん、魔女を逃がさないための見えない鉄てつ格ごう子し――ちょうど魔法陣と私たちの間にあるみたいね」

「ホウキで空を飛べる魔女を閉じ込めておくのなら、そのぐらいは当たり前か」

　この結界に魔法陣を守らせようというのだろう。さすがマクダフ機関のやることにはそつがない。

「あの結界は壊せないのか？」

「小学生の頃ころ、何度も試したけど……とても無理だったわ」

「くそっ」

　夏花だけでなく、セイラムに住む魔女すべてを閉じ込めてきた結界だ。そう簡単に破れるものでは――

「でもね、いまならなんかやれそうな気がするの。ちょっと離れてて」

　夏花は握る手を伸ばして、俺との距離を広げると、空あいているほうの手を上に掲げた。

「ひさしぶりだけど、うまくできるかな……」



『貫き通せ――天あま翔かける流星のごとく！』



　再び、夏花の周囲に魔力のリングが発生したかと思うと、呪じゆ文もんに応じるかのように長い螺ら旋せんを描き、一本の巨大な槍やりを形成した。

　閉じた傘のような形状をした、いわゆる馬上槍というやつだ。

　全長は五メートル以上はありそうで、とても持って戦えるような代しろ物ものではない。

　夏花はそれを片手で持つと、軽々と一振りした。

「私の異い名みようの由来になった【紅炎の天槍ランス・オブ・ルージユ】よ。でも、こんなに大量の魔力を収縮させたのは初めて……」

　天槍ランスの内部には螺旋状に魔力が渦巻いているのが、肉眼でも見える。

　猛烈に圧縮された魔力が、時折、その勢いを押さえきれずに噴出していた。

　その姿は、荒ぶる軍馬――もしくは、唸うなりを上げるレースマシンのエンジンを思わせる。

「うん、これなら行ける。これに貫けないものなんてない！」

　夏なつ花かは俺おれの手を強く握る。

　もちろん、俺もその手を握りかえして叫ぶ。

「よしっ、行こう。目指すは魔法陣中央っ！」

「うん、しっかり支えていてね……」

「えっ？」

「わからないけど、わかるんだ。きみが支えてくれるなら、私はなんだってできる気がする」

「おし、任せておけ！」

　なんだかとても照れくさかったが、俺は胸を叩たたいて返事をした。

　ああ、何度でも助けてやるさ。

　このジギタリスなんかが、おまえの役に立つというならな。

「よ～し、このまま結界を破って、魔法陣を突き崩すよ」

　天槍ランスからあふれ出す魔力を推進力として、赤い翼で方向を制せい御ぎよ。

　俺たちは一本の深しん紅くの矢となって結界を目指す。

　ところが、セイラムを取り囲む森から、頭のない白い鳥のようなものが出現して、こちらをめがけて急接近してきた。

「迎撃魔法か!?」

「天槍ランスの魔力に気づいたのね」

　結界を破壊しかねない強大な魔力に反応して、それを自動的に排除する魔法なのだろう。

　やはりセイラムの守りは堅い。

「どうする!?」

「気にしない、気にしない。あんなやつら、私が小四のときですら相手にならなかったんだから」

「なっ――小四でっ!?」

「振り回すよ、しっかりつかまってて！」

「うわっ!?」

　まるでロデオの暴れ馬のように天槍ランスが跳ね上がり、急激な方向転換。

　噴出する赤い魔力で、こちらに突っ込んできた迎撃魔法をなぎ払う。

　次々と魔力に巻き込まれ爆発していく迎撃魔法。

「はーっはっ、あいかわらず突撃だけのワンパターン！」

　恐ろしいまでの手練。

　あのぐらいの迎撃魔法では、夏花の足止めすらできはしない。

　そうこうしている間に、結界はもう目前だった。

「さあ、いよいよ突っ込むわよ」

「ああっ、頼むぞ！」

　ロケットのように突き進む天槍ランスの影に隠れるように、俺おれたちは頭を下げる。



　ギィンッ！



　見えない壁に天槍ランスが突き当たり、一瞬でいままでの速度が殺された。

　身体からだがバラバラになりそうな反動。

　耳をつんざく金属音。

　二つの魔法同士のせめぎ合いは大気を燃え上がらせ、弾はじけた魔力が大量の火花となって宙に舞い散っていく。

「くっ……なんで!?」

　いままでばく進を続けていた天槍ランスが、ぴたりと動きを止めていた。

「なんで行かせてくれないのよっ!?」

　天槍ランスを構える夏なつ花かの顔に焦りの色が浮かぶ。

　眼前には、青い空に流された血のような魔法陣。

　それはまるで俺たちを阻むかのよう。

「くそっ、あれは俺たちを――夏花を狙ねらってる」

　そのとき、空に亀き裂れつが走ったかのように思えた。

　いや、違う――魔法陣が横一文字に裂けていっているのだ。

　その奥は暗くら闇やみ。

　まるで、すべてを飲み込む巨大な口のよう。

　やつは夏花の持つゲヘナの鍵かぎに気づいて、最初の犠牲者にしようと迫ってきている。

「やっぱり駄だ目めなの……これでも足りないの？」

　いや、違う。

　俺の心眼サードアイには見えている。

　徐々にだが、天槍ランスが結界に穴を穿うがちつつあることを。

　夏花の肩を抱いて、俺は囁ささやく。

「そんなことない……ほら、前に進んでいる……少しずつだけど進んでいる」

「本当に……？」

「ああ、俺を信じろ」

　同時に、俺は自分の仕事――魔法陣のクリティカルピースを心眼で探し求める。

　目が回りそうなほどに複雑な魔力のパズル。いつもいじっているキャストパズルなど、これに比べればまさしくオモチャである。

　だが、俺もさっきの夏花と同じことを思っていた。

　夏花がいればなんとかなる気がする。この化け物のように複雑なパズルだって解ける気がする。

「さあ、もうあとちょっとだ……」

　俺おれは天槍ランスを構える夏なつ花かの手に、自分の手を重ねて――

　そして、二人で叫んだ。



「「いっけぇっ！」」



　宙からあふれ出す火花がよりいっそう激しさを増したかと思うと、突とつ如じよ、ガクンと抵抗がなくなった。

　再び速度を増していく天槍ランス。

「抜けた!?」

「いいぞ、やつの急所は……ちょい右……そう、このまま……」

　俺の言葉通りに夏花は方向を微調整。

　気持ちがよいほどに息は合っている。

　これなら、たとえやつのクリティカルピースの大きさが、ほんの小さな一点であろうとも――絶対に外す気はしなかった。



◆◇◆



「やったな」

　セイラムの街に赤い光の粒子が舞い降りていく。

　夏花の天槍ランスにクリティカルピースを貫かれ、砕け散った魔法陣の残ざん滓し。

　それは街を覆い尽くす結界に触れると、ひときわ強い光を発して、そして消滅していく。

　忌いま々いましい魔法陣の最後にしては、幻想的で美しい光景。

「うん、街が無事でよかった」

　俺と夏花はそれを上空から眺めていた。

「……で、どうする？」

　俺は夏花に尋ねる。

「どうするって？」

「いまならセイラムを出られるぞ」

　ゲヘナの鍵かぎの融合は一時的なものらしく、夏花の魔力はいつもの強さに戻っていた。

　もう、結界を破壊することはできないだろう。

　俺が告発してしまった夏花への罪滅ぼしのチャンスは、いましかないかもしれない。

「魔女って告発されてから、ずっとこの街に閉じ込められてきたんだろ？」

「それはそうだけどね」

「告発した奴やつのことを恨んできたんだろ？」

　その問いかけをはぐらかすように、夏花は大きく伸びをした。

「んっ、いい風だねぇ」

「外に逃げたあとのことは、俺おれに任せてくれれば――」

　すると、夏なつ花かは俺の口に人差し指を当てて止めた。

「美お味いしい空気も吸ったし、そろそろ帰ろうか」

「おい……それで……いいのかよ？」

　あそこに戻れば、二度と外に出られないかもしれないというのに。

「誰だれが私を魔女だっていったのかはしらないけど、そんなことはどうでもいいの。恨んだこともない」

「……なんで？」

「だって、私が魔女であることは本当だし、誰かに魔女と告発されても、私が私であることは変わらない。そのせいでこの街に閉じ込められたとしても――悪いのは、そうしようとする世界のほうでしょ？」

「だったら、ここから逃げ出せばいいじゃないか」

「駄だ目め、駄目、あの街にはやり残したことがあるじゃない」

「やり残したこと？」

「きみに魔法を教えることだよ、忘れたの？」

「えっ……」

　夏花は頬ほおを膨らませ、俺の胸を指でつついた。

「一緒に世界を変えるんでしょう？」



    

  
    
      



    

  
    
      「あ、ああ……そうか、そうだったな」

　おまえのしたいことは、世界から逃げることなんかじゃない。

　世界のほうを変えてやること。

　魔女が当たり前になる世界にしてやることだったな。

　だったら、俺おれもしばらくはつきあってやる。

　おまえは恨んでいないといっているけど――そのぐらいの罪滅ぼしはさせてくれよな。



「――そういえば、きみ、空にあがる前、私のこと『セナツ』って呼んでなかった？」

　小さく空あいた結界の穴をすり抜けて、街へと降下しながら、夏なつ花かが尋ねてきた。

「い、いや……それは……」

「何で、私の昔のあだ名を知ってるの？」

　いつかは昔のことを話さなければならないとは思っているが、いまはさすがにタイミングが悪い。まだ、心の準備ができてなかった。

「それは……あのぉ……あれだ、名字と名前の間の文字を取って、あだ名をつけるのって流は行やってるだろ？」

「え～っ、そうかなぁ。そんなあだ名、私だけかと思ってた」

「馬ば鹿かだなぁ、全国どこでもやってるって」

「ふーん、まあ、私もこっそり自分と同じようなあだ名のつけかたしてたけどね」

「へえ、誰だれに？」

　俺は興味津しん々しんのふりをして尋ねる。これで話がそれてくれるのなら有り難がたい。

「すごく格好いい男の子――私の英雄ヒーローなんだ」

「ああ、その話か……」

　なんだろう、急に疲れがどっと出てきたような……

「ヒーロー――えいゆうくんって、あだ名をつけていたの」

「えいゆう？」

「私のあだ名と同じように、名字と名前の中の文字だけを取って、心の中だけでこっそり呼んでいたんだ。ほとんど話もしたことなかったし、いつもえいゆうって呼んでいたから、本名のほうは忘れちゃってたりして。あははっ」

　な、なんだか、嫌な予感がしてきたぞ。

「……そのえいゆうくんは、いったいおまえになにをしてくれたんだ？」

「うん、お昼のときにね、私の大嫌いなニンジンをいつも食べてくれたんだ」

「はあぁぁ？」

「私のために、あの憎いニンジンをバンバン食べて退治してくれて……本当に嬉うれしかったなぁ。やっぱり、男ってのはああじゃないといけないわね」

　いや、その……うっとりしているところ悪いんだけどな。

　そのえいゆうくんとやらは、きっとニンジンを食べたら馬のように早く走れるって先生に騙だまされて、手当たり次第に人のものにまで手を出していただけだぞ。

　おまえのためなんかじゃない。

　ただ、馬ば鹿かなだけだ。

　なにしろ……その本人がいうのだから間違いない。

　このセイラムに潜入するのに偽ぎ名めいを使っていたが、俺おれの本名は新しん栄えい優ゆう斗と――つまり、俺がその栄えい優ゆうくんというわけだ。

　しかし、まさかそんなことをいい出せるはずもなく、俺は夏なつ花かの思い出話を延えん々えんと聞かされ続ける。

「それでね、それでねっ！　そのえいゆうくんは、ニンジンを食べたあと、なぜか決まって走り出すの。それがまた男らしいんだよねぇ～」

　うん……美しい思い出はそのままにしてやるのが、優しさってものだよな。

　これも夏花への、ささやかな罪滅ぼしの一つだろうさ。



    

  
    
      




終章





　翌朝、さわやかな春の日差しの中。

　学園へと続く長い坂道を登り切ったところで、嫌な顔が待っていた。

　公認魔女ハウンドウイツチのハンナである。

「おまえか……」

「私だって、朝からあなたの顔を見るなんてよい気分ではありません」

「それでなんの用だ。俺おれを捕まえに来たのか？」

　ハンナを無視して、俺は校門をくぐろうとする。

「昨日きのうのことは、私の胸にしまっておいてあげます。結局、阿あ瀬せさんは結界を破れず、魔法陣は無事にその効果を発揮してくれましたので」

「ほぉ、そうかい、そうかい」

「マクダフ機関の対策のおかげで、今回のワルプルギスの夜は防ぐことができましたが、これで魔法陣は力を失ってしまいました。再び準備するには、大変な時間と労力が必要となります」

「なるほどね、それがマクダフ機関の言い分か……」

　昨日、セイラムの上空を覆い尽くした常識外れの巨大魔法陣については、さすがに街まち中じゆうのニュースとなっていた。

　あれだけ派は手でなことをしたのだからしかたあるまい。

　ただ、マクダフ機関の最高機密である血の沈黙エターナル・サイレントについては、公式の発表は一切無し。力を持て余した魔女が、結界を破ろうとした過程で発生した現象とされた。

　つまりは、夏なつ花かにまた一つ武勇伝が増えただけということだ。

　あのとき、空を飛んでいた夏花の赤い翼は、セイラム中の誰だれもが目撃していただろうし、騒ぎの責任を負わせるには格好の相手だったのだろうな。

　すべての真相を知るはずのマクダフ機関が、ハンナにまでこんな偽にせ情報をつかませていることからして、連中はすべての事実を闇やみの中に葬るつもりらしい。

「ですから、今後、対策が整うまでは、ワルプルギスの夜の鍵かぎである阿瀬さんの監視を強化しなくてはいけません。あのトースという者を召喚した魔女が誰なのかさえわからない状況では、いつまた阿瀬さんの身になにが起きるかわかりませんから」

「それは賢明だな。せいぜい、しっかり見張っていてくれよ」

　口では軽く受け流しながらも、俺はひっかかりを感じる。

　てっきり、トースはマクダフ機関が呼び出したモノと思っていたが。

　あんなものが偶然に召喚されるはずがない。

　となると、このセイラムにワルプルギスの夜を引き起こそうとする、別の人間がいるということだろうか？

「そこであなたに、阿あ瀬せさんの護衛任務を命じます。これが命令書と資料です。確認しておいてください」

　ハンナはそういって俺の手の中に、鎚つちとホウキが交差したマクダフ機関のエンブレムが印刷されたメモリーカードを押し込んだ。

「えっ、なんだって!?」

「ワルプルギスの夜の鍵である阿瀬さんとの良好な関係を築いているあなたを、マクダフ機関は有効に活用したいと考えています。よって、あなたの職権乱用によるセイラムへの潜入を不問とする引き替えに、この任務を命じることとしました」

「なんて強引な……」

「もし拒否すれば、当然、あなたは刑務所送りです」

「あっそう……」

　ほとんど脅迫に近い命令だったが、マクダフ機関にしては穏便な決定かもな。

　まだセイラムには、トースのことや、マクダフ機関の思おも惑わく――それに夏なつ花かのことなど、心残りなことがたくさん残っている。居残れるというなら好都合なぐらいだ。

「それにともない、あなたには学園の寮への引っ越しをしてもらいます」

「おっ、そりゃあ助かる。ホテル暮らしは、さすがに懐ふところに厳しいからな」

　すると、ハンナは露ろ骨こつに眉まゆを顰ひそめた。

　なんで人が喜んでいるのに、そんな嫌そうな顔をするんだよ。

「いっておきますが、この学園には男子寮なんてありませんので」

「えっ……それってどういうこと……？」

「つまり、あなたは女子寮に引っ越してもらうということです」

「そ、そんな馬ば鹿かなぁ！」

「阿瀬さんを身近で監視するためです。学園の生徒の大部分が女子寮暮らしですから、トースを召喚した者の動向をつかむにも都合がよいでしょう――というのがマクダフ機関の意図です」

「じ、冗談じゃない！　なんで俺おれが女子寮なんかにっ！」

「そっ、それはこっちの台詞セリフです！　いいですか……もしも、みっ、みっ、妙なことを考えているのならやめたほうがいいですよ。なにしろ女子寮の責任者は、あのちさ先生なんですからねっ！」

「いや、そうじゃなくて――！」



「おーおー、朝からまた別の女とイチャイチャと……お熱いのぉ～」



　俺たちの頭上をすぃ～っと、さも当然のように通り過ぎていったのは――

「ト、トース……おまえ、まだいたのかっ!?」

「あったり前であろう？　貴様のせいでゲヘナに戻り損ねたのだ。責任取ってもらうからな、覚悟しておけ」

　そういい残して、トースはくるくると風に巻かれながら、学園のほうへと飛び去っていった。

「ちょ、待て、このっ！」

　追いかけようとしたところ、ハンナに背中を引っ張られて止められる。

「そういえば、あなたはアレとずいぶん親しそうですが……いろいろくわしい話を聞かせていただけますでしょうか？」

　ジロリと鋭い目でにらんでる。

「いや、誤解だから。全然親しくないから！」

　俺おれがどうこの場を切り抜けようかと悩んでいると、有り難がたい乱入者がきてくれた。

「ああ～っ、ハンナ！　昨日きのうはなんで部活に来なかったのよ～っ！」

　ハンナの背中に飛びついてきたのは、朝から元気いっぱいの夏なつ花かである。

「あっ、阿あ瀬せさんっ!?」

「ねえねえ、二人でなに話してたのよ？」

　夏花は俺からハンナを引き離すように、間に割り込んできた。

「あっ、それはもちろん、男子魔法部の今後について――だよな？」

　これ幸いと、俺はハンナに話を振る。

「はっ、はい、そうなんです。これからの予定とか……」

「んっ、すんばらしい！　私はなんてよい部員に恵まれたのかしら」

　親指をビシッと立てて、夏花は身体からだを震わせながら感動している。

　いや、そこまで喜ばれると後あとが怖いのだが。

「よしっ、わかったわ。今日きようもまたビシバシしごいてあげるからね。はい、これっ！」

　そういって夏花が取り出したのは、いつもの分厚いファイルであった。

　タイトルは――『男子魔法部・初心者にもよくわかる魔法のススメ・完全版』となっている。

「まさかあの騒ぎのあとで、またこれを書き上げたのか？」

「当たり前でしょ。でなきゃあ、いつ書くのよ？」

　まったく、その熱意にはあいかわらず感服させられる。

「今日からは、ハンナにも協力してもらうからね。さぼったら罰ゲームとして、綾あや音ねの魔法薬の実験台にさせちゃうんだから」

「そっ、それだけは……」

　それを聞いたハンナの顔が青ざめる。

　そ、そんなに綾音の魔法薬は恐れられているのか？

　俺、一度飲んじゃったんだけど。

「ちょっと、誰だれの薬が罰ゲームですって！」

　どこで聞いていたのか、綾あや音ねが割って入ってくる。

　さらに、ちさ先生がトゲのついた首輪を掲げながら駆け寄ってきた。

「ねえねえ、朝あさ倉くらくん。寮への引っ越しだけど、犬小屋に住むってのは嫌かなぁ？」

「嫌に決まってるでしょっ！」

　なにを考えているんだ、この先生は。

「……なんだ、男。女子寮に来るのか。ふふふ、楽しみ。生きて出られると思うな」

　いつの間にか、俺おれの背後では、刻とき代よが黒いオーラを身に纏まといながら、邪じや悪あくな笑えみを浮かべていた。

「えーっ、きみきみっ、寮に引っ越してくるの!?」

「あ、ああ……いつのまにかそういうことになったみたいだな」

「だったら、これから二十四時間ずっと特訓できるねっ！」

　夏なつ花かの輝くような笑顔に、俺はひきつった笑いを返す。

　二十四時間、夏花の魔法特訓につきあわされるのも大変な話だが――それより、俺は魔女だらけの女子寮で生き延びることができるのだろうか？

　女子寮に引っ越すと聞いた途端、目の色を変えて俺を見つめている女子たちに取り囲まれながら、俺は天を仰ぐ。

　セイラムの空は、今日も腹が立つほどに快晴であった。



おわり



    

  
    
      


　あとがき





　もしも魔法がひとつ使えるのならば……

　みんなが幸せになる魔法を使いたい。

　どうも、内うち山やま靖やす二じ郎ろうです。



　――嘘うそです。



　そんなちょっといいこといってみたい年とし頃ごろなのです。

　本当に使いたい魔法は……警察に通報されるのでここには書けません。私の胸の中にだけ秘めて、墓場まで持っていくことにします。

　それはさておき、新シリーズです。

　初めましてのかたは、初めまして。

　他のシリーズを読んでいただいていたかたには、お待たせいたしました。

　今回のシリーズは、魔法と魔女と学園がたっぷりの、マジカル学園ラブコメです。

　本編に登場する魔女とか魔法に関するキーワードは、史実と虚実がない交ぜになっております。暇ひまなかたは元ネタを調べて、ニヤニヤしてみてください。



　さて、本作の物語の構成について、SUZUNE先生には的確なご助言をいただき、いつもながら大変感謝しております。骨太な本格推理小説の新作を期待しております。

　イラストを描いていただきましたニリツ先生、素敵な挿絵をありがとうございます。これからどうぞよろしくお願いいたします。

　他にもたくさんの方々に支えられている本作ですが、次回は「ドキッ！　女だらけの女子寮・魔法大作戦――って、女子寮なんだから女だらけに決まってるだろ（セルフツッコミ）」という展開になる予定。

　魔法もラブコメもギュンギュン加速させますよ。

　あとあと、この本と同じくＭＦ文庫Ｊさんから出版されている、私の別シリーズ「もふもふっ　珠たま枝えさま！」のほうも、どうぞよろしく。こちらは魔女でなくて、神様とか妖怪の女の子たちが、ほのぼのもふもふと活躍する物語です。

　では最後に――読者の皆様、ここまで読んでくださってありがとうございます。

　またどこかでお会いできたら幸いです。
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